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学 位 論 文  

 

 

若 年 女 性 お よ び 妊 婦 の 食 生 活 と 糖 代 謝 異 常 の 関 連  

 

 

要  旨  

 

現 代 社 会 は 飽 食 の 時 代 と も い わ れ 、 日 本 人 の 食 生 活 は 大 き く 変

化 し て い る 。 そ の 中 で 、 生 活 習 慣 病 罹 患 患 者 や そ の 予 備 軍 の 増 加

が 深 刻 化 し 、 肥 満 の 問 題 が 取 り 上 げ ら れ て い る 。 一 方 で 、 若 年 女

性 の 「 痩 せ 」 の 問 題 も 深 刻 化 し て お り 、 若 い 世 代 ほ ど 栄 養 バ ラ ン

ス に 課 題 が あ る こ と が 明 ら か に な っ て い る 。さ ら に 、健 康 日 本 2 1

（ 第 二 次 ） に お い て 、 若 年 女 性 の や せ は 骨 量 減 少 、 低 出 生 体 重 児

出 産 の リ ス ク 等 と の 関 連 が あ る こ と が 示 さ れ て い る 。 ま た 、 食 生

活 を 取 り 巻 く 環 境 も 大 き く 変 化 し 、 朝 食 の 欠 食 率 の 増 加 や 加 工 食

品 へ の 依 存 、 過 度 の ダ イ エ ッ ト 志 向 、 食 卓 を 囲 ん で の 家 族 の だ ん

ら ん の 喪 失 や 個 食 も 見 受 け ら れ 、 身 体 的 、 精 神 的 な 健 康 へ の 影 響

が 懸 念 さ れ る 現 状 に あ る 。 成 長 期 と い え る 思 春 期 か ら 青 年 期 の こ

の よ う な 生 活 の 在 り 方 が 将 来 の 健 康 状 態 に 影 響 を 与 え る 危 険 性

は 大 き い 。 さ ら に 、 そ れ だ け で な く 、 若 年 女 性 は 妊 娠 の 可 能 性 が

あ る 世 代 で あ り 、 本 人 だ け に と ど ま ら ず 次 世 代 の 健 康 に も 直 接 影

響 を 及 ぼ す た め 、 食 生 活 に 対 す る 知 識 の 普 及 や 適 切 な 保 健 指 導 が

必 要 で あ る 。 し か し な が ら 、 若 年 者 を 対 象 と し た 健 康 診 断 は 十 分

に 行 わ れ て お ら ず 、 実 態 も 明 ら か に さ れ て い な い 。  
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そ こ で 、 第 一 段 階 と し て 日 本 人 若 年 者 に お け る 糖 代 謝 異 常 の 実

態 と 体 格 と の 関 連 に つ い て 確 認 し た 。 こ の 研 究 で 男 性 よ り も 女 性

の 方 が 、糖 代 謝 異 常 が 起 こ り や す い こ と が 明 ら か と な っ た 。ま た 、

わ れ わ れ の 介 入 試 験 で 3 週 間 の 低 糖 質 食 に よ っ て イ ン ス リ ン 分 泌

が 低 下 し た 結 果 を ふ ま え 、 そ の 原 因 を 検 討 す る た め に 第 二 段 階 と

し て 、 対 象 者 を 若 年 女 性 に し ぼ り 、 糖 代 謝 異 常 と 食 生 活 習 慣 や 活

動 量 の 関 連 を 確 認 し た 。 第 三 段 階 と し て 、 若 年 女 性 が 妊 娠 す る 可

能 性 の あ る 世 代 で あ る 点 を ふ ま え 、 実 際 の 妊 婦 を 対 象 に 、 妊 娠 前

の 食 生 活 と 5 0 g G l u c o s e  c h a l l e n g e  t e s t ( G C T )の 関 連 に つ い て 確 認

し た 。  

 

 

研 究 １ ： 日 本 人 若 年 者 に お け る 糖 代 謝 異 常 の 実 態 お よ び 体 格 と の

関 連  

 

【 目 的 】  

若 年 者 の 不 適 切 な 食 生 活 が 健 康 不 良 や 生 活 習 慣 病 の 若 年 齢 化

に 関 連 が あ る と さ れ て い る に も 関 わ ら ず 、 生 活 習 慣 病 の 早 期 発 見

を 対 象 に し た 若 年 者 の 健 康 診 断 は 実 施 さ れ て い な い 。 特 に 、 若 年

者 を 対 象 に し た 糖 負 荷 試 験 （ O G T T） の 報 告 は 極 め て 少 な い 。 そ こ

で 、 こ れ ま で に 大 学 生 を 対 象 と し て 行 っ た 7 5 g O G T T の 過 去 の デ ー

タ に つ い て 、 糖 代 謝 異 常 の 実 態 、 さ ら に B M I お よ び 体 脂 肪 率 と の

関 連 に つ い て 検 討 し た 。  

【 方 法 】  

健 康 な 大 学 生 1 7 7 2 名（ 男 2 0 0 名 、女 性 1 5 7 2 名 、年 齢 2 0 . 4±0. 6
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歳 、 B M I 2 0 . 5±2 .4  k g / m 2） を 対 象 に 7 5 g O G T T を 行 い 、 体 組 成 を 測

定 し た 。 こ の O G T T の 血 糖 値 と B M I お よ び 体 脂 肪 率 と の 関 連 に つ

い て 、 χ ２ 検 定 と F i s h e r の 正 確 検 定 を 用 い て 検 討 し た 。 さ ら に 、

1 時 間 血 糖 値 が 1 8 0 ㎎ / d l 以 上 お よ び 2 時 間 血 糖 値 が 1 4 0 ㎎ / d l

以 上 に 影 響 を 与 え る 要 因 に つ い て 、ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 用

い て 検 討 し た 。  

【 結 果 】  

糖 代 謝 異 常 者 は 男 性 と 女 性 で そ れ ぞ れ 3 4 . 0％ と 4 5 . 1％ 存 在 し 、

ま た 1 時 間 値 が 1 8 0 m g / d l 以 上 に な る 割 合 は 男 性 と 女 性 で そ れ ぞ

れ 2 1 . 0％ と 3 7 . 8％ 存 在 し た 。 ま た 、 そ の ど ち ら も 女 性 の 方 が 有

意 に 高 か っ た 。 し か し な が ら 、 B M I お よ び 体 脂 肪 率 と の 関 連 は 認

め ら れ な か っ た 。さ ら に 、 1 時 間 値 が 1 8 0 m g / d l 以 上 に な る 要 因 に

つ い て 、 性 別 、 空 腹 時 血 糖 、 B M I お よ び 体 脂 肪 率 で 調 整 し た ロ ジ

ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 の 結 果 、男 性 に 対 す る 女 性 の オ ッ ズ 比 は 2 . 8 9

（ 9 5 % C I  1 . 8 4 - 4 . 5 4） で あ っ た 。 同 様 に 2 時 間 血 糖 値 が 1 4 0 ㎎ / d l

に な る 要 因 に つ い て み た と こ ろ 、 男 性 に 対 す る 女 性 の オ ッ ズ 比 は

2 . 8 3（ 9 5 % C I  1 . 8 3 - 4 . 3 9） で あ っ た 。  

【 結 論 】  

肥 満 で な い 若 年 者 の 約 4 割 に 糖 代 謝 異 常 が 認 め ら れ 、 そ の リ ス

ク は 女 性 の 方 が 高 か っ た 。 し か し 、 B M I お よ び 体 脂 肪 率 に 関 連 は

認 め ら れ な か っ た 。 今 後 、 若 年 女 性 と 糖 代 謝 異 常 の 要 因 に つ い て

検 討 す る 必 要 が あ る 。  

 

 

研 究 ２ ： 若 年 女 性 に お け る 糖 負 荷 後 高 血 糖 と 食 生 活 お よ び 活 動 量
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の 関 連  

 

【 目 的 】  

健 康 な 若 年 女 性 に 糖 負 荷 試 験 を 行 う と 、 負 荷 後 高 血 糖 に な る 者

は 高 頻 度 で 認 め ら れ る 。 そ の 結 果 を 受 け て 3 か 月 の 低 糖 質 食 介 入

試 験 を 行 っ た 結 果 、イ ン ス リ ン 分 泌 の 低 下 が 認 め ら れ た 。そ こ で 、

若 年 女 性 に 見 ら れ る 負 荷 後 高 血 糖 と 日 常 の 食 生 活 お よ び 活 動 量

な ど と の 関 連 に つ い て 検 討 し た 。  

【 方 法 】  

女 子 学 生 2 0 5 名 を 対 象 に 7 5ｇ 経 口 糖 負 荷 試 験 （ O G T T） を 行 い 、

体 組 成 の 測 定 、 日 々 の 食 生 活 、 運 動 習 慣 、 ダ イ エ ッ ト の 経 験 、 糖

尿 病 の 家 族 歴 お よ び 食 物 摂 取 頻 度 の 調 査 を 実 施 し た 。 こ れ ら の 調

査 結 果 を 、糖 負 荷 後 2 時 間 値 が 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 ( 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 群 )

と 1 4 0  ㎎ / d l 未 満 （ 1 4 0  ㎎ / d l 未 満 群 ） で 比 較 し 、 ロ ジ ス テ ィ ッ

ク 回 帰 分 析 を 用 い て 負 荷 後 高 血 糖 に 影 響 を 与 え る 要 因 に つ い て

検 討 し た 。  

【 結 果 】  

1 4 0  ㎎ / d l 以 上 群 は 7 5 名 （ 3 8 . 3  ％ ） 存 在 し 、 体 脂 肪 率 は 1 4 0

㎎ / d l 以 上 群 で 有 意 に 低 か っ た 。 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 群 で あ る 要 因 に

つ い て 検 討 し た ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 の 結 果 、 体 脂 肪 率 の オ

ッ ズ 比 は 0 . 8 9 5（ 9 5％ C I  0 . 8 4 2 - 0 . 9 5 1）、夕 主 食 を 欠 か さ ず 食 べ

る 人 の オ ッ ズ 比 は 0 . 7 4 2（ 9 5％ C I  0 . 5 8 8 - 0 . 9 3 6） で あ っ た 。  

【 結 論 】  

若 年 女 性 を 対 象 に 7 5 g O G T T を 行 っ た 結 果 、 約 4 割 に 負 荷 後 高 血

糖 が 認 め ら れ た 。 そ の 血 糖 上 昇 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 は 体 脂 肪 率 が
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少 な い こ と 、 夕 食 を 欠 食 す る こ と や 夕 食 を 食 べ て も 主 食 が な い 食

習 慣 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 

 

研 究 ３ ： 妊 娠 時 の G l u c o s e  c h a l l e n g e  t e s t 陽 性 に 影 響 を  

及 ぼ す 食 生 活 の 要 因  

 

【 目 的 】  

日 本 人 の 女 性 は 痩 身 願 望 が 強 く 、 特 に 最 近 で は 、 糖 質 制 限 ダ イ

エ ッ ト が 注 目 さ れ 、 栄 養 素 バ ラ ン ス の 不 均 衡 、 食 行 動 の 異 常 、 健

康 不 良 の 自 覚 症 状 の 出 現 が 報 告 さ れ て い る 。 糖 尿 病 で な い 健 康 な

女 性 で あ っ て も 、 妊 娠 時 は イ ン ス リ ン 抵 抗 性 の 増 大 の た め に 一 過

性 に 糖 代 謝 異 常 が 出 現 す る 場 合 が あ る 。 日 本 に お い て 女 性 の 晩 婚

化 、 晩 産 化 に 伴 っ て 3 0 歳 代 の 出 産 率 が 上 昇 傾 向 に な っ て お り 、

加 齢 に 伴 い 耐 糖 能 が 低 下 す る こ と は 既 に 報 告 さ れ て い る こ と か

ら 、 今 後 糖 代 謝 異 常 を 認 め る 妊 婦 は 増 加 す る と 考 え ら れ る 。 し か

し な が ら 、 加 齢 以 外 の 要 因 に つ い て は ほ と ん ど 検 討 さ れ て い な い 。

そ こ で 、 妊 婦 を 対 象 に 、 過 去 の 食 生 活 ス タ イ ル と 耐 糖 能 の 関 連 に

つ い て 検 討 し た 。  

【 方 法 】  

妊 娠 初 期 の 妊 婦 2 1 5 名（ 平 均 年 齢 2 9 . 8±4 .5 歳 、平 均 B M I は 1 9 . 9

±2 .7  ㎏ /㎡ 、 体 脂 肪 率 は 2 9 . 6±4. 8  ％ ） を 対 象 と し た 。 体 組 成

と 骨 密 度 の 測 定 、 2 0 歳 頃 の 食 生 活 、 日 常 の 食 生 活 、運 動 習 慣 、ダ

イ エ ッ ト の 経 験 、 糖 尿 病 の 家 族 歴 お よ び 食 物 摂 取 頻 度 と い っ た ア

ン ケ ー ト 調 査 、 5 0 g G C T の 結 果 を 用 い て 横 断 的 解 析 を 行 っ た 。 5 0
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ｇ G C T  1 時 間 値 が 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 ( 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 群 )と 1 4 0  ㎎ / d l

未 満 （ 1 4 0  ㎎ / d l 未 満 群 ） で 比 較 し 、 S t u d e n t ' s  ｔ 検 定 、

M a n n - W h i t n e y 検 定 、χ 2 検 定 お よ び F i s h e r の 正 確 検 定 を 用 い て 検

討 し た 。 ま た 、 5 0 g  G C T  1 時 間 値 が 1 4 0  m g / d l 以 上 に 関 連 す る 要

因 を 検 討 す る た め に ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 行 っ た 。  

年 齢 を 3 区 分 （ 2 9 歳 以 下 、 3 0 歳 以 上 3 5 歳 未 満 お よ び 3 5 歳 以

上 ） し 、 食 物 摂 取 頻 度 お よ び 食 生 活 習 慣 に つ い て T u k e y - K r a m e r

検 定 を 用 い て 検 討 し 、危 険 率 5  ％ 以 下 を 有 意 と し た 。さ ら に 、 3 0

歳 以 上 の 妊 婦 を 対 象 に 5 0 g G C T  1 時 間 値 が 1 4 0  m g / d l 以 上 に 関 連

す る 要 因 を 検 討 す る た め に ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 行 っ た 。  

【 結 果 】  

5 0 g G C T  1 時 間 値 は 、 1 4 0  ㎎ / d l 未 満 は 1 6 9 名（ 8 6 . 7％ ）、 1 4 0  ㎎

/ d l 以 上 の 陽 性 者 は 2 6 名 （ 1 3 . 3％ ） 存 在 し た 。 こ の う ち 7 5 g O G T T

を 実 施 し た も の は 2 3 名 で 妊 娠 糖 尿 病 は 5 名 で あ っ た 。  

1 4 0  ㎎ / d l 以 上 群 と 1 4 0  ㎎ / d l 未 満 群 で 体 格 や 生 活 習 慣 の 関 係

を み た と こ ろ 、 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 群 は 年 齢 が 3 1 . 8±3 .6 歳 と 有 意 に

高 く 、 ま た 日 常 活 動 は 座 っ て い る こ と が 多 い 人 が 有 意 に 多 か っ た 。

栄 養 摂 取 状 況 は 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 群 で は 、エ ネ ル ギ ー 、糖 質 、亜 鉛 、

食 塩 が 有 意 に 少 な く 、 ま た 食 品 群 別 で は 主 食 芋 、 魚 介 お よ び 淡 色

野 菜 の 摂 取 量 が 有 意 に 少 な か っ た 。  

1 4 0  ㎎ / d l 以 上 群 で あ る 要 因 に つ い て 検 討 し た ロ ジ ス テ ィ ッ ク

回 帰 分 析 の 結 果 、 年 齢 が 高 い 、 日 常 生 活 で 座 っ て い る こ と が 多 い

こ と 、 淡 色 野 菜 の 摂 取 量 が 少 な い こ と で あ っ た 。  

対 象 者 の 年 齢 を 3 群 に 分 け た と こ ろ 、 5 0 g G C T  1 時 間 値 は 3 5 歳

以 上 が 最 も 高 か っ た 。「 栄 養 の 知 識 が あ る 」 に つ い て も 3 5 歳 以 上
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が 最 も 高 く 、 食 事 の バ ラ ン ス で は い ず れ も 有 意 差 は な か っ た が 、

「 夕 食 の 主 食 が な い 時 が あ る 」 は 3 5 歳 以 上 の 人 で 有 意 に 多 か っ

た 。 ま た 、 食 物 摂 取 頻 度 を 比 較 し た と こ ろ 、 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、

糖 質 、タ ン パ ク 質 、脂 質 、主 食 芋 の 摂 取 量 に 差 は 見 ら れ な か っ た 。

魚 介 の 摂 取 量 が 3 5 歳 以 上 で 有 意 に 高 く 、カ リ ウ ム 、 P F C タ ン パ ク

質 も 高 い 傾 向 に あ っ た 。  

3 0 歳 以 上 の 妊 婦 が 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 群 で あ る 要 因 に つ い て 検 討 し

た ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 の 結 果 、 主 食 芋 の 摂 取 量 が 少 な い こ と 、

日 常 で 座 っ て い る こ と が 多 い こ と で あ っ た 。  

【 結 論 】  

肥 満 で な い 妊 婦 の 妊 娠 糖 尿 病 ス ク リ ー ニ ン グ に お い て 、 5 0 g G C T  

1 4 0 ㎎ / d l 以 上 の 者 が 約 1 3％ 存 在 し た 。 そ の 要 因 と し て は 年 齢 が

高 い こ と 、 日 常 で 座 っ て い る こ と が 多 い こ と で あ っ た 。 さ ら に 、

エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 や 主 食 芋 摂 取 量 が 少 な い こ と も 要 因 の 一 つ で

あ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

 

 

全 体 総 括  

わ が 国 で は 、 若 年 者 の 健 康 に 関 し て 詳 細 な 健 診 は 実 施 さ れ て い

な い 。 し か し 、 本 研 究 よ り 、 壮 年 期 だ け で な く 、 若 年 者 で あ っ て

も 糖 代 謝 異 常 な ど の ス ク リ ー ニ ン グ を 行 っ て い く 重 要 性 が 示 唆

さ れ た 。 中 で も 、 女 性 は 男 性 に 比 べ て 糖 代 謝 異 常 の リ ス ク が 大 き

く 、 さ ら に は 妊 娠 す る 可 能 性 が あ る た め 、 次 世 代 へ の 影 響 も 大 き

い と 考 え ら れ る 。 妊 婦 の 糖 代 謝 と 食 生 活 で は 年 齢 が 高 い こ と 、 日

常 で 座 っ て い る こ と が 多 い こ と が 要 因 で あ っ た 。 さ ら に 、 エ ネ ル
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ギ ー 摂 取 量 や 主 食 芋 摂 取 量 が 少 な い こ と も 要 因 の 一 つ と し て 考

え ら れ た 。  

若 年 女 性 の 糖 代 謝 異 常 に は 体 脂 肪 率 が 低 い こ と や 欠 食 、 食 事 を

食 べ て い て も 十 分 に 糖 質 が 摂 取 で き て い な い こ と が 要 因 と な っ

て い る 。 以 上 を 考 慮 す る と 、 欠 食 せ ず 、 主 食 で 穀 類 を 摂 取 し 、 副

菜 を 摂 取 す る バ ラ ン ス の と れ た 食 事 を す る こ と が 重 要 で あ る 。 現

代 は 、 食 生 活 ス タ イ ル も 変 化 し 、 食 環 境 は 個 々 様 々 で あ る こ と か

ら 幼 少 期 よ り 成 長 発 達 段 階 に 応 じ た 食 育 や 継 続 し た 健 康 教 育 を

行 う こ と が 重 要 で あ る 。 さ ら に は 食 事 だ け で な く 、 バ ラ ン ス よ く

運 動 な ど の 身 体 を 動 か す こ と を 日 常 生 活 の 中 に 取 り 入 れ る 生 活

ス タ イ ル を 促 す こ と も 重 要 で あ る 。  
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D O CT O R AL  T H E SI S  

 

 

Re l a t i o ns h i p  b e t we e n  d i e t ar y  h a b i t s  a nd  a b nor m a l  

g l uc os e  m e t a b o l i s m i n  y o u ng  a n d p re g na nt  w om e n  

 

 

A b s t r a c t  

 

M o d er n  s o c i e t y  i s  s a i d  t o  b e  e x p e r i e n c i n g  a  t i m e  o f  s a t i e t y,  a n d  

t h i s  i s  r e f l e c t e d  i n  h o w  J a p a n e s e  e a t i n g  h a b i t s  h a v e  c h a n g e d .  I n  J a p a n ,  

t h e  n u m b e r  o f  p e o p l e  s u f f e r i n g  f r o m  l i f e s t y l e - r e l a t e d  d i s e a s e s  h a s  

g r e a t l y  i n c r e a s e d ,  a n d  t h e  o b e s i t y  e p i d e m i c  h a s  t a k e n  r o o t .  O n  t h e  

o t h e r  h a n d ,  “ d e s i r e  t o  l o s e  w e i g h t ”  t h a t  r e s u l t  i n  s e v e r e  w e i g h t  l o s s  

a r e  a l s o  p r e v a l e n t  a m o n g  y o u n g  w o m e n ,  a n d  i t  h a s  b e c o m e  c l e a r  t h a t  

t h e  y o u n g e r  g e n e r a t i o n  h a s  p r o b l e m s  w i t h  n u t r i t i o n a l  b a l a n c e  i n  t h e  

d i e t .   F u r t h e r m o r e ,  t h e  H e a l t h  J a p a n  2 1  p r o j e c t  ( t h e  s e c o n d  t e r m )  

r ep o r t e d  t h a t  l e a n n e s s  i n  y o u n g  w o m e n  i s  l i n k e d  t o  l o s s  o f  b o n e  

d e n s i t y  a n d  i n c r e a s e d  r i s k  o f  l o w  i n f a n t  b i r t h  w e i g h t .  

I n  a d d i t i o n ,  t h e  e n v i r o n m e n t  s u r r o u n d i n g  e a t i n g  h a b i t s  h a s  a l s o  

c h a n g e d  s i g n i f i c a n t l y.  F o r  e x a m p l e ,  r a t e s  o f  s k i p p i n g  b r e a k f a s t  a n d  

r e l i a n c e  o n  p r o c e s s e d  f o o d s  h a v e  i n c r e a s e d ,  t h e r e  i s  s o c i e t a l  p r e s s u r e  

t o  e n g a g e  i n  d i e t  t r e n d s ,  t h e  f r e q u e n c y  o f  s i t t i n g  d o w n  t o  m e a l s  w i t h  

f a m i l y  h a s  d e c r e a s e d ,  a n d  s o l i t a r y  d i n i n g .  T h e s e  c h a n g e s  a r e  l i k e l y  t o  

a f f e c t  p h y s i c a l  a n d  m e n t a l  h e a l t h .  
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S u c h  l i f e s t y l e  h a b i t s  i n  a d o l e s c e n c e  p o s e  a  g r e a t  r i s k  o f  a f f e c t i n g  

f u t u r e  h e a l t h .  Yo u n g  w o m e n  o f  b i r t h i n g  a g e  a r e  o f  p a r t i c u l a r  c o n c e r n ,  

a s  t h e i r  h e a l t h  c a n  d i r e c t l y  a f f e c t  t h a t  o f  t h e i r  o f f s p r i n g .  I n  o r d e r  t o  

p r e v e n t  t h i s  r i s k ,  i t  i s  n e c e s s a r y  t o  d i s s e m i n a t e  k n o w l e d g e  a b o u t  

e a t i n g  h a b i t s  a n d  p r o v i d e  a p p r o p r i a t e  h e a l t h  g u i d a n c e .  H o w e v e r ,  

h e a l t h  e x a m i n a t i o n s  o f  y o u n g  p e o p l e  f o r  l i f e s t y l e - r e l a t e d  d i s e a s e s  

h a v e  n o t  b e e n  c o n d u c t e d ,  a n d  t h e  a c t u a l  c o n d i t i o n s  h a v e  n o t  b e e n  

c l a r i f i e d .  

T h e r e f o r e ,  a s  a  f i r s t  s t e p ,  w e  c o n f i r m e d  t h e  r e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  

i m p a i r e d  g l u c o s e  t o l e r a n c e  a n d  p h y s i q u e  i n  J a p a n e s e  y o u n g  p e o p l e .  I t  

b e c a m e  c l e a r  t h a t  a b n o r m a l  g l u c o s e  t o l e r a n c e  w a s  f o u n d  t o  b e  

u n r e l a t e d  t o  p h t s i q u e  a n d  m o r e  l i k e l y  t o  o c c u r  i n  w o m e n  t h a n  i n  m e n .  

I n  t h e  s e c o n d  s t e p ,  w h i c h  f o c u s e d  o n  y o u n g  w o m e n  a s  t h e  t a r g e t  

a u d i e n c e ,  t h e  r e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  a b n o r m a l  g l u c o s e  t o l e r a n c e  a n d  

d i e t a r y  h a b i t s  a n d  a c t i v i t y  l e v e l s  w a s  c o n f i r m e d .  A s  a  t h i r d  s t e p ,  w e  

i n v e s t i g a t e d  t h e  r e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  p r e - p r e g n a n c y  d i e t  a n d  5 0 - g  

g l u c o s e  c h a l l e n g e  t e s t  i n  p r e g n a n t  w o m e n .  

 

 

S t u d y  1  

 

T h e  a c t u a l  s t a t e  o f  i m p a i re d  g l u c o s e  t o l e r a n c e  i n  y o u n g  

J a p a n e s e  p e o p l e  a n d  i t s  re l a t i o n s h i p  w i t h  p h y s i q u e  

 

[ P u r p o s e ]  
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I n a p p r o p r i a t e  d i e t  a m o n g  y o u n g  p e o p l e  h a s  b e e n  l i n k e d  t o  a  g r e a t e r  

p r e v a l e n c e  o f  i l l  h e a l t h  a n d  l i f e s t y l e  d i s e a s e s  i n  y o u n g e r  g e n e r a t i o n s .  

D e s p i t e  t h i s ,  h e a l t h  e x a m i n a t i o n s  o f  y o u n g  p e o p l e  t a r g e t i n g  e a r l y  

d e t e c t i o n  o f  l i f e s t y l e  d i s e a s e s  a r e  n o t  b e i n g  c a r r i e d  o u t .  I n  p a r t i c u l a r ,  

t h e r e  a r e  h a r d l y  a n y  r e p o r t s  o f  t h e  o r a l  g l u c o s e  t o l e r a n c e  t e s t  ( O G T T )  

b e i n g  p e r f o r m e d  o n  y o u n g  p e o p l e .  We  t h e r e f o r e  e x a m i n e d  t h e  a c t u a l  

s t a t e  o f  i m p a i r e d  g l u c o s e  t o l e r a n c e  ( I G T )  a n d  i t s  a s s o c i a t i o n  w i t h  

b o d y  m a s s  i n d e x  ( B M I )  a n d  b o d y  f a t  p e r c e n t a g e  i n  p a s t  d a t a  o n  7 5  g  

O G T T  r e s u l t s  f r o m  u n i v e r s i t y  s t u d e n t s .  

[ M e t h o d s ]  

A t o t a l  o f  1 , 7 7 2  h e a l t h y  u n i v e r s i t y  s t u d e n t s  ( 2 0 0  m e n  a n d  1 , 5 7 2  

w o m e n ,  m e a n  a g e  o f  2 0 . 4  ±  0 . 6  y e a r s ,  B M I  o f  2 0 . 5  ±  2 . 4  k g / m 2 )  w er e  

g i v e n  a  7 5  g  O G T T  a n d  h a d  t h e i r  b o d y  c o m p o s i t i o n  m e a s u r e d .  

 χ 2  t e s t s  a n d  F i s h e r ’ s  e x a c t  t e s t s  w er e  p e r f o r m e d  t o  e x a m i n e  t h e  

a s s o c i a t i o n  b e t w e e n  O G T T  b l o o d  g l u c o s e  l e v e l  a n d  B M I  a s  w e l l  a s  

b o d y  f a t  p e r c e n t a g e .  L o g i s t i c  r e g r e s s i o n  a n a l y s i s  w a s  p e r f o r m e d  o n  

t h e  f a c t o r s  a f f e c t i n g  h a v i n g  a  b l o o d  g l u c o s e  l e v e l  o f  1 8 0  m g / d l  o r  

h i g h e r  m e a s u r e d  o n e  h o u r  a f t e r  t h e  g l u c o s e  l o a d  ( o n e - h o u r  b l o o d  

g l u c o s e  l e v e l ) .  

[ R e s u l t s ]  

I G T  w a s  p r e s e n t  i n  3 4 . 0 %  o f  m e n  a n d  4 5 . 1 %  o f  w o m e n ,  a n d  t h e  

p r o p o r t i o n  o f  t h o s e  w i t h  a  o n e - h o u r  b l o o d  g l u c o s e  l e v e l  o f  1 8 0  m g / d l  

o r  h i g h e r  w a s  2 1 . 0 %  f o r  m e n  a n d  3 7 . 8 %  f o r  w o m e n .  B o t h  p r o p o r t i o n s  

w e r e  s i g n i f i c a n t l y  h i g h e r  f o r  w o m e n .  H o w e v e r ,  n o  a s s o c i a t i o n  w i t h  

B M I  o r  b o d y  f a t  p e r c e n t a g e  w a s  o b s e r v e d .  L o g i s t i c  r e g r e s s i o n  
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a n a l y s i s  a d j u s t e d  f o r  s e x ,  f a s t i n g  b l o o d  g l u c o s e  l e v e l ,  B M I ,  a n d  b o d y  

f a t  p e r c e n t a g e  w a s  p e r f o r m e d  t o  d e t e r m i n e  t h e  f a c t o r s  a f f e c t i n g  a  

o n e - h o u r  b l o o d  g l u c o s e  l e v e l  o f  1 8 0  m g / d l  o r  h i g h e r  a n d  t h e  r e s u l t s  

r e v e a l e d  a n  o d d s  r a t i o  o f  2 . 8 9  ( 9 5 %  c o n f i d e n c e  i n t e r v a l ,  1 . 8 4 - 4 . 5 4 )  

f o r  w o m e n  c o m p a r e d  t o  m e n .  

[ C o n c l u s i o n ]  

I G T  w a s  o b s e r v e d  i n  a b o u t  4 0 %  o f  y o u n g  p e o p l e  w h o  w e r e  n o t  

o b e s e ,  a n d  t h e  r i s k  o f  I G T  w a s  h i g h e r  f o r  w o m e n .  H o w e v e r ,  n o  

a s s o c i a t i o n  w i t h  B M I  o r  b o d y  f a t  p e r c e n t a g e  w a s  o b s e r v e d .  F u r t h e r  

s t u d i e s  a r e  n e e d e d  t o  d e t e r m i n e  t h e  f a c t o r s  a f f e c t i n g  I G T  i n  y o u n g  

w o m e n .  

 

 

S t u d y  ２  

 

A s s o c i a t i o n  o f  h y p e r g l y c e m i a  a f t e r  g l u c o s e  l o a d i n g  w i t h  d i e t  

a n d  a c t i v i t y  i n  y o u n g  w o m e n  

 

[ P u r p o s e ]  

G l u c o s e  t o l e r a n c e  t e s t s  f r e q u e n t l y  r e v e a l  h y p e r g l y c e m i a  a f t e r  

g l u c o s e  l o a d i n g  i n  h e a l t h y  y o u n g  w o m e n ,  a n d  t h e  c a u s e  m u s t  b e  

c l a r i f i e d .  T h e r e f o r e ,  w e  e x a m i n e d  t h e  r e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  

h y p e r g l y c e m i a  a n d  t h e  e a t i n g  h a b i t s  a n d  a c t i v i t y  l e v e l s  o f  y o u n g  

w o m e n .  

[ M e t h o d s ]  
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A  7 5  g  o r a l  g l u c o s e  t o l e r a n c e  t e s t  ( O G T T )  w a s  c o n d u c t e d  o n  2 0 5  

h e a l t h y  y o u n g  w o m e n ,  a n d  b o d y  c o m p o s i t i o n ,  e a t i n g  h a b i t s ,  e x e r c i s e  

h a b i t s ,  w e i g h t  l o s s  e x p e r i e n c e s ,  f a m i l y  h i s t o r y  o f  d i a b e t e s ,  a n d  

f r e q u e n c y  o f  f o o d  i n t a k e  w e r e  i n v e s t i g a t e d .  T h e  v a l u e s  a f t e r  g l u c o s e  

l o a d i n g  w e r e  c o m p a r e d  b e t w e e n  t h o s e  w i t h  ≧ 1 4 0  a n d  < 1 4 0  m g / d l  

a f t e r  2  h o u r s .  

[ R e s u l t s ]  

T h e r e  w e r e  7 5  p e r s o n s  ( 3 8 . 3 % )  w i t h  ≧ 1 4 0  m g / d l  a f t e r  2  h o u r s .  

B o d y  f a t  p e r c e n t a g e  w a s  s i g n i f i c a n t l y  l o w e r  i n  t h e  1 4 0  m g / d l  a n d  

h i g h e r  g r o u p s .  I n  l o g i s t i c  r e g r e s s i o n  a n a l y s i s , t h e  o d d s  r a t i o  o f  v a l u e s

≧ 1 4 0  m g / d l  a f t e r  2  h o u r  f o r  t h o s e  w i t h  n o r m a l  b o d y  f a t  p e r c e n t a g e  

w a s  0 . 8 9 5  ( 9 5 % C I  0 . 8 4 2 - 0 . 9 5 1 ) ,  a n d  t h e  o d d s  r a t i o  f o r  t h o s e  w h o  

c o n s i s t e n t l y  e a t  c a r b o h y d r a t e  i n  d i n n e r  w a s  0 . 7 4 2  ( 9 5 % C I  

0 . 5 8 8 - 0 . 9 3 6 ) .   

[ C o n c l u s i o n ]  

T h e s e  r e s u l t s  s u g g e s t e d  t h a t  t h e  r i s k  f a c t o r s  f o r  h y p e r g l y c e m i a  

a f t e r  g l u c o s e  l o a d i n g  i n  y o u n g  w o m e n  i n c l u d e d  l o w  b o d y  f a t  

p e r c e n t a g e  a n d  f r e q u e n t l y  s k i p p i n g  d i n n e r .  

 

 

S t u d y  ３  

 

D i e t a r y  f a c t o r s  c o n t r i b u t i n g  t o  a b n o r m a l  re s u l t s  o n  t h e  

g l u c o s e  c h a l l e n g e  t e s t   
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[ P u r p o s e ]  

D u e  t o  a  s t r o n g  d e s i r e  t o  b e  s l i m ,  a n  i n c r e a s i n g  n u m b e r  o f  w o m e n  

i n  J a p a n  a r e  f o l l o w i n g  a  c a r b o h y d r a t e - r e s t r i c t e d  d i e t ,  w h i c h  h a s  b e e n  

r ep o r t e d  t o  p r o d u c e  i m b a l a n c e d  n u t r i e n t  i n t a k e ,  a b n o r m a l  e a t i n g  

b e h a v i o r ,  a n d  t h e  a p p e a r a n c e  o f  s u b j e c t i v e  s y m p t o m s  o f  p o o r  h e a l t h .  

E v e n  i n  h e a l t h y  n o n - d i a b e t i c  w o m e n ,  a b n o r m a l  g l u c o s e  m e t a b o l i s m  

m a y  a p p e a r  t r a n s i e n t l y  d u r i n g  p r e g n a n c y  d u e  t o  i n c r e a s e d  i n s u l i n  

r e s i s t a n c e .  I t  h a s  b e e n  r e p o r t e d  t h a t  g l u c o s e  i n t o l e r a n c e  d e c l i n e s  

w i t h  a g e ,  a n d  t h e  b i r t h r a t e  a m o n g  J a p a n e s e  w o m e n  i n  t h e i r  3 0 s  h a s  

b e e n  i n c r e a s i n g  d u e  t o  l a t e r  m a r r i a g e s  a n d  p r e g n a n c i e s ;  t h e r e f o r e ,  

t h e  n u m b e r  o f  p r e g n a n t  w o m e n  w h o  h a v e  a b n o r m a l  g l u c o s e  

m e t a b o l i s m  i s  e x p e c t e d  t o  i n c r e a s e  i n  t h e  f u t u r e .  H o w e v e r ,  f a c t o r s  

o t h e r  t h a n  a g i n g  t h a t  c o n t r i b u t e  t o  a b n o r ma l  g l u c o s e  m e t a b o l i s m  h a v e  

n o t  b e e n  t h o r o u g h l y  s t u d i e d .  T h e r e f o r e ,  w e  e x a m i n e d  t h e  r e l a t i o n s h i p  

b e t w e e n  d i e t a r y  s t y l e  a n d  g l u c o s e  t o l e r a n c e  i n  p r e g n a n t  J a p a n e s e  

w o m e n .  

[ M e t h o d s ]  

P a r t i c i p a n t s  w e r e  2 1 5  p r e g n a n t  w o m e n  ( m e a n  a g e ,  2 9 . 8  ±  4 . 5  y e a r s ;  

m e a n  B M I ,  1 9 . 9  ±  2 . 7  k g / m 2 ;  m e a n  b o d y  f a t  p e r c e n t a g e ,  2 9 . 6 %  ±  

4 . 8 % ) .  E a c h  p a r t i c i p a n t ’ s  b o d y  c o m p o s i t i o n ,  b o n e  d e n s i t y,  d a i l y  

e a t i n g  h a b i t s ,  e x e r c i s e  h a b i t s ,  d i e t  e x p e r i e n c e ,  f a m i l y  h i s t o r y  o f  

d i a b e t e s ,  a n d  s c o r e  o n  t h e  f o o d  f r e q u e n c y  q u e s t i o n n a i r e  ( F F Q )  w e r e  

c o l l e c t e d .  T h e  r e s u l t s  o f  t h e  5 0  g  g l u c o s e  c h a l l e n g e  t e s t  ( G C T )  a n d  

o t h e r  c l i n i c a l  d a t a  w e r e  o b t a i n e d  f r o m  t h e  h o s p i t a l .  T h e  p a r t i c i p a n t s ’  

c h a r a c t e r i s t i c s  w e r e  c o m p a r e d  b e t w e e n  t h o s e  w i t h  a  1  h o u r  5 0  g  G C T  
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v a l u e  o f  1 4 0  m g / d l  o r  m o r e  ( 1 4 0  o r  m o r e  g r o u p )  a n d  t h o s e  w i t h  a  1  

h o u r  5 0  g  G C T  v a l u e  l e s s  t h a n  1 4 0  m g / d l  ( l e s s  t h a n  1 4 0  g r o u p ) ,  a n d  

d i f f e r e n c e s  w e r e  e v a l u a t e d  u s i n g  S t u d e n t ' s  t  t e s t  a n d  t h e  χ 2  t e s t .  

F u r t h e r m o r e ,  l o g i s t i c  r e g r e s s i o n  a n a l y s i s  w a s  c o n d u c t e d  t o  i d e n t i f y  

f a c t o r s  r e l a t e d  t o  t h e  1  h o u r  5 0  g  G C T  v a l u e .  P a r t i c i p a n t s  w e r e  

c l a s s i f i e d  b y  a g e  i n t o  3  c a t e g o r i e s  ( 2 9  y e a r s  o r  y o u n g e r ,  3 0  t o  3 4  

y e a r s ,  a n d  3 5  y e a r s  o r  o l d e r ) ,  a n d  F F Q  a n d  e a t i n g  h a b i t s  w e r e  

e x a m i n e d  u s i n g  t h e  T u k e y - K r a m e r  t e s t .  I n  a d d i t i o n ,  f o r  p r e g n a n t  

w o m e n  o v e r  3 0  y e a r s  o l d ,  l o g i s t i c  r e g r e s s i o n  a n a l y s i s  w a s  c o n d u c t e d  

t o  i d e n t i f y  f a c t o r s  r e l a t e d  t o  t h e  1  h o u r  5 0  g  G C T  v a l u e .  

[ R e s u l t s ]  

O v e r a l l ,  1 6 9  ( 8 6 . 7 % )  w o m e n  h a d  a  1  h o u r  5 0  g  G C T  v a l u e  l e s s  t h a n  

1 4 0  m g / d l ,  a n d  2 6  ( 1 3 . 3 % )  w o m e n  h a d  a  1  h o u r  5 0  g  G C T  v a l u e  o v e r  

1 4 0  m g / d l .  I n  t h e  1 4 0  m g / d l  o r  m o r e  g r o u p ,  t h e  m e a n  a g e  w a s  

s i g n i f i c a n t l y  h i g h e r  a t  3 1 . 8  ±  3 . 6  y e a r s ,  a n d  t h e  d u r a t i o n  o f  t i m e  

s p e n t  s i t t i n g  e a c h  d a y  w a s  s i g n i f i c a n t l y  l o n g e r .  A s  f o r  t h e  

r e l a t i o n s h i p  w i t h  e a t i n g  h a b i t s ,  t h e  f r e q u e n c y  o f  e a t i n g  b r e a k f a s t  

o u t s i d e  t h e  h o m e  w a s  l o w  i n  t h e  1 4 0  m g / d l  o r  m o r e  g r o u p .   

N u t r i t i o n a l  i n t a k e  w a s  s i g n i f i c a n t l y  l o w  f o r  t o t a l  e n e r g y,  

c a r b o h y d r a t e s ,  z i n c ,  a n d  s a l t ,  b u t  w a s  s i g n i f i c a n t l y  h i g h  f o r  s t a p l e  

f o o d s ,  s e a f o o d ,  a n d  l i g h t - c o l o r e d  v e g e t a b l e s  i n  t h e  1 4 0  m g / d l  o r  m o r e  

g r o u p .  L o g i s t i c  r e g r e s s i o n  a n a l y s i s  r e v e a l e d  t h a t  o l d e r  a g e ,  l o n g e r  

d u r a t i o n  o f  s i t t i n g  e a c h  d a y,  a n d  l o w e r  i n t a k e  o f  l i g h t - c o l o r e d  

v e g e t a b l e s  w e r e  f a c t o r s  a s s o c i a t e d  w i t h  a  1  h o u r  5 0  g  G C T  v a l u e  o f  

1 4 0  m g / d l  o r  m o r e .  
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T h e  1  h o u r  5 0  g  G C T  v a l u e  w a s  h i g h e s t  i n  t h e  3 5  a n d  o l d e r  a g e  

g r o u p .  “ N u t r i t i o n  k n o w l e d g e ”  w a s  t h e  h i g h e s t  a m o n g  t h o s e  a g e d  3 5  

a n d  o l d e r ,  a n d  n o  s i g n i f i c a n t  d i f f e r e n c e s  a m o n g  t h e  a g e  g r o u p s  w e r e  

o b s e r v e  f o r  “ b a l a n c e  o f  m e a l s ” .  H o w e v e r ,  “ n o  s t a p l e  f o o d  f o r  d i n n e r  

s o m e t i m e s ”  w a s  s i g n i f i c a n t l y  m o r e  c o m m o n  a m o n g  t h o s e  a g e d  3 5  a n d  

o l d e r .  M o r e o v e r ,  t h e r e  w e r e  n o  a g e  d i f f e r e n c e s  i n  t h e  i n t a k e  o f  t o t a l  

e n e r g y,  c a r b o h y d r a t e s ,  p r o t e i n ,  l i p i d s ,  a n d  s t a p l e  f o o d s .  T h e  i n t a k e  

o f  s e a f o o d  w a s  s i g n i f i c a n t l y  h i g h e r  i n  t h e  3 5  a n d  o l d e r  g r o u p ,  a n d  

t h e i r  p o t a s s i u m  a n d  P F C  p r o t e i n  l e v e l s  t e n d e d  t o  b e  h i g h .  L o g i s t i c  

r e g r e s s i o n  a n a l y s i s  i d e n t i f i e d  a  l o w  i n t a k e  o f  s t a p l e  f o o d s  a n d  l o n g e r  

d u r a t i o n  o f  s i t t i n g  e a c h  d a y  a s  f a c t o r s  t h a t  c o n t r i b u t e d  t o  p r e g n a n t  

w o m e n  o v e r  t h e  a g e  o f  3 0  b e i n g  i n  t h e  1 4 0  m g / d l  o r  m o r e  g r o u p .  

[ C o n c l u s i o n ]  

S c r e e n i n g  o f  J a p a n e s e  p r e g n a n t  w o m e n  w h o  a r e  n o t  o b e s e  f o r  

g e s t a t i o n a l  d i a b e t e s  m e l l i t u s  r e v e a l e d  t h a t  a p p r o x i m a t e l y  1 3 %  h a v e  a  

5 0  g  G C T  o f  1 4 0  m g / d l  o r  m o r e .  T h e  f a c t o r s  r e l a t e d  t o  t h i s  w e r e  o l d e r  

a g e  a n d  l o n g e r  d u r a t i o n  o f  s i t t i n g  e a c h  d a y.  F u r t h e r m o r e ,  t o t a l  e n e r g y  

i n t a k e  a n d  i n t a k e  o f  s t a p l e  f o o d s  w e r e  s i g n i f i c a n t l y  l o w e r  a n d  t h e  

i n t a k e  o f  c a r b o h y d r a t e s  t e n d e d  t o  b e  l o w e r  t h a n  p r e g n a n t  w o m e n  w i t h  

a  5 0  g  G C T  o f  l e s s  t h a n  1 4 0  m g / d l .  

 

 

O v e r a l l   c o n c l u s i o n   

 A l t h o u g h  a  d e t a i l e d  m e d i c a l  e x a m i n a t i o n  i s  n o t  c o n d u c t e d  o n  y o u n g  

p e o p l e ,  t h e  r e s u l t s  o f  t h e s e  s t u d i e s  s u g g e s t e d  t h e  i m p o r t a n c e  o f  
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s c r e e n i n g  n o t  o n l y  m i d d l e - a g e d  p e o p l e  b u t  a l s o  y o u n g  p e o p l e  f o r  

a b n o r m a l  g l u c o s e  m e t a b o l i s m .  I n  p a r t i c u l a r ,  w o m e n  a r e  a t  g r e a t e r  

r i s k  o f  a b n o r m a l  g l u c o s e  m e t a b o l i s m  t h a n  m e n ,  w h i c h  i s  o f  p a r t i c u l a r  

c o n c e r n  w h e n  c o n s i d e r i n g  t h e  p o t e n t i a l  e f f e c t  o n  t h e i r  o f f s p r i n g .  

O l d e r  a g e  a n d  s e d e n t a r y  l i f e s t y l e s  w e r e  f a c t o r s  i n  a b n o r m a l  g l u c o s e  

m e t a b o l i s m  i n  p r e g n a n t  w o m e n .  I n  a d d i t i o n ,  p r e g n a n t  w o m e n  w i t h  

a b n o r m a l  g l u c o s e  m e t a b o l i s m  t e n d e d  t o  h a v e  l o w e r  c a l o r i c  a n d  c e r e a l  

i n t a k e ,  a n d  l o w e r  c a r b o h y d r a t e  i n t a k e  o v e r a l l .  I n  y o u n g  w o m e n ,  l o w  

b o d y  f a t  p e r c e n t a g e ,  f r e q u e n t  m e a l  s k i p p i n g ,  a n d  i n a d e q u a t e  

c a r b o h y d r a t e  i n t a k e  a r e  f a c t o r s  i n  i m p a i r e d  g l u c o s e  t o l e r a n c e .  

C o n s i d e r i n g  t h e  a b o v e ,  i t  i s  i m p o r t a n t  t o  h a v e  a  b a l a n c e d  a n d  

r e g u l a r  d i e t  w i t h o u t  e l i m i n a t i n g  s t a p l e  f o o d s .  I n  r e c e n t  y e a r s ,  d i e t a r y  

p r e f e r e n c e s  a n d  r e s t r i c t i o n s  h a v e  d i v e r s i f i e d ,  s o  i t  i s  i m p o r t a n t  t o  

p r o v i d e  h e a l t h  e d u c a t i o n  a p p r o p r i a t e  t o  t h e  l i f e  s t a g e ,  b e g i n n i n g  i n  

c h i l d h o o d .  
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第 １ 章   序 論  

 

栄 養 や 食 生 活 は 人 間 に と っ て 生 命 を 維 持 す る だ け で な く 、 人 々

が 健 康 で 幸 福 な 生 活 を 送 る た め に 欠 か す こ と が で き な い も の で

あ る 。 身 体 的 に 栄 養 状 態 を 整 え る た め に 必 要 な 栄 養 素 を 摂 取 す る

必 要 が あ る 一 方 で 、 食 生 活 は 社 会 的 、 文 化 的 な 営 み で あ り 、 人 々

の 生 活 の 質 （ Q O L） と の か か わ り も 深 い 。 現 在 の 日 本 は 、 単 身 世

帯 が 増 え た こ と や 女 性 の 社 会 進 出 、 共 働 き 家 族 の 増 加 、 核 家 族 化

な ど に 影 響 さ れ 食 生 活 は 大 き く 変 化 し て い る 。 い つ で も ど こ で も

簡 便 に 食 べ ら れ る も の や レ ト ル ト 食 品 が 手 に 入 る 一 方 、 伝 統 的 な

和 食 文 化 は 衰 退 し 洋 食 化 し て い る 。 こ の よ う な 社 会 状 況 の 中 で 、

生 活 習 慣 病 罹 患 患 者 や そ の 予 備 軍 の 増 加 が 深 刻 化 し 、 肥 満 の 問 題

が 取 り 上 げ ら れ て い る 。 そ の 一 方 で 、 若 年 女 性 の 「 痩 せ 」 の 問 題

も 深 刻 化 し て い る 。 こ の 1 0  年 間 で み る と 、 男 女 と も 有 意 な 変 化

は み ら れ な い が 、や せ の 者（ B M I＜ 1 8 . 5  k g / m 2）の 割 合 は 男 性 4 . 2％ 、

女 性 1 1 . 6％ と 女 性 の 痩 せ が 問 題 と な っ て い る 1 )。 特 に 、 2 0  歳 代

の 女 性 の や せ の 割 合 は 2 1 . 7％ 、 3 0 歳 代 1 3 . 4％ と 若 い 女 性 に 痩 せ

の 割 合 が 多 く な っ て い る 。 ま た 、 若 い 世 代 ほ ど 栄 養 素 バ ラ ン ス に

課 題 が あ る こ と が 明 ら か に な り 、 健 康 日 本 2 1（ 第 二 次 ） 2 )に お い

て 、 若 年 女 性 の や せ は 骨 量 減 少 、 低 出 生 体 重 児 出 産 の リ ス ク 等 と

の 関 連 が あ る こ と が 示 さ れ て い る 。  

ま た 、 食 生 活 を 取 り 巻 く 環 境 は 大 き く 変 化 し 、 朝 食 の 欠 食 率 の

増 加 や 、 加 工 食 品 へ の 依 存 、 過 度 の ダ イ エ ッ ト 志 向 、 食 卓 を 囲 ん

で の 家 族 の だ ん ら ん の 喪 失 や 個 食 も 見 受 け ら れ 、 身 体 的 、 精 神 的

な 健 康 へ の 影 響 が 懸 念 さ れ る 現 状 に あ る 。 朝 食 の 欠 食 は 2 0 代 の
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女 性 で 最 も 高 く 、 2 7 . 4％ が 欠 食 し て い る 1 )。 ま た 、 野 菜 の 摂 取 量

も 2 0 代 ～ 3 0 代 の 若 者 が 最 も 少 な い こ と が 報 告 さ れ て い る 3 )。（ 厚

生 労 働 省 ： 平 成 2 7 年 「 国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 」 ） 。  

思 春 期 か ら 青 年 期 の 生 活 習 慣 の 課 題 と し て 若 年 女 性 は 痩 身 願

望 が 強 く 、 ダ イ エ ッ ト は 社 会 現 象 化 し て い る 。 痩 身 願 望 に よ る ダ

イ エ ッ ト か ら 栄 養 素 バ ラ ン ス の 不 均 衡 、 健 康 面 で の 自 覚 症 状 の 出

現 も 報 告 さ れ て い る 4 )。 最 近 で は 、 特 に 糖 質 制 限 ダ イ エ ッ ト が 社

会 現 象 化 し て い る が 、 糖 質 が 極 端 に 制 限 さ れ る と 疲 れ や す い 、 体

が 重 い と い っ た 症 状 が 出 現 す る 可 能 性 が あ る 。 成 長 期 と い え る 思

春 期 か ら 青 年 期 の こ の よ う な 食 生 活 が 将 来 の 健 康 状 態 に 影 響 を

与 え 、 本 人 だ け で な く 次 世 代 の 健 康 に も 直 接 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性

が あ る た め 、 知 識 の 普 及 や 適 切 な 保 健 指 導 が 必 要 で あ る と 考 え ら

れ る 。  

一 方 、生 ま れ て く る 子 ど も を み て み る と 、出 生 時 体 重 2 5 0 0ｇ 未

満 の 低 出 生 体 重 児 は 、 平 成 1 7 年 で 9 . 5％ 、 平 成 2 1 年 で 9 . 6％ と

お よ そ 1 0 人 に 対 し て 1 人 の 割 合 で 出 生 し 、増 加 傾 向 に あ る 5 )。低

出 生 体 重 児 は 、 臓 器 や 身 体 の 機 能 、 免 疫 機 能 等 は ま だ ま だ 不 十 分

で あ り 、 生 後 の 成 長 で も ト ラ ブ ル が 生 じ や す く な る 。 ま た 、 そ の

後 の 成 長 過 程 で 糖 尿 病 や 心 筋 梗 塞 、 高 血 圧 に な り や す い な ど 何 ら

か の 支 障 が 現 れ て く る と 指 摘 さ れ て い る 。 さ ら に 、 知 的 発 達 ス コ

ア や 社 会 的 発 達 ス コ ア が 低 い こ と も 明 ら か に さ れ て い る 6 , 7 )。 出

産 時 期 に 相 当 す る 乳 児 の 発 育 を 考 え る と 、 低 体 重 に な る 理 由 は 、

胎 児 因 子 や 早 産 、 多 胎 、 妊 娠 中 の 母 体 の 喫 煙 や 飲 酒 な ど 多 彩 な 因

子 が 関 与 し て い る 。 し か し 、 吉 田 ら の 報 告 8 )に も あ る よ う に 、 無

理 な ダ イ エ ッ ト に よ る 栄 養 不 足 な ど 、 生 活 習 慣 が 原 因 で あ る こ と



20 
 

は 大 き な 要 因 で あ り 、 そ の 状 態 で 妊 娠 し た 場 合 の 胎 児 へ の 影 響 は

大 き い と 考 え ら れ る 。  

わ が 国 に お い て 、 若 年 女 性 の や せ の 増 加 に 関 連 し て 低 出 生 体 重

児 が 増 加 し て い る 8 )。さ ら に 低 体 重 で 生 ま れ た も の は 正 常 体 重 で

出 生 し た も の に 比 較 し て 糖 尿 病 発 症 リ ス ク が 2 倍 9 )、妊 娠 糖 尿 病

の 発 症 リ ス ク が 約 8 倍 1 0 )に 増 加 す る こ と が 示 さ れ て い る 。ま た 、

胎 内 で の 低 栄 養 や 高 血 糖 暴 露 が 将 来 肥 満 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド

ロ ー ム 症 候 群 や 糖 尿 病 の 高 リ ス ク 群 で あ る こ と も 海 外 で は 明 ら

か に さ れ て い る 1 1 )。  

以 上 よ り 、 わ が 国 の 妊 娠 の 可 能 性 の あ る 若 年 女 性 の 食 生 活 を 妊

娠 に 先 駆 け て 改 善 す る こ と は 、 次 世 代 の 成 人 の 健 康 を 改 善 す る 可

能 性 が 期 待 さ れ る 。 現 在 の わ が 国 の 妊 娠 前 お よ び 妊 娠 中 の 栄 養 状

態 と 児 の 長 期 予 後 と の 因 果 関 係 は 十 分 に 証 明 さ れ て い な い 。 し か

し 、 極 端 な 若 年 女 性 や 妊 婦 の カ ロ リ ー 制 限 や 糖 質 制 限 は 児 の 長 期

予 後 を 悪 化 さ せ る 可 能 性 が 危 惧 さ れ る 。 こ の 点 を 解 明 す る た め に

若 年 女 性 を 対 象 に 生 活 習 慣 、 社 会 的 背 景 、 遺 伝 的 背 景 の 調 査 を 行

う 必 要 が あ る 。  

そ こ で 、 第 一 段 階 と し て 日 本 人 若 年 者 に お け る 糖 代 謝 異 常 の 実

態 と 体 格 と の 関 連 に つ い て 確 認 し た 。 こ こ で 男 性 よ り も 女 性 の 方

が 、 糖 代 謝 異 常 が 起 こ り や す い こ と が 明 ら か と な っ た 。 わ れ わ れ

の 若 年 女 性 を 対 象 と し た 先 行 研 究 1 2 , 1 3 )で 、 3 か 月 間 の 低 糖 質 食 に

よ っ て イ ン ス リ ン 分 泌 能 が 低 下 し た 結 果 を ふ ま え 、 実 際 の 食 生 活

と の 関 連 を 検 討 す る た め 、 第 二 段 階 と し て 、 対 象 者 を 若 年 女 性 と

し て 、 糖 代 謝 異 常 と 食 生 活 習 慣 や 日 常 活 動 量 の 関 連 を 確 認 し た 。

第 三 段 階 と し て 、 若 年 女 性 が 妊 娠 の 可 能 性 の あ る 世 代 で あ り 、 妊
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娠 前 の 食 生 活 が 妊 娠 後 に も 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が 考 え ら れ る た

め に 、 実 際 の 妊 婦 を 対 象 に 、 妊 娠 前 の 食 生 活 と 5 0 g G C T の 関 連 に

つ い て 確 認 し た 。  

以 降 、 次 章 よ り 各 研 究 の 詳 細 お よ び 考 察 を 、 第 5 章 で は 本 論 文

の 総 括 を 述 べ る 。  

 

＜ 用 語 の 定 義 ＞  

妊 娠 糖 尿 病 ： 妊 娠 中 に は じ め て 発 見 さ れ 、 糖 尿 病 に 至 っ て い な い

糖 代 謝 異 常 で あ る 。 妊 娠 中 の 明 ら か な 糖 尿 病 、 糖 尿 病 合 併 妊 娠 は

含 め な い 。  

低 出 生 体 重 児 ： 出 生 時 の 体 重 が 2 5 0 0 g 未 満 の 児  

G C T : g l u c o s e  c h a l l e n g e  t e s t 経 口 ブ ド ウ 糖 負 荷 試 験  

  妊 娠 中 期 に 行 う 妊 娠 糖 尿 病 の ス ク リ ー ニ ン グ 法  
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第 ２ 章  日 本 人 若 年 者 に お け る 糖 代 謝 異 常 の 実 態 お よ び 体 格  

と の 関 連    

 

１ ． 序 論  

現 代 の わ が 国 は 飽 食 の 時 代 と い わ れ 、 肥 満 を 原 因 と す る 生 活 習

慣 病 患 者 や そ の 予 備 軍 の 増 加 が 深 刻 化 し て い る 。 平 成 2 7 年 度 国

民 健 康 ・ 栄 養 調 査 に よ る と 、 若 い 世 代 ほ ど 栄 養 素 摂 取 バ ラ ン ス に

課 題 が あ る こ と が 報 告 さ れ た 1 ）。そ の 一 方 で 、若 年 女 性 の「 痩 せ 」

の 問 題 も 深 刻 化 し て い る 。 思 春 期 か ら 青 年 期 の 生 活 習 慣 の 課 題 と

し て 、 日 本 人 の 女 性 は 痩 身 願 望 が 強 く 、 過 度 の ダ イ エ ッ ト が 若 年

層 で 社 会 現 象 化 し て い る 。 痩 身 願 望 に よ る ダ イ エ ッ ト か ら 栄 養 素

バ ラ ン ス の 不 均 衡 、 食 行 動 の 異 常 、 健 康 不 良 の 自 覚 症 状 の 出 現 も

報 告 さ れ て い る 2 - 5 ）。 に も か か わ ら ず 、 生 活 習 慣 病 を 中 心 と し た

若 年 者 対 象 の 健 康 診 断 は 行 わ れ て い な い 。 人 間 ド ッ ク や 集 団 検 診

者 の 中 で 、 比 較 的 若 年 者 を 対 象 に 糖 代 謝 異 常 者 を 観 察 し た 報 告 6 )

は あ る が 、2 0 歳 前 後 の 若 年 者 を 対 象 に し た 調 査 報 告 は ほ と ん ど 存

在 し な い 。  

こ の よ う な 背 景 の 中 、 わ れ わ れ は 健 康 な 大 学 生 を 対 象 に 簡 易 血

糖 測 定 器 を 用 い た 7 5 g 経 口 糖 負 荷 試 験 （ O G T T） を 行 っ て き た 。 そ

の 結 果 、 体 格 指 数 （ B M I） が 約 2 0  k g / m 2 に も か か わ ら ず 、 多 く の

学 生 が 糖 代 謝 異 常 を 示 し て い た 。 糖 尿 病 予 防 の 観 点 か ら 、 若 年 者

に お け る 糖 代 謝 異 常 の リ ス ク 者 を 明 ら か に す る 必 要 が あ る 。 そ こ

で 、 こ れ ま で に 大 学 生 を 対 象 と し て 行 っ た 7 5 g O G T T の 過 去 の デ ー

タ に つ い て 、 糖 代 謝 異 常 と B M I お よ び 体 脂 肪 率 と の 関 連 に つ い て

検 討 し た 。  
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２ ． 方 法  

１ ） 対 象  

N 大 学 3 年 生 を 対 象 に し て 、簡 易 血 糖 測 定 器（ ア セ ン シ ア  デ キ

ス タ ー ZⅡ （ バ イ エ ル 薬 品 株 式 会 社 ） お よ び グ ル コ カ ー ド （ ア ー

ク レ イ 株 式 会 社 ）） を 用 い た 7 5 g O G T T を 施 行 し 、 同 時 に 体 組 成 を

測 定 し た 。 体 組 成 は 自 動 身 長 計 付 き 体 組 成 計 T B F - 2 1 0（ T A N I T A）

を 用 い て 測 定 し た 。2 0 0 5 年 か ら 2 0 1 6 年 に 施 行 し た デ ー タ 1 9 5 4 件

の う ち 、 明 ら か に 記 載 ミ ス と 思 わ れ る も の 、 デ ー タ に 信 頼 性 が な

い も の 、 欠 損 値 の あ る も の は 除 外 し た 。 さ ら に 若 年 者 を 対 象 と し

て い る こ と か ら 3 0 代 以 上 の 対 象 者 2 例 お よ び B M I が 3 0 ㎏ /㎡ 以

上 の 肥 満 者 の 2 例 を 除 外 し た 。 対 象 デ ー タ は 1 7 7 2 件 で あ っ た 。  

 

２ ） 方 法  

7 5 g O G T T  に お け る 空 腹 時 、 3 0 分 値 、 6 0 分 値 お よ び 1 2 0 分 値 と

B M I お よ び 体 脂 肪 率 と の 関 連 に つ い て 検 討 し た 。 7 5 g O G T T の 結 果

は 糖 尿 病 判 定 基 準 7 )を 基 に し て 、 1 時 間 値 が 1 8 0  m g / d l 以 上 の 場

合 は 、 1 8 0  m g / d l 未 満 の も の に 比 べ て 糖 尿 病 に 悪 化 す る リ ス ク が

高 い た め 、境 界 型 に 準 じ た 取 り 扱 い が 必 要 で あ る こ と を 考 慮 し 分

類 し た 。 境 界 型 で は 、 全 体 的 に イ ン ス リ ン は 分 泌 で き て い る が 1

時 間 値 が 1 8 0  m g / d l 以 上 の 場 合 、 初 期 分 泌 能 が 低 下 し て い る 可 能

性 が あ る と 推 測 さ れ る た め 境 界 型 を 2 群 に 分 け た 。す な わ ち 、①

正 常 型：空 腹 時 血 糖 1 1 0  m g / d l 未 満 お よ び 負 荷 後 2 時 間 1 4 0  m g / d l

未 満 、 ② 境 界 型 ・ 1 8 0  m g / d l 未 満 ： 糖 尿 病 型 に も 正 常 型 に も 属 さ

な い も の で 、か つ 1 時 間 値 1 8 0  m g / d l 未 満 、③ 境 界 型 ・ 1 8 0  m g / d l
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以 上：糖 尿 病 型 に も 正 常 型 に も 属 さ な い も の で 、か つ 1 時 間 値 1 8 0  

m g / d l 以 上 、 ④ 糖 尿 病 型 ： 空 腹 時 血 糖 1 2 6  m g / d l 以 上 ま た は 2 時

間 値 2 0 0  m g / d l 以 上 の 4 区 分 に 分 類 し た 。 本 研 究 で は 正 常 型 以 外

を す べ て 糖 代 謝 異 常 と み な し た 。  

 

３ ） 統 計 解 析  

統 計 解 析 は R  v e r . 3 . 3 . 3 を 用 い 、 性 別 と 体 格 、 血 糖 を 区 分 し た

人 数 の 比 較 に つ い て は χ ２ 検 定 と F i s h e r の 正 確 検 定 を 行 い 、血 糖

1 時 間 値 が 1 8 0 ㎎ / d l 以 上 に 影 響 を 与 え る 要 因 お よ び 血 糖 2 時 間

値 が 1 4 0 ㎎ / d l 以 上 に な る 要 因 に つ い て は 1 時 間 値 1 8 0 ㎎ / d l  以

上 群 、 2 時 間 値 1 4 0 ㎎ / d l 以 上 群 を 目 的 変 数 に 、 性 別 、 空 腹 時 血

糖 、 B M I お よ び 体 脂 肪 率 を 説 明 変 数 に し て ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分

析 を 行 っ た 。  

 

４ ） 倫 理 的 配 慮  

本 研 究 は 名 古 屋 学 芸 大 学 研 究 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を 得 て 実

施 し た （ 承 認 番 号 ： 1 9 8）。  

 

３ ． 結 果  

１ ） 対 象 者 の 属 性  

対 象 の 一 般 属 性 を 表 1 に 示 す 。男 性 2 0 0 名（ 1 1 . 3％ ）女 性 1 5 7 2

名（ 8 8 . 7％ ）、全 体 の 平 均 年 齢 は 2 0 . 4±0 .6 歳 で あ っ た 。女 性 の 平

均 B M I は 2 0 . 5±2 .4  k g / m 2、 女 性 の 平 均 体 脂 肪 率 は 2 5 . 9±5 .9  %で

あ っ た 。  

7 5 g O G T T の 結 果 は 、 全 体 の 平 均 が 空 腹 時 8 9 . 5±12 . 3m g / d l、 3 0
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分 値 は 1 5 7 . 4±44 .1 m g / d l、 6 0 分 値  1 6 7 . 4±3 8. 4 m g / d l お よ び 1 2 0

分 値 1 3 7 . 2±3 0 .2  m g / d l で あ っ た 。  

 

２ ） 性 別 と 体 格 お よ び 血 糖 値 の 関 連 （ 表 ２ ）  

B M I を 1 8 . 5 ㎏ /㎡ と 2 5 ㎏ /㎡ で 3 部 位 に 分 け た と こ ろ 、 低 体 重

者（ 1 8 . 5 ㎏ /㎡ 以 下 ）は 男 性 1 6 名（ 8 . 0％ ）に 対 し 女 性 2 6 6 名 ( 1 6 . 9％ ）

で あ り 、 低 体 重 者 頻 度 の 割 合 は 、 男 性 よ り 女 性 の 方 が 有 意 に 高 か

っ た 。  

7 5 g O G T T の 結 果 を 4 区 分 で 分 け る と 、 男 性 よ り も 女 性 の 方 が 有

意 に 糖 尿 病 型 お よ び 境 界 型 に な る 割 合 が 高 く 、 そ の 割 合 は 合 わ せ

て 4 3 . 1  %で あ っ た 。 さ ら に 、 1 時 間 値 が 1 8 0  m g / d l 以 上 を 示 し た

割 合 に お い て も 、 女 性 の 方 が 有 意 に 高 く 、 3 7 . 8  %で あ っ た 。  

 

３ ） 女 性 に お け る 体 格 と 血 糖 値 の 関 連 （ 表 ３ － １ 、 表 ３ － ２ ））  

7 5 g O G T T の 境 界 型 の 割 合 が 多 か っ た 女 性 に つ い て 、 B M I お よ び

体 脂 肪 率 と 関 連 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 7 5 g O G T T の 区 分 の 割 合 お

よ び 1 時 間 値 が 1 8 0  m g / d l 以 上 を 示 し た 割 合 と B M I に は 明 ら か な

関 連 は 認 め ら れ な か っ た 。 さ ら に 、 低 体 重 の 女 性 2 6 6 名 を 体 脂 肪

率 2 0％ で 2 分 位 に し て 比 較 し て も 体 脂 肪 率 の 高 い 群 と 低 い 群 で 1

時 間 血 糖 値 1 8 0  m g / d l 以 上 と な る 頻 度 に 差 は 認 め な か っ た 。 す な

わ ち 、 女 性 に お い て 、 7 5 g O G T T の 結 果 に 体 格 は 関 連 し て い な か っ

た 。  

 

４ ） 1 時 間 値 1 8 0 m g / d l 以 上 お よ び 2 時 間 値 1 4 0 ㎎ / d l 以 上 に 関 連

す る 因 子 の 分 析 （ 表 4）  
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1 時 間 値 1 8 0 m g / d l 以 上 お よ び 2 時 間 値 1 4 0 ㎎ / d l 以 上 に 該 当 す

る 者 に つ い て 、 性 別 、 空 腹 時 血 糖 値 、 B M I お よ び 体 脂 肪 率 で 調 整

し て ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 行 な っ た 。 そ の 結 果 、 B M I と 体 脂

肪 率 の 影 響 は 認 め ら れ な か っ た 。 一 方 、 性 別 に つ い て は 関 連 が 認

め ら れ 、 男 性 に 対 す る 女 性 の オ ッ ズ 比 は そ れ ぞ れ 2 . 8 9（ 9 5 % C I  

1 . 8 4 - 4 . 5 4） お よ び 2 . 8 3（ 9 5 % C I  1 . 8 3 - 4 . 3 9） で あ っ た 。  

 

４ ． 考 察  

わ れ わ れ は 健 康 な 大 学 生 を 対 象 に 簡 易 血 糖 測 定 器 を 用 い た 7 5 g  

O G T T デ ー タ と 性 別 お よ び 体 格 と の 関 連 に つ い て 検 討 し た 。そ の 結

果 、 女 性 の 糖 代 謝 異 常 者 の 割 合 は 4 割 以 上 存 在 し 、 特 に 1 時 間 値

が 1 8 0 m g / d l 以 上 の 者 は 3 7 . 8％ 存 在 し た 。 し か し な が ら 、 B M I お

よ び 体 脂 肪 率 と の 関 連 は 認 め ら れ な か っ た 。さ ら に 、1 時 間 値 1 8 0

㎎ / d l 以 上 に 該 当 す る 要 因 と し て 、 性 別 に 関 連 が 認 め ら れ 、 男 性

に 対 し て 女 性 の オ ッ ズ 比 は 2 . 8 9（ 9 5％ C I  1 . 8 4 - 4 . 5 4） で あ っ た 。

し か し 、 B M I お よ び 体 脂 肪 率 は 関 連 し て い な か っ た 。  

対 象 者 の 属 性 は 、男 性 2 0 0 名（ 1 1 . 3％ ）女 性 1 5 7 2 名（ 8 8 . 7％ ）

と 9 割 が 女 性 で あ っ た 。体 型 を み る と 、学 生 の 健 康 白 書 2 0 1 5 8 ） と

比 較 し て 、 B M I は 男 女 と も に や や 低 く か っ た が 、 大 き な 違 い は な

か っ た 。  

 本 研 究 の 結 果 、糖 代 謝 異 常 を 示 す 者 は 女 子 大 学 生 の 約 4 0％ も 存

在 す る こ と が 明 ら か に な っ た 。4 0～ 5 0 歳 の 職 員 健 診 結 果 を 用 い た

報 告 に お け る 糖 代 謝 異 常 者 の 割 合 は 、 I w a h a s h i ら 9 )の 報 告 で は

B M I < 2 5 の 肥 満 で な い 9 3 9 人 の う ち 糖 代 謝 異 常 ま た は 糖 尿 病 型 を 示

し た も の は 1 1 6 人 （ 1 2 . 4 %） で あ っ た 。 ま た 、 K a n a z a w a ら 1 0 )の 報
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告 で は B M I  2 2 . 9±10 . 3 m g / d l の 2 3 0 人（ 男 性 1 6 3 人 、女 性 6 7 人 、

平 均 年 齢 4 6 . 8±1 0. 3 歳 ）の う ち 糖 代 謝 異 常 ま た は 糖 尿 病 型 を 示 し

た も の は 7 7 人 （ 3 3 . 5 %） で あ っ た 。 こ れ ら の 報 告 と 比 較 し て 、 健

康 な 若 年 者 に も か か わ ら ず 糖 代 謝 異 常 者 が 高 頻 度 に 存 在 す る こ

と を 明 ら か に し た 本 研 究 の 結 果 に 注 目 す る 必 要 が あ る 。 さ ら に 、

最 近 報 告 さ れ た 大 学 生 9 9 人（ 平 均 年 齢 約 2 1 歳 、平 均 B M I 約 2 1  k g /

㎡  の 結 果 1 1 )で は 、糖 代 謝 異 常 を 示 し た も の は 1 3 人（ 全 体 の 1 3％ ）

で あ り 、本 研 究 結 果 よ り も 低 い 割 合 で あ っ た 。し か し 、 O G T T 中 の

高 血 糖 の 指 標 と し て 用 い た 尿 糖 陽 性 者 は 4 8 人 （ 全 体 の 4 8％ ） で

あ っ た 。 こ の 結 果 は 、 O G T T  1 時 間 値 1 8 0  ㎎ / d l 以 上 の 若 年 女 性 が

高 頻 度 に 存 在 し た 本 研 究 結 果 と 類 似 し て い る 。 こ れ ら の 報 告 と 比

較 し 、 わ れ わ れ は 本 研 究 の 結 果 を 極 め て 慎 重 に と ら え 、 こ の 要 因

に つ い て 早 急 に 解 明 す る 必 要 が あ る 。  

 本 研 究 で は 、 糖 代 謝 異 常 者 の 割 合 は 有 意 に 女 性 の 方 が 高 く 、 1

時 間 値 1 8 0  ㎎ / d l 以 上 に 該 当 す る 要 因 と し て 、 男 性 に 対 し て 女 性

の オ ッ ズ 比 は 2 . 8 9（ 9 5％ C I  1 . 8 4 - 4 . 5 4） で あ っ た 。 大 学 生 を 対 象

に O G T T を 行 っ て い る M i k i ら 1 1 )の 研 究 に お い て も 、女 性 の 方 が 糖

代 謝 異 常 の 割 合 が 多 い 。 ま た 、 肥 満 で な い 大 学 生 を 対 象 に し て 、

O G T T に 及 ぼ す 試 験 前 絶 食 時 間 の 影 響 を み た 古 い 研 究 1 2 )に お い て

も 、 女 性 の 方 が 高 血 糖 を 示 し 、 絶 食 時 間 が 及 ぼ す 影 響 も 女 性 の 方

が 大 き か っ た 。 女 性 の 方 が ハ イ リ ス ク で あ る 原 因 と し て 、 男 性 に

比 べ て 体 格 が 小 さ い こ と 、 内 分 泌 の 性 的 な 違 い 、 日 常 の 食 生 活 お

よ び 活 動 量 な ど が 考 え ら れ 、 今 後 、 こ れ ら の 関 連 に つ い て 深 く 検

討 す る 必 要 が あ る 。  

本 研 究 の 対 象 は 肥 満 で な い 若 年 者 で あ り 、平 均 B M I は 2 0 . 6 k g / m 2、
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体 脂 肪 率 は 男 性 と 女 性 で そ れ ぞ れ 1 6 . 3％ と 2 5 . 9％ と 標 準 で あ る 。

糖 代 謝 異 常 の 原 因 は 、 一 般 に は 肥 満 に よ る イ ン ス リ ン 抵 抗 性 で あ

る が 、 本 研 究 の 場 合 は 欠 食 や 低 糖 質 食 な ど の 不 適 切 な 食 生 活 に よ

る イ ン ス リ ン 分 泌 異 常 の 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 糖 質 の 摂 取 量 と 耐

糖 能 に 関 し て 、7 5 g O G T T 施 行 前 夕 の 低 糖 質 摂 取 で も O G T T 中 の イ ン

ス リ ン 分 泌 量 の 低 下 が 報 告 さ れ て い る 1 3 )。M a r s h a l l ら 1 4 )も 、1 3 1 7

人 の O G T T の 結 果 と 2 4 時 間 思 い 出 し 法 の 食 事 調 査 を 用 い た 横 断 研

究 よ り 、 糖 尿 病 型 お よ び 耐 糖 能 異 常 型 を 示 す 要 因 が 高 脂 質 ・ 低 糖

質 食 で あ る 可 能 性 を 述 べ て い る 。 ま た 、 近 年 、 低 糖 質 摂 取 の 食 事

パ タ ー ン が 2 型 糖 尿 病 発 症 1 5 , 1 6 )や 妊 娠 糖 尿 病 発 症 1 7 )の リ ス ク に

つ い て 報 告 さ れ て い る 。 今 後 、 若 年 者 の 低 糖 質 摂 取 が イ ン ス リ ン

の 分 泌 能 に 及 ぼ す 影 響 や 疾 患 と の 関 連 に つ い て 検 討 す る 必 要 が

あ る 。  

本 研 究 の 限 界 と し て 、 7 5 g O G T T の 血 糖 値 が 簡 易 血 糖 測 定 器 に よ

る 測 定 で あ り 、 静 脈 血 に よ る 測 定 値 よ り も 測 定 誤 差 が あ る こ と が

考 え ら れ る 。ま た 、年 次 ご と の 集 計 で あ り 、 1 0 年 の 間 に 学 生 の 背

景 は 大 き く 変 化 し て い る が そ の 分 析 が 十 分 で き て い な い 。 さ ら に 、

今 回 は 普 段 の 食 生 活 に つ い て は 調 査 し て い な い た め に 、 糖 代 謝 異

常 と 食 生 活 の 関 連 を 明 ら か に す る こ と が で き て い な い 。 ま た 、 糖

代 謝 異 常 は 遺 伝 的 因 子 の 影 響 も あ る こ と を 考 慮 す る と 、 食 生 活 だ

け で な く 、 遺 伝 的 背 景 に つ い て も 調 査 し 、 関 連 を 分 析 す る 必 要 が

あ る 。  

し か し な が ら 、 今 回 の 研 究 の 結 果 は 1 2 年 間 に わ た る 約 1 8 0 0 件

の デ ー タ 分 析 で あ り 、 お よ そ 若 年 女 性 の 糖 代 謝 異 常 の 実 態 と 考 え

ら れ 、 非 常 に 重 要 な 見 解 で あ る と 考 え て い る 。 今 後 は 若 年 の 女 性
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を 中 心 に 食 生 活 な ど の 背 景 を 検 討 し て 、 リ ス ク 要 因 を 明 ら か に し

て い く 必 要 が あ る 。  

 

５ ． 結 論  

肥 満 で な い 若 年 者 の 約 4 割 に 糖 代 謝 異 常 が 認 め ら れ 、 そ の リ ス

ク は 女 性 の 方 が 高 か っ た 。 し か し 、 B M I お よ び 体 脂 肪 率 に 関 連 は

認 め ら れ な か っ た 。 今 後 、 若 年 女 性 の 糖 代 謝 異 常 の 要 因 に つ い て

検 討 す る 必 要 が あ る 。  

 

６ ． 謝 辞  

本 研 究 に 際 し 、 研 究 趣 旨 を ご 理 解 い た だ き 研 究 へ ご 協 力 い た だ

き ま し た N 大 学 管 理 栄 養 学 部 管 理 栄 養 学 科 の 学 生 の 皆 様 に 心 よ り

感 謝 し 、 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

７ ． 利 益 相 反  

本 研 究 に 関 し て 開 示 す べ き 利 益 相 反 に 該 当 す る も の は な い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



32 
 

参 考 文 献   

１ ） 厚 生 労 働 省 .平 成 2 7 年 国 民 健 康 栄 養 調 査 報 告 .  

h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / f i l e / 0 4 - H o u d o u h a p p y o u - 1 0 9 0 4 7 5 0 - K e

n k o u k y o k u - G a n t a i s a k u k e n k o u z o u s h i n k a / k e k k a g a i y o u . p d f  

２ ） 藤 本 桂 子 .女 子 短 大 生 に お け る 痩 身 願 望 と 食 生 活 の 実 態 .家 政

学 研 究  1 9 9 8 ; 4 4 : 5 8 - 6 3．  

３ ） 加 藤 佳 子 .女 子 大 学 生 の ス ト レ ス 過 程 お よ び 痩 せ 願 望 と 食 行

動 と の 関 係 -甘 味 に 対 す る 態 度 や 食 行 動 の 異 常 傾 向 に 注 目 し て

- .日 本 家 政 学 会 誌  2 0 0 7 ;  5 8 : 4 5 3～ 4 6 1 .  

４ ） 安 友 裕 子 ,山 中 麻 希 ,立 花 詠 子 他 .女 子 大 学 生 の ボ デ ィ イ メ ー

ジ と 栄 養 摂 取 状 況 の 検 討 .名 古 屋 学 芸 大 学 健 康 ・ 栄 養 研 究 所 年

報  2 0 1 5 ; 7 : 1 5 - 2 4 .  

５ ） 浦 田 秀 子 ,西 山 久 美 子 ,勝 野 久 美 子 ほ か .女 子 学 生 の 体 型 と 体  

型 認 識 に 関 す る 研 究 .長 崎 大 学 医 学 部 保 健 学 科 紀 要  2 0 0 1 ;  

1 4 : 4 3 - 4 8 .  

６ ） 松 岡 建 平 ,衛 藤 鐐 三 郎 .年 次 健 康 診 断 に お け る 経 口 ブ ド ウ 糖 負

荷 試 験 の 成 績 の 検 討 .産 業 医 学 雑 誌  1 9 7 3 ; 1 5 : 1 3 9 - 1 4 5 .  

７ ） 日 本 糖 尿 病 学 会 .科 学 的 根 拠 に 基 づ く 糖 尿 病 診 療 ガ イ ド ラ イ  

ン 2 0 1 3 .第 2 版 .東 京 :南 江 堂 , 2 0 1 3 : 7 .  

８ ） 国 立 大 学 法 人 保 健 管 理 施 設 協 議 会 .学 生 の 健 康 白 書 2 0 1 5．  

2 0 1 9 年 1 2 月 3 0 日 閲 覧  

h t t p : / / w w w . j n u h a . o r g / 0 6 _ f i l e s / h a k u s y o 2 0 1 5 . p d f  

９ ） H i r o m i  I w a h a s h i , Y u k i y o s h i  O k a u c h i , M i w a  R y o  e t  a l .   

I n s u l i n - s e c r e t i o n  c a p a c i t y  i n  n o r m a l  g l u c o s e  t o l e r a n c e ,  

i m p a i r e d  g l u c o s e  t o l e r a n c e , a n d  d i a b e t e s  i n  o b e s e  a n d  
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n o n - o b e s e  J a p a n e s e  p a t i e n t s . J  D i a b e t e s  i n v e s t i g  

2 0 1 2 ; 3 : 2 7 1 - 2 7 5 .  

1 0 )金 沢 裕 一 .一 日 人 間 ド ッ グ で 食 後 高 血 糖 を 見 逃 さ な い た め の

1 , 5－ ア ン ヒ ド ロ グ ル シ ト ー ル を 用 い た 食 後 高 血 糖 ス ク リ ー ニ

ン グ 法 .人 間 ド ッ グ  2 0 0 8 ; 2 3 : 5 7 0 - 5 7 4 .  

1 1 ) T a k a s h i  M i k i , E u n  Y o u n g  L e e , A k i f u m i  E g u c h i  e t  a l .  

A c c e l e r a t e d  o l i g o s a c c h a r i d e  a b s o r p t i o n  a n d  a l t e r e d   

  s e r u m  m e t a b o l i t e s  d u r i n g  o r a l  g l u c o s e  t o l e r a n c e  t e s t  i n    

y o u n g  J s p a n e s e  w i t h  i m p a i r e d  g l u c o s e  t o l e r a n c e . J  D i a b e t e s   

i n v e s t i g  2 0 1 8 ; 9 : 5 1 2 - 5 2 1 .  

1 2 )大 塚 貞 秀 ,平 田 幸 正 .健 康 者 に お け る H u n g e r  G l u c o s e  

T o l e r a n c e  T e s t  ( H G T T )特 に 男 女 差 に つ い て .糖 尿 病

1 9 6 8 , 1 1 : 3 7 9 - 3 8 3 .  

1 3 ) T a k e s h i  K a n e k o , W a n g  P e i - Y u , M a s a t o  T a w a t a . L o w  

c a r b o h y d r a t e  i n t a k e  b e f o r e  o r a l  g l u c o s e - t o l e r a n c e  

t e s t s . L a n c e t  1 9 9 8 ; 3 5 2 : 2 8 9 .  

1 4 ) M a r s h a l l  J A , H a m m a n  R F , B a x t e r  J .  H i g h - f a t ,  

l o w - c a r b o h y d r a t e  d i e t  a n d  t h e  e t i o l o g y  o f  n o n - i n s u l i n -  

d e p e n d e n t  d i a b e t e s  m e l l i t u s : t h e  S a n  L u i s  V a l l e y  D i a b e t e s  

S t u d y . A m  J  E p i d e m i o l  1 9 9 1 ; 1 3 4 : 5 9 0 - 6 0 3 .  

1 5 ) L a w r e n c e  d e  K o n i n g , T e r e s a  T  F u n g , X i a o m e i  L i a o  e t  a l .  

L o w - c a r b o h y d r a t e  d i e t  s c o r e s  a n d  r i s k  o f  t y p e  2  d i a b e t e s  

i n  m e n . T h e  A m e r i c a n  J o u r n a l  o f  c l i n i c a l  n u t r i t i o n  2 0 1 1  

; 9 3 : 8 4 4 - 8 5 0 .  

1 6 )  W e i  B a o , S h a n s h a n  L i , J o r g e  E  C h a v a r r o  e t  a l . L o w  
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C a r b o h y d r a t e - D i e t  S c o r e s  a n d  L o n g - t e r m  R i s k  o f  T y p e  2  

D i a b e t e s  A m o n g  W o m e n  W i t h  a  H i s t o r y  o f  G e s t a t i o n a l  D i a b e t e s  

M e l l i t u s . A  P r o s p e c t i v e  C o h o r t  S t u d y . D i a b e t e s  C a r e  2 0 1 6  

; 3 9 : 4 3 - 4 9 .  

1 7 )  W e i  B a o , K a t h e r i n e  B o e w r s , D e i r d r e  K  T o b i a s  e t  a l .  

P r e p r e g n a n c y  l o w - c a r b o h y d r a t e  d i e t a r y  p a t t e r n  a n d  r i s k  o f   

g e s t a t i o n a l  d i a b e t e s  m e l l i t u s . a  p r o s p e c t i v e  c o h o r t  s t u d y .   

A m  J  C l i n  N u t r  2 0 1 4 ; 9 9 : 1 3 7 8 - 1 3 8 4 .  
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図 表  

 

 

 

 

表1　対象者属性 ｎ＝1772

（全体） （男性） （女性） ｐ値

例数 （人） 200 1572

身長 （cm） 159.7±6.5 169.9±6.1 158.3±5.3 ＜0.001

体重 （kg） 52.6±8.0 61.9±9.7 51.4±7.0 ＜0.001

BMI （kg/m2） 20.6±2.4 21.4±2.9 20.5±2.4 ＜0.001

体脂肪率 （%） 24.8±6.6 16.3±5.0 25.9±5.9 ＜0.001

空腹時血糖 （mg/dl） 89.5±12.3 97.3±12.5 88.5±12.0 ＜0.001

血糖30分値 （mg/dl） 157.4±44.1 159.0±27.4 157.2±45.8 0.467

血糖60分値 （mg/dl） 167.4±38.4 153.6±31.9 169.2±38.8 ＜0.001

血糖120分値 （mg/dl） 137.2±30.2 125.9±22.0 138.6±30.8 ＜0.001

データは平均±標準偏差 男女差t検定

表2　性別と体格及び血糖値の関連

男性 女性 P値

BMI

　　　　　　＜18.5 16（8.0） 266(16.9）

18.5≦　＜25 169(84.5） 1251(79.6）

　　　　25　≦ 15(7.5） 55（3.5）

血糖値

　　　正常型 132（66.0） 895（56.9）

　境界型・1時間値
　180 ㎎/dl未満

42（21.0） 279(17.7)

　境界型・1時間値
　180 ㎎/dl以上

24（12.0） 331(21.1)

　　　糖尿病型 2(1.0） 67（4.3）

血糖値

正常型 158（79.0） 978(62.2）

1時間値180 ㎎/dl以上 42（21.0） 594（37.8）

χ２検定とFisherの正確検定 人（割合）

<0.001

＜0.001

<0.001
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表3‐1)　女性における体格と血糖値の関連

<18.5 18.5≦　＜25 25≦

血糖値

正常型  895 150(56.3) 715(57.2) 30(54.5)

境界型  610 101(38.0) 486(38.8) 23(41.8)

糖尿病型  67 15(5.6) 50(4.0) 2(3.6)

血糖値

1時間値180 ㎎/dl未満  978 159(59.8) 786(62.8) 33(60.0)

1時間値180 ㎎/dl以上  594 107(40.2) 465(37.2) 22(40.0)

人（割合）

P値

（x 2検定）

P値
（Fisher)

BMI

0.777

0.610

表3-2)　女性（BMI＜18.5）における体格及び体脂肪率と血糖値の関連  n=266

体脂肪率＜20 体脂肪率≧20

血糖値

1時間値180  ㎎/dl未満  159 68(63.0) 91(57.6)

1時間値180  ㎎/dl以上  107 40(37.0) 67(42.4)

人（割合）

0.445

体脂肪率 P値

（x 2検定）
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表4　ロジスティック回帰分析における血糖に関連する要因

1時間値180 mg/dl以上との関連 2時間値 140 mg/dl以上との関連

オッズ比 95%CI P値 オッズ比 95%CI P値

性別 2.89 (1.84～4.54） <0.001 2.83  1.83 - 4.39 <0.001

空腹時血糖値 1.02 （1.01～1.03） <0.001 1.02  1.01 - 1.02 <0.001

BMI 0.99 （0.94～1.05） 0.758 1.03  0.97 - 1.08 0.341

体脂肪率 1.00 （0.97～1.02） 0.717 0.99  0.97 - 1.01 0.423

（Logistic regression analysis）
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第 ３ 章  若 年 女 性 に お け る 糖 負 荷 後 高 血 糖 と 食 生 活 お よ び 活 動

量 の 関 連  

 

１ ． 序 論  

第 2 章 の 研 究 に お い て 、 健 康 な 大 学 生 を 対 象 に 簡 易 血 糖 測 定 器

を 用 い た 7 5 g 経 口 糖 負 荷 試 験 （ O G T T） を 行 な っ た 。 そ の 結 果 、 男

性 よ り も 女 性 の 方 が 有 意 に 糖 尿 病 型 お よ び 境 界 型 に な る 割 合 が

高 く 、 そ の 割 合 は 全 女 性 の 4 3 . 1  %で あ っ た 。 さ ら に 1 時 間 値 が

1 8 0  ㎎ / d l 以 上 を 示 し た 割 合 に お い て も 女 性 の 方 が 有 意 に 高 く 、

そ の 割 合 は 3 7 . 6  %で あ っ た 。 一 方 、 1 時 間 値 が 1 8 0  ㎎ / d l 以 上 に

該 当 す る 者 に つ い て 、 性 別 、 空 腹 時 血 糖 、 B M I お よ び 体 脂 肪 率 で

調 整 し て ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 行 っ た 結 果 、 B M I と 体 脂 肪 率

の 影 響 は 認 め ら れ な か っ た が 、 男 性 に 対 す る 女 性 の オ ッ ズ 比 は

2 . 8 9（ 9 5％ C I  1 . 8 4 - 4 . 5 4） で あ っ た 1 )。 わ れ わ れ は 、 こ の 原 因 と

し て 、 女 性 の 体 格 が む し ろ や せ 型 で あ る こ と か ら 高 血 糖 は イ ン ス

リ ン 抵 抗 性 に よ る も の で は な く 、 イ ン ス リ ン 分 泌 能 が 低 下 し て い

る た め と 推 測 し た 。 さ ら に 、 イ ン ス リ ン 分 泌 能 が 低 下 す る 理 由 と

し て 、 日 常 的 に 糖 質 摂 取 量 が 少 な い こ と に よ る 廃 用 性 の 分 泌 低 下

で あ る と 仮 説 し た 。  

そ こ で 、 わ れ わ れ は 、 7 5 g O G T T の ス ク リ ー ニ ン グ に よ っ て 高 リ

ス ク 者 に は １ ） 適 切 な 糖 質 量 を 摂 取 す る 介 入 試 験 を 、 ま た リ ス ク

の な か っ た も の に は ２ ） 低 糖 質 食 を 摂 取 す る 介 入 試 験 を 行 っ た 。 

１ ）7 5 g O G T T の ス ク リ ー ニ ン グ に よ っ て 高 リ ス ク 者 で あ っ た 6 0 名

の う ち 同 意 の 得 ら れ た 若 年 女 性 3 4 名 を 対 象 に 3 か 月 間 の 糖 質 負

荷 介 入 試 験 を 行 っ た 。 指 示 し た 内 容 は 、 1 日 3 食 摂 取 す る 、 1 食



39 
 

に つ き 体 格 に 応 じ て 糖 質 4 0 g あ る い は 6 0 g 以 上 摂 取 す る こ と 、 セ

ル フ モ ニ タ リ ン グ シ ー ト で 毎 日 食 事 チ ェ ッ ク を す る こ と 、 習 慣 的

な 運 動 を 開 始 し な い こ と と し て 3 か 月 間 介 入 試 験 を 行 っ た 。 そ の

結 果 、 イ ン ス リ ン 分 泌 指 数 が 0 . 7 以 下 で あ っ た 1 7 名 は 、 3 0 分 イ

ン ス リ ン 分 泌 量 は 有 意 に 増 加 し 、 7 5 g O G T T の 3 0 分 、 6 0 分 の 血 糖

値 は 有 意 に 低 下 し た （ 図 １ ） 2 )。  

２ ）7 5 g O G T T で リ ス ク が な か っ た 若 年 女 性 で 同 意 の 得 ら れ た 2 1 名

に 対 し て 糖 質 制 限 の 介 入 試 験 を 行 っ た 。 3 か 月 間 の 間 、 糖 質 摂 取

量 を エ ネ ル ギ ー 比 3 0％ 程 度 に 制 限 し 、 1 日 2 食 は 糖 質 を 摂 取 す る

が 、 残 り の 1 食 は 主 食 の な い 食 事 を 指 示 し た 。 介 入 期 間 中 は セ ル

フ モ ニ タ リ ン グ シ ー ト を 用 い て 予 定 通 り 食 事 が 制 限 で き た か 確

認 し た 。そ の 結 果 、 7 5 g O G T T の イ ン ス リ ン 分 泌 量 の 3 0 分 値 は 有 意

に 低 下 し た (図 ２ ) 3 )。  

 以 上 の 結 果 か ら 、 糖 質 摂 取 量 が 少 な い と イ ン ス リ ン 分 泌 能 は 低

下 し 、 糖 負 荷 後 に 高 血 糖 を 示 す こ と が 示 唆 さ れ た 。 そ こ で 第 2 章

の 研 究 結 果 を さ ら に 詳 し く 分 析 す る た め に 、 糖 負 荷 後 の 高 血 糖 と

日 常 の 食 生 活 お よ び 活 動 量 と の 関 連 に つ い て 検 討 し た 。  

 

２ ． 方 法  

１ ） 対 象  

N 看 護 専 門 学 校 学 生 お よ び N 大 学 管 理 栄 養 学 部 学 生 の 女 性 2 0 5

名 を 対 象 に し た 。 こ の う ち 、 測 定 前 に 食 物 を 摂 取 し て い た 者 、 デ

ー タ 欠 損 値 の あ る 者 、 記 載 ミ ス と 思 わ れ る 糖 質 摂 取 の 異 常 者 （ 糖

質 摂 取 量 1 3 1 1 . 4  ｇ /日 ）を 除 い た 1 9 6 名（ 平 均 年 齢 2 0 . 5±1. 1 歳 ）

を 分 析 対 象 と し た 。  
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２ ） 血 糖 値 測 定 お よ び 食 生 活 と 活 動 量 調 査  

8 時 間 以 上 の 絶 食 （ お 茶 、 水 の み 飲 水 可 ） 後 、 7 5ｇ グ ル コ ー ス

液 （ ト レ ー ラ ン Ｇ ： エ イ ワ イ フ ァ ー マ 株 式 会 社 ） を 摂 取 し た 。 空

腹 時 、 1 2 0 分 後 の 血 糖 値 測 定 は 簡 易 血 糖 測 定 器（ ア セ ン シ ア  デ キ

ス タ ー ZⅡ （ バ イ エ ル 薬 品 株 式 会 社 ） お よ び グ ル コ カ ー ド （ ア ー

ク レ イ 株 式 会 社 ） ま た は G T - 1 8 3 0 グ ル テ ス ト N e o ア ル フ ァ （ パ ナ

ソ ニ ッ ク ヘ ル ス ケ ア 株 式 会 社 ） ） を 用 い て 対 象 者 自 ら 行 っ た 。 対

象 者 に は 十 分 に 器 具 の 使 用 方 法 を 説 明 し 、 正 し く 測 定 で き る こ と

を 確 認 し た 後 、糖 負 荷 を 行 っ た 。対 象 者 に ト レ ー ラ ン Ｇ を 投 与 し 、

同 時 に 体 組 成 の 測 定 お よ び 日 常 生 活 習 慣 に 関 す る ア ン ケ ー ト を

行 っ た 。 体 組 成 は 自 動 身 長 計 付 き 体 組 成 計 T B F - 2 1 0（ T A N I T A） を

用 い て 測 定 し た 。 日 常 の 生 活 に つ い て は 、 生 活 習 慣 に 関 す る ア ン

ケ ー ト を 作 成 し た 。野 菜 の 摂 取 状 況 は 、「１：ほ と ん ど 食 べ な い 」

「 ２ ： 少 し 」 「 ３ ： 片 手 一 杯 分 」 「 ４ ： 両 手 一 杯 分 」 「 ５ ： 両 手

一 杯 分 以 上 」 の 5 段 階 、 乳 酸 菌 飲 料 、 液 体 ヨ ー グ ル ト 、 固 形 ヨ ー

グ ル ト 等 の 乳 酸 菌 の 摂 取 状 況 は 、「１：ほ と ん ど 食 べ な い 」「２ ：

時 々 食 べ る 」 「 ３ ： ほ ぼ 毎 日 食 べ る 」 の 3 段 階 、 サ プ リ メ ン ト の

使 用 状 況 は 、「 １： ほ と ん ど 利 用 し な い 」「 ２： 時 々 利 用 」「 ３ ：

ほ ぼ 毎 日 利 用 」 の 3 段 階 、 日 々 の 食 生 活 に つ い て は 、 毎 食 そ れ ぞ

れ に つ い て 「 １ ： ほ ぼ 毎 日 欠 食 」 「 ２ ： 週 4 , 5 回 欠 食 」 「 ３ ： 週

2 , 3 回 欠 食 」 「 ４ ： 週 1 回 欠 食 」 「 ５ ： 欠 か さ ず 食 べ る 」 の 5 段

階 で 確 認 し た 。 毎 食 の 主 食 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ に つ い て 「 １ ：

ほ と ん ど 食 べ な い 」 「 ２ ： 週 4 , 5 回 食 べ な い 」 「 ３ ： 週 2 , 3 回 食

べ な い 」 「 ４ ： 週 1 回 食 べ な い 」 「 ５ ： 欠 か さ ず 食 べ る 」 の 5 段
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階 と し た 。 運 動 習 慣 、 ダ イ エ ッ ト の 経 験 に つ い て は 「 １ ： な い 」

「 ２ ： あ る 」 の 2 段 階 、 便 通 に つ い て は 「 １ ： 下 痢 気 味 」 「 ２ ：

や や 下 痢 気 味 」 「 ３ ： 快 便 」 「 ４ ： や や 便 秘 気 味 ・ 3 日 に １ 度 程

度 」 「 ５ ： 便 秘 気 味 ・ 1 週 間 に 1 度 程 度 」 の 5 段 階 と し た 自 記 式

用 紙 を 用 い て 調 査 し た 。 家 族 歴 は 家 族 に 糖 尿 病 も し く は 糖 代 謝 異

常 の 診 断 を 受 け た 人 の 有 無 を 調 査 し た 。 ま た 、 日 常 の 栄 養 摂 取 量

調 査 に は 、 食 物 摂 取 頻 度 調 査 （ F o o d  F r e q u e n c y  Q u e s t i o n n a i r e：

F F Q  シ ス テ ム サ プ ラ イ 社：食 物 摂 取 頻 度 解 析 シ ス テ ム V e r . 5）4 , 5 )

に よ る 食 事 調 査 を 実 施 し た 。  

 

３ ） 統 計 解 析  

7 5 g O G T T に お け る 空 腹 時 お よ び 2 時 間 値 と B M I、 体 脂 肪 率 、 家

族 歴 、 生 活 習 慣 、 食 生 活 の 関 係 に つ い て 検 討 し た 。 7 5 g O G T T の 結

果 に つ い て は 、 糖 尿 病 の 判 定 基 準 6 , 7 ） を 基 に 評 価 し た 。  

7 5 g O G T T の 2 時 間 値 が 1 4 0  m g / d l 以 上 （ 1 4 0  m g / d l 以 上 群 ） と

1 4 0  m g / d l 未 満 （ 1 4 0  m g / d l 未 満 群 ） の そ れ ぞ れ 2 群 間 で 比 較 し

た 。 統 計 解 析 は E Z R  v e r s i o n 1 . 3 7 を 使 用 し 、 血 糖 値 と 体 格 、 食

物 摂 取 頻 度 に つ い て は S t u d e n t’ s  t 検 定 を 用 い て 比 較 し た 。 血

糖 値 と 食 生 活 や 生 活 習 慣 、 家 族 歴 に つ い て は 、 χ 2 検 定 お よ び コ

ク ラ ン・ア ー ミ テ ー ジ 検 定 を 用 い て 比 較 し た 。危 険 率 5  ％ 以 下 を

有 意 と し た 。 さ ら に 、 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 用 い て 、 2 時 間

値 が 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 に 影 響 を 与 え る 要 因 に つ い て 検 討 し た 。  

 

４ ） 倫 理 的 配 慮  

本 研 究 は 名 古 屋 学 芸 大 学 研 究 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を 得 て 実
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施 し た （ 承 認 番 号 ： 2 2 2 お よ び 2 4 1）。 研 究 の 目 的 、 内 容 に つ い て

説 明 書 を 用 い て 詳 し く 説 明 し 、 同 意 を 得 ら れ た 者 の み 被 験 者 と し

た 。 さ ら に 、 研 究 の 協 力 は い つ で も 撤 回 で き る こ と に つ い て も 文

書 を 用 い て 説 明 し た 。  

 

３ ． 結 果  

１ ） 対 象 者 の 属 性  

 平 均 B M I は 2 0 . 8±2 .7  ㎏ /㎡ 、 体 脂 肪 率 は 2 7 . 2±5 .5  ％ と 標 準

的 な 体 格 で あ っ た 。 ま た 、 空 腹 時 血 糖 は 8 6 . 9±9. 8 mg / d l で あ り 、

糖 尿 病 型 を 示 す も の は い な か っ た 。  

 

２ ） 7 5 g O G T T の 結 果  

 空 腹 時 に つ い て は 、正 常 型 で あ る 1 1 0  ㎎ / d l 以 下 の 対 象 者 は 1 9 4

名（ 9 9 . 0  ％ ）で 、境 界 型 で あ る 1 1 0  ㎎ / d l 以 上 は 2 名 で あ っ た 。  

 血 糖 2 時 間 値 に つ い て は 、 正 常 型 が 1 2 1 名 （ 6 1 . 7  ％ ） に 対 し

て 、2 0 0  ㎎ / d l 以 上 の 糖 尿 病 型 は 5 名（ 2 . 6  ％ ）で あ っ た 。1 4 0  ㎎

/ d l 以 上 2 0 0  ㎎ / d l 未 満 の 境 界 型 の 者 は 7 0 名 （ 3 5 . 7  ％ ） も 存 在

し 、 合 計 で 約 3 8 . 3  ％ の 者 が 正 常 型 で な か っ た 。  

 

３ ） 7 5 g O G T T  2 時 間 値 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 と 体 格 、 栄 養 摂 取 状 況 、 食

生 活 習 慣 の 関 係  

1 4 0  m g / d l 未 満 群 と 1 4 0  m g / d l 以 上 群 に 分 け 、 体 格 、 栄 養 摂 取

状 況 や 食 生 活 と 比 較 し た 。  

（ １ ） 体 格 と の 関 係  

 7 5 g O G T T  2 時 間 値 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 と 体 格 と の 関 係 を 表 1 - 1） に
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示 す 。 1 4 0  m g / d l 未 満 群 と 1 4 0  m g / d l 以 上 群 に 分 け 、 体 格 と 比 較

し た と こ ろ 、 1 4 0  m g / d l 以 上 群 で 、 体 脂 肪 率 が 2 5 . 4  ％ と 有 意 に

低 か っ た 。  

（ ２ ） 栄 養 摂 取 状 況 と の 関 係  

7 5 g O G T T  2 時 間 値 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 と 栄 養 摂 取 状 況 と の 関 係 を 表

1 - 2） に 示 す 。 1 4 0  m g / d l 未 満 群 と 1 4 0  m g / d l 以 上 群 に 分 け 、 栄 養

摂 取 状 況 と 比 較 し た と こ ろ 、 栄 養 摂 取 状 況 に 明 ら か な 差 は な か っ

た 。  

（ ３ ） 食 生 活 習 慣 と の 関 係  

 7 5 g O G T T  2 時 間 値 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 と 食 生 活 と の 関 係 を 表 1 - 3）

に 示 す 。 1 4 0  m g / d l 未 満 群 と 1 4 0  m g / d l 以 上 群 に 分 け 、 食 生 活 と

比 較 し た と こ ろ 、 1 4 0  m g / d l 以 上 の 者 は 、 夕 食 の 主 食 を 欠 食 す る

こ と が 多 か っ た 。 一 方 、 ダ イ エ ッ ト の 経 験 、 運 動 習 慣 お よ び 家 族

歴 に 明 ら か な 差 は な か っ た 。  

 

４ ） 7 5 g O G T T  2 時 間 値 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 に 関 連 す る 要 因  

7 5 g O G T T に 関 連 す る 要 因 に つ い て ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 行

っ た （ 表 2）。 1 4 0  m g / d l 以 上 群 で あ る こ と を 目 的 変 数 と し て 、 ダ

イ エ ッ ト の 経 験 、 運 動 習 慣 、 家 族 歴 、 主 食 芋 摂 取 量 /総 摂 取 量 、

体 脂 肪 率 、 朝 食 事 を 欠 か さ ず 食 べ る 、 昼 食 事 を 欠 か さ ず 食 べ る 、

夕 食 事 を 欠 か さ ず 食 べ る 、 緑 黄 色 野 菜 摂 取 量 、 淡 色 野 菜 摂 取 量 を

説 明 変 数 と し て ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 行 っ た（ モ デ ル 1）。そ

の 結 果 、体 脂 肪 率 の オ ッ ズ 比 は 0 . 9 0 0（ 9 5％ C I  0 . 8 4 8 - 0 . 9 5 5）で

あ り 、 体 脂 肪 率 が 低 い こ と が 1 4 0  m g / d l 以 上 群 の 要 因 で あ っ た 。

ま た 、 モ デ ル 2 と し て 、「 朝 昼 夕 食 事 を 欠 か さ ず 食 べ る 」 を 「 朝
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昼 夕 主 食 を 欠 か さ ず 食 べ る 」 に 変 更 し 、 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析

を 行 っ た（ モ デ ル 2）。そ の 結 果 、体 脂 肪 率 の オ ッ ズ 比 は 0 . 8 9 5（ 9 5％

C I  0 . 8 4 2 - 0 . 9 5 1） で あ り 、 体 脂 肪 率 が 低 い こ と が 1 4 0  ㎎ / d l 以

上 の 要 因 で あ っ た 。 さ ら に 、 夕 主 食 を 欠 か さ ず 食 べ る 人 の オ ッ ズ

比 は 0 . 7 4 2（ 9 5％ C I  0 . 5 8 8 - 0 . 9 3 6）で あ り 、夕 主 食 が な い こ と が

要 因 で あ っ た 。  

 

４ ． 考 察   

 若 年 女 性 を 対 象 に 7 5 g O G T T を 行 っ た 結 果 、2 時 間 値 が 1 4 0  m g / d l

以 上 は 約 4 割 の 被 験 者 に 認 め ら れ た 。 2 時 間 値 が 1 4 0  m g / d l 以 上

で あ る 要 因 と し て は 「 体 脂 肪 率 が 低 い こ と 」「 夕 食 を 食 べ て も 主

食 を 食 べ な い こ と が あ る 」で あ っ た 。家 族 歴 や ダ イ エ ッ ト の 経 験 、

運 動 習 慣 は 関 係 し て い な か っ た 。  

健 康 な 若 年 女 性 を 対 象 に し た に も か か わ ら ず 、 正 常 域 以 外 の 被

験 者 が 高 頻 度 に 存 在 し た 。 先 行 研 究 と し て 、 耐 糖 能 に 対 す る 性 差

や 体 格 差 が あ る こ と が 報 告 8 , 9 )さ れ て い る が 、 こ れ ら は 中 高 年 者

を 対 象 と し て 研 究 さ れ て い る も の が 多 く 、 若 年 者 を 対 象 と し て い

る も の 1 0 , 1 1 )は 少 な い 。 大 学 生 を 対 象 と し た 研 究 1 2 ） で は 、 負 荷 後

高 血 糖 を 示 し た も の は 1 3 人 （ 全 体 の 1 3％ ） で あ り 、 本 研 究 結 果

よ り も 低 い 割 合 で あ っ た が 、 尿 糖 陽 性 者 は 4 8 人 （ 全 体 の 4 8％ ）

で あ っ た 。 こ れ ら の 尿 糖 陽 性 者 は 1 時 間 値 が 1 8 0  ㎎ / d l 以 上 で あ

っ た 可 能 性 が 高 く 、 こ れ は 本 研 究 結 果 に 類 似 し て い る 。 ま た 、 塚

田 ら 1 3 )の 若 年 女 性 を 対 象 と し た 調 査 で は 、境 界 型 の 出 現 頻 度 は 約

3 0％ で あ り 、 こ れ ら の 結 果 は 、 本 研 究 お よ び わ れ わ れ が 行 っ た 健

康 な 大 学 生 を 対 象 と し た 7 5 g O G T T の 先 行 研 究 1 )と 同 様 の 結 果 と な
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っ た 。 中 島 は 1 0 )平 均 年 齢 1 9 歳 の 健 常 男 女 を 対 象 に 5 0 g グ ル コ ー

ス ま た は 2 0 0 g 米 飯 を 経 口 負 荷 し た 時 の 血 糖 値 変 動 曲 線 の 性 差 を

検 討 し 、 同 種 同 量 の 食 物 を 摂 取 し た 場 合 、 男 性 よ り も 女 性 の 方 が

食 後 血 糖 は 上 昇 し や す く 、 さ ら に 女 性 の 中 で も 体 格 の 小 さ い 者 は

食 後 血 糖 が 上 昇 し や す い 傾 向 が あ る と 述 べ て い る 。 し か し な が ら 、

今 回 の 検 討 で は 、 2 時 間 値 が 1 4 0  m g / d l 以 上 に お い て 体 重 と B M I

に 明 ら か な 関 連 は み ら れ な か っ た 。 さ ら に 、 本 研 究 の 対 象 者 の 身

長 1 5 8 . 3±5 .0  c m、体 重 5 2 . 1±7 .7  ㎏ 、平 均 B M I は 2 0 . 8±2. 7  ㎏ /

㎡ は 平 成 2 8 年 度 国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 報 告 1 4 )の 女 性 と 比 較 し て ど

れ も 若 干 低 か っ た が 、 大 き な 違 い は な く 、 日 本 の 若 年 女 性 を 表 し

て い る と 考 え ら れ た 。 体 格 と 負 荷 後 高 血 糖 の 関 連 に つ い て は 、 体

重 だ け で な く 、 骨 格 筋 量 や 脂 肪 量 な ど の 体 組 成 に つ い て も 詳 し く

評 価 し て 、 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

今 回 の 検 討 で は 、 体 脂 肪 率 は 1 4 0  m g / d l 以 上 群 に お い て 、 未 満

群 に 比 べ て 有 意 に 低 く 、 さ ら に ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 に お け る

1 4 0  m g / d l 以 上 群 で あ る こ と の 要 因 と し て 、 体 脂 肪 率 が 低 い こ と

が 影 響 し て い た 。 若 年 女 性 は 痩 身 願 望 が 強 く 1 日 の 食 事 摂 取 量 が

少 な く 、特 に 糖 質 の 摂 取 は 少 な い 傾 向 に あ る 1 5 , 1 6 )。こ れ ら の こ と

か ら 、 糖 質 の 摂 取 が 少 な い 食 生 活 を 継 続 す る こ と で 日 常 の イ ン ス

リ ン 分 泌 量 は 少 な く な り 体 脂 肪 率 の 低 下 を 招 い た の と 同 時 に 、 廃

用 的 に イ ン ス リ ン 分 泌 能 が 低 下 し 、 糖 負 荷 に 対 応 で き ず 高 血 糖 を

示 し た と 推 察 で き る 。  

成 人 の 2 型 糖 尿 病 に お い て 糖 代 謝 異 常 の 原 因 は 肥 満 に よ る イ ン

ス リ ン 抵 抗 性 で あ る と し て 、 減 量 を 中 心 に 生 活 習 慣 病 の 予 防 が 行

わ れ て い る 。 し か し な が ら 、 わ れ わ れ の 先 行 研 究 に お い て 2 , 3 )、
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グ ル コ ー ス 負 荷 後 高 血 糖 が 見 ら れ た 若 年 女 性 3 4 名 に 対 し て 、3 か

月 間 糖 質 を 3 食 と も 規 則 正 し く 一 定 量 摂 取 す る 介 入 試 験 を 行 い 、

7 5ｇ O G T T を 施 行 し た 。そ の 結 果 、消 化 管 ホ ル モ ン で あ る G L P - 1 分

泌 3 0 分 値 及 び 初 期 イ ン ス リ ン 分 泌 能 が 有 意 に 上 昇 し 、 血 糖 3 0 分

値 及 び 6 0 分 値 が 有 意 に 低 下 し 、 糖 代 謝 異 常 が 改 善 し た こ と を 明

ら か に し て い る 。一 方 、 2 1 名 の 被 験 者 に 対 し て 糖 質 エ ネ ル ギ ー 比

を 3 0％ に な る よ う に 設 定 し 、 3 食 の う ち 1 食 は 欠 食 す る 介 入 試 験

を 行 っ た 結 果 、 7 5 g O G T T に お け る イ ン ス リ ン 3 0 分 値 、イ ン ス リ ン

初 期 分 泌 値 が 有 意 に 低 下 し た こ と を 明 ら か に し て い る 。 こ れ ら を

考 慮 す る と 、 本 研 究 の 対 象 者 は B M I が 2 0 . 8±2. 7 ㎏ / d l と 肥 満 で

は な い こ と か ら 、 イ ン ス リ ン 抵 抗 性 を 原 因 と す る も の で な く 、 イ

ン ス リ ン 分 泌 機 能 低 下 が 原 因 で あ る と 推 測 で き る 。中 島 ら 1 0 ）は 、

血 中 か ら の ブ ド ウ 糖 の 消 失 に は 主 に 骨 格 筋 量 が 影 響 す る と し て 、

低 体 重 者 で は 一 般 に 体 脂 肪 が 占 め る 割 合 が 少 な く 、 体 重 の 絶 対 値

は 骨 格 筋 量 に 依 存 す る と 述 べ て い る 。 本 研 究 に お け る 1 4 0  ㎎ / d l

以 上 群 は B M I、体 重 に 差 は な く 、体 脂 肪 率 が 2 5 . 4±5 .4 %と 有 意 に

低 い こ と か ら 除 脂 肪 量 は 多 い と 考 え ら れ る 。 ま た 運 動 習 慣 に も 差

が 無 か っ た こ と か ら 、 本 研 究 結 果 に 骨 格 筋 量 が 影 響 し て い る 可 能

性 は 低 い と 考 え ら れ る 。  

食 生 活 に つ い て み る と 、 食 物 摂 取 頻 度 で は 糖 質 摂 取 量 に 有 意 差

は み ら れ な い も の の 、 2 時 間 値 が 1 4 0  m g / d l 以 上 で あ る 要 因 と し

て は 夕 食 を 食 べ て も 主 食 が な い こ と で あ っ た 。 一 方 、 1 時 間 値 が

1 8 0  m g / d l 以 上 で あ る 要 因 と し て は 夕 食 を 食 べ な い こ と が 要 因 で

あ る 点 に つ い て は 2 時 間 値 の 夕 食 を 食 べ て も 主 食 が な い こ と と 同

様 で あ っ た 。  
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2 時 間 値 が 1 4 0  m g / d l 以 上 で あ る 要 因 に つ い て 糖 質 の 摂 取 量 に

有 意 差 は な か っ た が 、 欠 食 を し て い る 人 、 し て い な い 人 で 主 食 か

ら の 糖 質 摂 取 量 を 比 較 し た と こ ろ 、夕 欠 食 あ り で 3 6 . 4ｇ 、夕 欠 食

な し で も 5 1 . 2ｇ と 少 な く 1 日 を 通 し て も 糖 質 の 摂 取 量 は 合 計

1 3 7 g (表 3 )で あ り 、 十 分 な 糖 質 を 摂 取 で き て い な い こ と が 明 ら か

と な っ た 。 夕 食 に 副 菜 を 摂 取 し た と し て も 、 主 食 と し て の 糖 質 の

摂 取 が 少 な い 食 生 活 を 継 続 す る こ と で 糖 質 摂 取 量 が 不 足 す る 。 前

述 の 通 り 、 慢 性 的 に 主 食 で 摂 取 す る 糖 質 が 不 足 し て い る 不 適 切 な

食 生 活 の 結 果 、 イ ン ス リ ン 分 泌 反 応 が 低 下 し 、 急 激 な 糖 質 の 摂 取

（ 糖 負 荷 ） に 対 応 が で き な く な り 、 血 糖 値 の 上 昇 に つ な が っ て い

る と 推 察 で き る 。  

M a r s h a l l ら 1 7 ） は 、 1 , 3 1 7 人 の 7 5 g O G T T と 食 事 調 査 か ら 判 断 し

た 食 習 慣 の 関 連 を 検 討 し 、 糖 尿 病 型 お よ び 耐 糖 能 異 常 型 の 正 常 型

に 対 す る オ ッ ズ 比 は 9 0 g /日 以 下 の 低 糖 質 摂 取 群 で そ れ ぞ れ 1 . 3 1

お よ び 1 . 4 8、 ま た 4 0 g /日 以 上 の 脂 質 摂 取 群 で そ れ ぞ れ 1 . 4 5 お よ

び 1 . 5 5 で あ り 、 低 糖 質 ・ 高 脂 質 食 は 2 型 糖 尿 病 の 発 症 に 関 与 し

て い る 可 能 性 が あ る と 結 論 づ け て い る 。 さ ら に 、 大 規 模 な 前 向 き

コ ホ ー ト 研 究 に よ る 習 慣 的 な 低 糖 質 食 の 影 響 に つ い て 、K o n i n g ら

1 8 ） は 、 4 0 , 4 7 5 人 を 対 象 と し た 研 究 で 、 タ ン パ ク 質 と 脂 質 を 動 物

性 食 品 か ら 摂 取 す る タ イ プ の 低 糖 質 食 は 2 型 糖 尿 病 の 発 症 リ ス ク

が 高 い と 報 告 し て い る 。 こ れ ら の 報 告 は 、 糖 質 摂 取 量 が 少 な い 群

に グ ル コ ー ス 負 荷 後 の 血 糖 上 昇 が み ら れ た わ れ わ れ の 介 入 研 究

に 似 て お り 、 低 糖 質 食 を 続 け る こ と が イ ン ス リ ン 分 泌 能 に 影 響 を

与 え 、 こ れ が 最 終 的 に 糖 尿 病 の 発 症 に 関 与 す る 可 能 性 も 否 定 で き

な い 。  
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ま た 、 本 研 究 は 、 こ れ ま で の わ れ わ れ の 介 入 研 究 2 , 3 ） と 先 行 研

究 1 7 , 1 8 )よ り 低 糖 質 食 を 続 け る こ と が イ ン ス リ ン 分 泌 能 を 低 下 さ

せ る こ と を 横 断 研 究 で 示 す も の に な っ た 。 今 後 は 、 低 糖 質 食 と な

る よ う な 不 適 切 な 食 生 活 を 続 け る こ と で イ ン ス リ ン 分 泌 が 低 下

す る か を 明 ら か に す る 介 入 研 究 に つ な が る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、

本 研 究 の 被 験 者 は 、 看 護 学 や 栄 養 学 を 学 習 し て い る 者 で あ り 、 一

般 の 若 年 女 性 に 比 べ る と 食 品 選 択 に つ い て バ イ ア ス が 発 生 し て

い る 可 能 性 は あ る が 、 ダ イ エ ッ ト 志 向 か ら 糖 質 を 制 限 す る 傾 向 は

多 く の 女 性 に み ら れ る こ と か ら 、 本 研 究 の 結 果 は 、 若 年 者 へ の 食

教 育 の 資 料 と し て 利 用 で き る 。  

現 代 社 会 で は 、 2 0 代 女 性 の や せ （ B M I＜ 1 8 . 5 ㎎ / d l） は 約 2 0％

と 高 い 値 が 約 1 0 年 続 い て い る 1 9 )。 若 年 女 性 の 痩 せ す ぎ は 適 切 な

栄 養 が 摂 取 さ れ て お ら ず 、本 人 の 健 康 へ の 影 響 2 0 )に 加 え 、痩 せ て

い る 状 態 で 妊 娠 し た 場 合 の 低 出 生 体 重 児 出 産 リ ス ク の 上 昇 な ど

の 次 世 代 の 健 康 へ の 影 響 2 1 )が 指 摘 さ れ て い る 。谷 内 2 2 )も 2 0 歳 時

の 低 い B M I が 妊 娠 糖 尿 病 発 症 リ ス ク に な る 可 能 性 を 示 唆 し て い る 。

米 国 の 大 規 模 コ ホ ー ト 研 究 で あ る N H S  I I の デ ー タ を 用 い た 研 究

2 3 , 2 4 )で は 、 低 炭 水 化 物 ス コ ア お よ び 高 動 物 性 タ ン パ ク 質 ・ 低 炭 水

化 物 ス コ ア の 増 加 は 妊 娠 糖 尿 病 リ ス ク の 増 加 や 出 産 後 の 2 型 糖 尿

病 リ ス ク の 増 加 を 報 告 し て い る 。さ ら に 、S i m i l a  ら 2 5 )は 、2 5 , 9 4 3

名 を 1 2 年 追 跡 し た コ ホ ー ト 研 究 に お い て 、 タ ン パ ク 質 と 脂 質 を

同 エ ネ ル ギ ー 量 の 炭 水 化 物 に 置 き 換 え た 場 合 、 糖 尿 病 の リ ス ク が

低 下 す る こ と を 示 し て い る 。 妊 娠 糖 尿 病 の 増 加 が 問 題 に さ れ る こ

と が 多 く な っ た 2 2 , 2 6 - 2 8 )現 代 に お い て 、 こ の よ う な 観 点 を も っ て 、

若 年 女 性 の 負 荷 後 高 血 糖 と 食 事 内 容 に つ い て 一 つ の 見 解 を 示 し
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た こ と は 非 常 に 意 義 が あ る 。 妊 娠 前 の 食 教 育 の 資 料 を 得 る た め の

更 な る 研 究 が 期 待 さ れ る 。  

以 上 の こ と か ら 、 若 年 女 性 に み ら れ る 夕 食 の 欠 食 や 主 食 を 食 べ

な い な ど の 不 適 切 な 食 生 活 は 、 習 慣 的 に 糖 質 摂 取 量 が 少 な く な り 、

こ れ が イ ン ス リ ン 分 泌 能 の 低 下 を 招 き 、 負 荷 後 高 血 糖 が 認 め ら れ

た と 推 測 さ れ た 。 将 来 の 健 康 維 持 と 次 世 代 に 影 響 を 及 ぼ さ な い よ

う に 、 若 年 女 性 に 適 切 な 食 生 活 を 教 育 す る 必 要 が あ る 。  

 

５ ． 結 論    

若 年 女 性 を 対 象 に 7 5 g O G T T を 行 っ た 結 果 、 約 4 割 に 負 荷 後 高 血

糖 が 認 め ら れ た 。 そ の 血 糖 上 昇 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 は 、 夕 食 を 欠

食 す る こ と や 夕 食 を 食 べ て も 主 食 が な い こ と に よ る 習 慣 的 に 少

な い 糖 質 摂 取 の 可 能 性 が あ る 。  
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2 2） 谷 内 洋 子 .若 年 期 の 低 B M I と 妊 娠 糖 尿 病 発 症 .糖 尿 病 と 妊 娠

2 0 1 2 ; 1 2 : 4 0 - 4 4 .  

2 3） W e i  B a o , K a t h e r i n e  B o e w r s , D e i r d r e  K  T o b i a s  e t  a l .  

P r e p r e g n a n c y  l o w - c a r b o h y d r a t e  d i e t a r y  p a t t e r n  a n d  r i s k  o f   

g e s t a t i o n a l  d i a b e t e s  m e l l i t u s . a  p r o s p e c t i v e  c o h o r t  s t u d y .   

A m  J  C l i n  N u t r  2 0 1 4 ; 9 9 : 1 3 7 8 - 1 3 8 4 .  

2 4） B a o  W ,  L i  S ,  C h a v a r r o  J E  e t  a l .  L o w  C a r b o h y d r a t e - D i e t  

S c o r e s  a n d  L o n g - t e r m  R i s k  o f  T y p e  2  D i a b e t e s  A m o n g  W o m e n  

W i t h  a  H i s t o r y  o f  G e s t a t i o n a l  D i a b e t e s  M e l l i t u s A  

http://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-10904750-Kenkoukyoku-Gantaisakukenkouzoushinka/kekkagaiyou.pdf
http://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-10904750-Kenkoukyoku-Gantaisakukenkouzoushinka/kekkagaiyou.pdf
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P r o s p e c t i v e  C o h o r t S t u d y . D i a b e t e s  C a r e  2 0 1 6 ; 3 9 : 4 3 - 4 9 .  

2 5） S i m i l a  M E ,  K o n t t o  J P ,  V a l s t a  L M  e t  a l .  C a r b o h y d r a t e  

s u b s t i t u t i o n  f o r  f a t  o r  p r o t e i n  a n d  r i s k  o f  t y p e  2  d i a b e t e s  

i n  m a l e  s m o k e r s . E u r  J  C l i n  N u t r 2 0 1 2 ; 6 6 : 7 1 6 - 2 1 .  

2 6） 菅 原 歩 美 ,谷 内 洋 子 ,曽 根 博 仁 .若 年 女 性 の や せ す ぎ の 現 状 と  

リ ス ク .日 本 医 事 新 報  2 0 1 2 ; 4 6 0 4 : 8 0 - 8 5 .  

2 7） 谷 内 洋 子 ,曽 根 博 仁 .妊 娠 中 の 母 体 血 糖 状 態 と 低 出 生 体 重 児 出

産 .糖 尿 病 と 妊 娠  2 0 1 5 ; 1 5 : 1 2 - 1 6 .  

2 8 )  久 保 田 君 枝 .妊 娠 中 の 栄 養 と こ ど も の 健 康 へ の 影 響 .日 本 臨

床 栄 養 学 会 雑 誌  2 0 1 7 ; 3 9 : 1 9 - 2 4 .  
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図１　75gOGTTにおけるPG、IRIおよびGLP-1の介入による変化（低値群）
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図２　75gOGTTにおけるPG、IRIおよびGLP-1の介入による変化
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表１-１）　75gOGTT 2時間値140 ㎎/dl以上と体格の関係

（単位） 140 ㎎/dl未満群 140 ㎎/dl以上群

体重 （ｋｇ） 51.9±8.1 52.4±6.9

体脂肪率 （％） 28.3±5.3      25.4±5.4***

BMI (kg/㎡） 20.7±2.9 20.8±2.4

平均±標準偏差　　 140 mg/dl未満群（121人）　　140 mg/dl以上群（75人）

***ｐ＜0.001 vs 140 ㎎/dl未満群　（Student's ｔ検定）

表１－２）　75gOGTT2時間値140㎎/dl以上と栄養摂取状況の関係

（単位） 140  ㎎/dl未満群 140  ㎎/dl以上群 （単位） 140  ㎎/dl未満群 140  ㎎/dl以上群

エネルギー摂取量 （kcal） 1732±446 1719±461 飽和脂肪酸摂取量 （ｇ） 14.3±6.1 14.9±5.7

エネルギー摂取量/体重 （kcal） 35±14 34±10 一価不飽和脂肪酸摂取量 （ｇ） 17.53±6.49 17.59±5.98

タンパク質摂取量 （g） 57.7±17.1 57.9±17.6 多価不飽和脂肪酸摂取量 （ｇ） 11.18±4.22 10.89±3.62

脂質摂取量 （g） 50.7±18.4 51.1±17.3 コレステロール摂取量 （mg） 320±180 300±150

糖質摂取量 （g） 250.8±70.9 245.5±65.8 食物繊維総量摂取量 （ｇ） 9.3±3.6 9.7±3.5

PFCタンパク質 （%） 13.3±2.0 13.4±1.6 食塩相当量摂取量 （ｇ） 6.5±2.3 6.5±2.3

PFC脂質 （%） 26.0±5.3 26.6±4.3

PFC炭水化物 （%） 60.7±6.7 59.9±5.5 主食芋摂取量 （ｇ） 570.9±191.6 532.4±162.6

カルシウム摂取量 （mg） 400±246 430±235 主食芋摂取量／総摂取量 （ｇ） 46.4±12.2 44.1±11.7

鉄摂取量 （mg） 6.4±2.1 6.4±2.1 主食芋摂取量／体重 （ｇ） 11.4±4.9 10.4±3.7

カリウム摂取量 （mg） 1747±675 1834±721 油脂摂取量 （ｇ） 18.2±10.8 18.0±7.1

マグネシウム摂取量 （mg） 190±63 193±65 大豆類摂取量 （ｇ） 37.5±39.6 40.8±64.0

亜鉛摂取量 （mg） 7.6±2.1 7.4±2.2 魚介類摂取量 （ｇ） 30.6±20.6 32.1±21.1

ビタミンA摂取量 （μｇ） 397±180 425±186 肉類摂取量 （ｇ） 53.5±24.7 55.9±26.1

レチノール摂取量 （μｇ） 210±110 210±110 卵類摂取量 （ｇ） 48.8±38.9 41.3±29.4

カロチン摂取量 （μｇ） 2200±1500 2500±1400 乳類摂取量 （ｇ） 130.9±192.2 137.4±179.6

ビタミンD摂取量 （μｇ） 4.9±3.2 5.0±3.3 緑黄色野菜摂取量 （ｇ） 73.3±88.1 98.6±88.9

ビタミンE摂取量 （mg） 6.0±2.5 6.3±2.5 淡色野菜摂取量 （ｇ） 76.9±40.8 73.1±35.6

ビタミンB1摂取量 （mg） 0.60±0.23 0.63±0.23 果物類摂取量 （ｇ） 73.0±88.1 83.0±84.1

ビタミンB2摂取量 （mg） 0.88±0.42 0.90±0.39 砂糖類摂取量 （ｇ） 4.0±4.6 3.4±2.9

ビタミンC摂取量 （mg） 61±35 70±42 菓子類ｇ摂取量 （ｇ） 154.2±222.0 111.1±110.4

食物摂取量は食物摂取頻度調査（FFQ）を用いて算出した 平均±標準偏差 140  ㎎/dl未満群(121人）140  ㎎/dl以上群（75人）

t検定
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表１－３）　75gOGTT2時間値140㎎/dl以上と食生活の関係

1 2 3 4 5 ｐ

朝食事を欠かさず食べる 140  ㎎/dl未満群 12（9.9） 4（3.3） 16（13.2） 17（14.0） 72（59.5） 0.068

140  ㎎/dl以上群 2（2.7） 3（4.0） 8（10.7） 10（13.3） 52（69.3）

朝主食を欠かさず食べる 140  ㎎/dl未満群 11（9.1） 2（1.7） 9（7.4） 9（7.4） 90（74.4） 0.984

140  ㎎/dl以上群 6（8.0.） 3（4.0） 5（6.7） 5（6.7） 56（74.7）

昼食事を欠かさず食べる 140  ㎎/dl未満群 1（0.8） 1（0.8） 3（2.5） 7（5.8） 109（90.1） 0.709

140  ㎎/dl以上群 2（2.7） 0（0.0） 1（1.3） 5（6.7） 67（89.3）

昼主食を欠かさず食べる 140  ㎎/dl未満群 1（0.8） 1（0.8） 4（3.3） 4（3.3） 111（91.7） 0.195

140  ㎎/dl以上群 1（1.3） 0（0.0） 6（8.0） 5（6.7） 63（84.0）

夕食事を欠かさず食べる 140  ㎎/dl未満群 2（1.7） 0（0.0） 4（3.3） 10（8.3） 105（86.8） 0.071

140  ㎎/dl以上群 3（4.0） 1（1.3） 5（6.7） 7（9.3） 59（78.7）

夕主食を欠かさず食べる 140  ㎎/dl未満群 6（5.0） 6（5.0） 11（9.1） 8（6.6） 90（74.4） 0.020

140  ㎎/dl以上群 9（12.0） 6（8.0） 11（14.7） 2（2.7） 47（62.7）

サプリメントの使用がある 140  ㎎/dl未満群 106（87.6） 11（9.1） 4（3.3） 0.152

140  ㎎/dl以上群 62（82.7） 6（8.0） 7（9.3）

乳酸菌食品を食べる 140  ㎎/dl未満群 17（14.0） 71（58.7） 33（27.3） 0.396

140  ㎎/dl以上群 11（14.7) 37（49.3） 27（36.0）

野菜の摂取状況 140  ㎎/dl未満群 6（5.0） 42（34.7） 54（44.6） 16（13.2） 3（2.5） 0.045

140  ㎎/dl以上群 0（0.0） 19（25.3） 41（54.7） 13（17.3） 2（2.7）

今日の便通状態 140  ㎎/dl未満群 0（0.0） 9（7.4） 79（65.3） 31（25.6） 2（1.7） 0.083

140  ㎎/dl以上群 0（0.0） 9（12.0） 52（69.3） 14（18.7） 0（0.0）

普段の便通状態 140  ㎎/dl未満群 0（0.0） 2（1.7） 82（67.8） 34（28.1） 3（2.5） 0.378

140  ㎎/dl以上群 0（0.0） 6(8.0） 46（61.3） 22（29.3） 1（1.3）

人（％），ｐ：コクラン・アーミテージ検定 140  ㎎/dl未満群(121人） 140  ㎎/dl以上群（75人）
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表２　ロジスティック回帰分析における2時間値140mg/dl以上に関連する要因

モデル１ モデル２

  オッズ比　 （95%CI）     　p  オッズ比　（95%CI）      　p

体脂肪率 0.900（0.848～0.955）　<0.001 0.895（0.842～0.951）　<0.001

夕主食を欠かさず食べる - 0.742（0.588～0.936）    0.012

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Logistic regression analysis）

モデル１：ダイエットの経験、運動習慣、家族歴、主食芋／総摂取量、体脂肪率
　　　　　 朝食事を欠かさず食べる、昼食事を欠かさず食べる、夕食事を欠かさず食べる
　　　　　 緑黄色野菜摂取量、淡色野菜摂取量で調整
モデル2：ダイエットの経験、運動習慣、家族歴、主食芋／総摂取量、体脂肪率
　　　　　 朝主食を欠かさず食べる、昼主食を欠かさず食べる、夕主食を欠かさず食べる
　　　　　 緑黄色野菜摂取量、淡色野菜摂取量で調整

表3　主食からの糖質摂取量

欠食なし 欠食あり ｐ値

朝食 37.1±15.4 27.8±16.4 ＜0.001

昼食 49.2±13.3 48.2±28.3 0.783

夕食 51.2±43.6 36.4±18.2 0.061

平均±標準偏差　（g） Student's t検定　

主食欠食あり 1：ほぼ毎日欠食～週1回程度欠食

主食欠食なし 5：ほとんど欠食しない
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第 ４ 章   妊 娠 時 の G l u c o s e  c h a l l e n g e  t e s t 陽 性 に 影 響 を  

及 ぼ す 食 生 活 の 要 因  

 

１ ． 序 論  

わ が 国 は 、 少 子 高 齢 化 、 単 身 世 帯 の 増 加 、 食 の 外 部 化 に よ っ て

食 生 活 ス タ イ ル は 多 様 化 し て い る 。 そ の た め 、 米 飯 を 中 心 に 魚 や

肉 、 野 菜 、 海 藻 な ど 多 彩 な お か ず を 組 み 合 わ せ て 食 べ る 日 本 食 は

洋 食 化 お よ び 簡 便 化 し 、 油 脂 類 の 増 加 、 米 摂 取 量 の 減 少 な ど 伝 統

的 な 食 文 化 は 衰 退 し て い る 1 ）。ま た 、生 活 者 ア ン ケ ー ト に よ れ ば 、

バ ラ ン ス の と れ た 食 生 活 を 実 践 し て い る と 答 え た 人 の 割 合 は 高

齢 者 ほ ど 高 く 2 ）、平 成 2 7 年 度 国 民 健 康・栄 養 調 査 に よ る と 、若 い

世 代 ほ ど 栄 養 素 摂 取 バ ラ ン ス に 課 題 が あ る こ と が 報 告 さ れ た 3 ）。

さ ら に 、 日 本 人 の 女 性 は 痩 身 願 望 が 強 く 、 過 度 の ダ イ エ ッ ト が 若

年 層 で 社 会 現 象 化 し て お り 、 特 に 最 近 で は 、 糖 質 制 限 ダ イ エ ッ ト

が 注 目 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 痩 身 願 望 に よ る ダ イ エ ッ ト か ら 栄

養 素 バ ラ ン ス の 不 均 衡 、 食 行 動 の 異 常 、 健 康 不 良 の 自 覚 症 状 の 出

現 も 報 告 さ れ て い る 4 - 7 )。  

 一 方 、平 成 2 8 年 度 国 民 健 康・栄 養 調 査 8 ） に よ る と 、女 性 の「 糖

尿 病 が 強 く 疑 わ れ る 者 」 の 割 合 は 、 全 女 性 人 口 の 9 . 2％ と 増 加 し

て い る 。 糖 尿 病 で な い 健 康 な 女 性 で あ っ て も 、 妊 娠 時 は イ ン ス リ

ン 抵 抗 性 の 増 大 の た め に 一 過 性 に 糖 代 謝 異 常 が 出 現 す る 場 合 が

あ り 、 こ の こ と は 広 く 知 ら れ て い る 9 - 1 1 ）。 日 本 に お い て 女 性 の 晩

婚 化 、晩 産 化 に 伴 っ て 3 0 歳 代 の 出 産 率 が 上 昇 傾 向 に な っ て い る 。

加 齢 に 伴 い 耐 糖 能 が 低 下 す る こ と は 既 に 報 告 さ れ て お り 1 2 , 1 3 ）、村

中 ら 1 4 ） は 妊 娠 糖 尿 病 に お け る 調 査 に お い て 、 妊 娠 糖 尿 病 と 診 断
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さ れ た 割 合 が 全 体 で は 1 3 . 0％ 、 2 0 歳 代 で は 1 割 以 下 で あ り 、 3 0

～ 3 4 歳 で 1 3 . 1％ 、 3 5 歳 以 上 3 9 歳 ま で で 1 7 . 3％ 、 4 0 歳 以 上 で

2 1 . 2％ で あ っ た と 報 告 し て い る 。 従 来 は 、 妊 娠 前 に 発 症 し た 糖 尿

病 も 含 ま れ て い た が 、 一 般 的 な 糖 尿 病 と 区 別 し て 診 断 基 準 を 変 更

す る こ と で 軽 い 高 血 糖 の 妊 婦 に も 治 療 を 促 し 、 こ れ ら の 危 険 性 が

減 少 す る と 報 告 さ れ 1 5 )、 診 断 基 準 1 6 )が 改 定 さ れ た 。 糖 代 謝 異 常

を 認 め る 妊 娠 で は 、 正 常 妊 娠 と 比 較 し て 母 児 合 併 症 の リ ス ク が 高

く な り 、 妊 娠 高 血 圧 症 候 群 、 流 産 、 早 産 、 羊 水 過 多 や 胎 児 死 亡 、

先 天 異 常 な ど の 危 険 性 が 高 く な る こ と が 示 さ れ て い る 1 7 ）。こ れ ら

の リ ス ク は 妊 娠 時 の 体 重 増 加 量 や 生 活 習 慣 を 調 整 す る こ と で 低

減 す る と 報 告 さ れ て い る 1 8 )が 、こ の よ う な 加 齢 以 外 の 要 因 に つ い

て は ほ と ん ど 検 討 さ れ て い な い 。  

一 方 、 わ れ わ れ の 先 行 研 究 で は 、 若 年 女 性 に 糖 代 謝 異 常 が 多 く

認 め ら れ る こ と を 報 告 し 1 9 )、そ の 要 因 に つ い て 日 常 の 食 生 活 お よ

び 活 動 量 と の 関 連 か ら 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 夕 食 を 欠 食 す る こ と

や 夕 食 を 食 べ て も 主 食 が な い 食 生 活 ス タ イ ル が そ の 要 因 で あ っ

た 2 0 ）。ま た 、糖 代 謝 異 常 が み ら れ る 女 子 大 学 生 に 適 切 な 量 の 糖 質

を 摂 取 さ せ る 3 ヶ 月 の 介 入 試 験 に よ っ て 、 イ ン ス リ ン 分 泌 能 が 改

善 さ れ る こ と を 明 ら か に し 、 さ ら に 健 康 な 女 子 大 学 生 が 3 か 月 間

の 糖 質 制 限 を 行 う と イ ン ス リ ン 分 泌 能 は 低 下 す る こ と を 明 ら か

に し た 2 1 , 2 2 ）。  

以 上 の こ と よ り 、 妊 娠 前 の 不 適 切 な 食 生 活 が イ ン ス リ ン 分 泌 能

を 低 下 さ せ 、 こ れ が 妊 娠 中 の 糖 代 謝 異 常 に 関 与 し て い る 可 能 性 が

考 え ら れ る 。 そ こ で 、 妊 婦 を 対 象 に 、 過 去 の 食 生 活 ス タ イ ル と 糖

代 謝 異 常 の 関 連 に つ い て 検 討 し た 。  
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２ ． 方 法  

１ ） 対 象  

第 1 子 妊 娠 に 伴 い Ａ 病 院 を 受 診 し た 妊 娠 初 期 （ 妊 娠 ７ ～ 9 週 ）

の 妊 婦 2 1 5 名 を 対 象 に し た 。 こ の う ち 、 ア ン ケ ー ト の 記 載 が な い

者 、 診 療 録 の 内 容 お よ び 検 査 結 果 等 が 不 備 の 者 を 除 い た 1 9 5 名 を

解 析 対 象 と し た 。  

 

２ ） 食 生 活 と 活 動 量 調 査  

研 究 開 始 時 に 、 体 組 成 の 測 定 、 骨 密 度 の 測 定 お よ び 日 常 生 活 習

慣 に 関 す る ア ン ケ ー ト を 行 っ た 。 体 組 成 は 自 動 身 長 計 付 き 体 組 成

計 T B F - 2 1 0（ T A N I T A） を 用 い て 測 定 し た 。 骨 密 度 に つ い て は 、 超

音 波 骨 評 価 装 置 A O S - 1 0 0 S A（ 日 立 製 作 所 社 製 ）を 用 い て 測 定 し た 。

日 常 の 生 活 に つ い て は 、 生 活 習 慣 に 関 す る ア ン ケ ー ト を 作 成 し 、

以 下 の 項 目 に つ い て 自 記 式 調 査 を 行 っ た 。 2 0 歳 の 頃 の 食 生 活 は

「 １ ： 規 則 正 し い 食 生 活 を し て い た 」 「 ２ ： バ ラ ン ス を 考 え て 食

べ て い た 」 「 ３ ： 欠 食 が 多 か っ た 」 「 ４ ： 主 食 を 抜 く こ と が 多 か

っ た 」 「 ５ ： 外 食 が 多 か っ た 」 「 ６ ： 単 品 メ ニ ュ ー が 多 か っ た 」

「 ７：食 事 に 興 味 が な か っ た 」「８：ダ イ エ ッ ト ば か り し て い た 」

の 8 項 目 に つ い て 複 数 回 答 で 確 認 し た 。  

日 々 の 食 生 活 に つ い て は 、 毎 食 そ れ ぞ れ に つ い て 「 １ ： ほ ぼ 毎

日 欠 食 」 「 ２ ： 週 4 , 5 回 欠 食 」 「 ３ ： 週 2 , 3 回 欠 食 」 「 ４ ： 週 1

回 欠 食 」 「 ５ ： 欠 か さ ず 食 べ る 」 の 5 段 階 で 確 認 し た 。 毎 食 の 主

食 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ 「 １ ： ほ と ん ど 食 べ な い 」 「 ２ ： 週 4 , 5

回 食 べ な い 」 「 ３ ： 週 2 , 3 回 食 べ な い 」 「 ４ ： 週 1 回 食 べ な い 」
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「 ５ ： 欠 か さ ず 食 べ る 」 の 5 段 階 と し た 。 外 食 は 、 「 １ ： ほ ぼ 毎

日 」「 ２ ： 週 4 , 5 回 」「 ３ ： 週 2 , 3 回 」「 ４ ： 週 1 回 程 度 」「 ５ ：

ほ と ん ど し な い 」 の 5 段 階 と し た 。 ま た 、 食 事 の バ ラ ン ス に つ い

て は 「 （ 主 食 ・ 主 菜 ・ 副 菜 が ） １ ： 揃 っ て い な い 」 「 ２ ： ど れ か

が 欠 け る 」 「 ３ ： 揃 う 」 の 3 段 階 で 確 認 し た 。 食 事 に 関 す る 考 え

に つ い て は 、 食 事 は 大 切 だ と 思 う か 、 栄 養 は 大 切 だ と 思 う か 、 栄

養 素 の 知 識 が あ る か 、 好 き 嫌 い は あ る か に つ い て は 直 線 の 上 に 斜

線 を 入 れ る V A S 法 を 用 い て 調 査 し た 。 直 線 の 左 端 「 全 く 思 わ な い

（ 0％ ） 」 か ら 右 端 「 と て も 思 う （ 1 0 0％ ） と し た 。 ダ イ エ ッ ト 経

験 に つ い て は 、 「 １ ： な い 」 「 ２ ： あ る 」 の 2 段 階 と し 、 あ る 場

合 に は 期 間 や 方 法 、 減 量 し た 体 重 に つ い て 確 認 し た 。 サ プ リ メ ン

ト の 使 用 状 況 は 、 「 １ ： 使 用 し て い な い 」 「 ２ ： 使 用 し て い た 」

の ２ 段 階 、 運 動 習 慣 に つ い て は 、 「 １ ： な い 」 「 ２ ： あ る 」 の 2

段 階 と し 、 あ る 場 合 に は 時 間 や 方 法 に つ い て 確 認 し た 。 ま た 栄 養

摂 取 量 調 査 に は 、 食 物 摂 取 頻 度 調 査 （ F o o d  F r e q u e n c y  

Q u e s t i o n n a i r e： F F Q  シ ス テ ム サ プ ラ イ 社 ： 食 物 摂 取 頻 度 解 析 シ

ス テ ム V e r . 5） に よ る 食 事 調 査 2 3 , 2 4 )を 実 施 し た 。  

 

３ ） G l u c o s e  c h a l l e n g e  t e s t（ G C T）  

 糖 代 謝 異 常 妊 娠 の ス ク リ ー ニ ン グ と 診 断 を 目 的 に 、 A 病 院 の 通

常 の 診 療 方 針 に 従 っ て 以 下 の 二 段 階 法 で 行 っ た 。  

( 1 )妊 娠 初 期（ 7 週 ～ 9 週 ）に 空 腹 時 血 糖 測 定 を 実 施 し 、1 1 0  ㎎ / d l  

以 上 で あ れ ば 1 2 週 で 結 果 を 説 明 し 、 1 6 週 で 7 5 g 経 口 糖 負 荷 試

験（ O G T T）を 実 施 す る 。1 4 0～ 1 9 9 ㎎ / d l の 場 合 は 7 5 g O G T T と H b A 1 c
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の 測 定 を 検 討 す る 。2 0 0 ㎎ / d l 以 上 の 場 合 に は 7 5 g O G T T と H b A 1 c

の 測 定 ま た は 専 門 医 へ の 紹 介 を 検 討 す る 。  

 ( 2 )妊 娠 中 期 （ 2 4 週 ～ 2 8 週 ） に 5 0 g  G C T を 施 行 し 、 そ の 結 果 に

つ い て 産 婦 人 科 ガ イ ド ラ イ ン （ 糖 尿 病 の 判 定 基 準 ） 1 6 )を 基 に 評

価 し 、 1 時 間 値 が 1 4 0 ㎎ / d l 以 上 を 陽 性 と し た 。  

こ の ス ク リ ー ニ ン グ が 陽 性 で あ っ た 妊 婦 に は 糖 尿 病 の 診 断 検

査 で あ る 7 5 g O G T T を 行 っ た 。 な お 、 空 腹 時 血 糖 値 が 1 2 6 ㎎ / d l 以

上 の 場 合 は 7 5 g  O G T T は 行 わ ず 、 「 妊 娠 中 に 合 併 し た 明 ら か な 糖

尿 病 」 の 可 能 性 あ り と 診 断 し た 。 ま た 、 随 時 血 糖 値 が 2 0 0 ㎎ / d l

以 上 も し く は 5 0 g  G C T の 1 時 間 値 が 2 0 0 ㎎ / d l 以 上 の 場 合 に は 、

7 5 g O G T T は 行 わ ず 、 「 妊 娠 中 に 合 併 し た 明 ら か な 糖 尿 病 」 の 可 能

性 あ り と 診 断 し た 。  

他 の 一 般 血 液 生 化 学 検 査 （ 白 血 球 ・ 赤 血 球 ・ ヘ モ グ ロ ビ ン ・ ヘ

マ ト ク リ ッ ト ・ 血 小 板 ・ グ リ コ ヘ モ グ ロ ビ ン A 1 c〔 H b A 1 c〕） に つ

い て は 、 診 療 録 の デ ー タ を 用 い た 。  

 

４ ） 統 計 解 析  

統 計 解 析 は E Z R  v e r s i o n  1 . 3 7 を 使 用 し た 。 B M I、 体 脂 肪 率 、 家

族 歴 、 生 活 習 慣 、 食 生 活 の 関 連 に つ い て 、 5 0 g  G C T  1 時 間 値 が 1 4 0  

m g / d l 以 上 と 1 4 0  m g / d l 未 満 の 2 群 間 で 平 均 値 の 差 は S t u d e n t ' s  

ｔ 検 定 、 M a n n - W h i t n e y 検 定 お よ び 頻 度 の 差 は χ 2 検 定 、 F i s h e r の

正 確 検 定 を 用 い て 比 較 し た 。さ ら に 、5 0 g  G C T  1 時 間 値 が 1 4 0  m g / d l

以 上 に 関 連 す る 要 因 を 検 討 す る た め に ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析

を 行 っ た 。  

5 0 g  G C T の  1 時 間 値 1 4 0 ㎎ / d l 以 上 群 は 1 4 0  m g / d l 未 満 群 に 比
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較 し て 有 意 に 平 均 年 齢 が 高 か っ た た め 、年 齢 を 3 区 分（ 2 9 歳 以 下 、

3 0 歳 以 上 3 5 歳 未 満 お よ び 3 5 歳 以 上 ）し 、食 物 摂 取 頻 度 お よ び 食

生 活 習 慣 に つ い て 3 群 間 の 平 均 値 の 差 は 分 散 分 析 の 後 、

T u k e y - K r a m e r 検 定 を 用 い て 多 重 比 較 に よ り 検 討 し た 。危 険 率 5  ％

以 下 を 有 意 と し た 。 さ ら に 、 3 0 歳 以 上 の 妊 婦 を 対 象 に 5 0 g  G C T  1

時 間 値 が 1 4 0  m g / d l 以 上 に 関 連 す る 要 因 を 検 討 す る た め に ロ ジ ス

テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 行 っ た 。  

 

５ ） 倫 理 的 配 慮  

本 研 究 は 名 古 屋 学 芸 大 学 研 究 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を 得 て 実

施 し た （ 承 認 番 号 ： 2 3 7）。 研 究 の 目 的 、 内 容 に つ い て 説 明 書 を 用

い て 詳 し く 説 明 し 、 文 書 に て 同 意 を 得 ら れ た 者 の み 対 象 者 と し た 。 

 

３ ． 結 果   

１ ） 対 象 者 の 属 性  

 対 象 者 の 一 般 属 性 を 表 1 に 示 す 。 平 均 年 齢 は 2 9 . 8±4 . 5 歳 、 平

均 B M I は 1 9 . 9±2 .7  ㎏ /㎡ 、 体 脂 肪 率 は 2 9 . 6±4. 8 ％ と 標 準 的 な

体 格 で あ っ た 。 ま た 、 初 診 時 （ 9～ 1 2 週 ） の 空 腹 時 血 糖 値 は 7 8 . 1

±1 1. 5 m g / d l と 正 常 範 囲 で あ っ た 。2 4 週 の 5 0 g  G C T  は 1 0 8 . 3±26 .7  

m g / d l で あ っ た 。音 響 的 骨 評 価 値（ O S I）に つ い て は 、骨 粗 鬆 症 財

団 の 骨 粗 鬆 症 予 防 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ 2 5 , 2 6 )に よ っ て 定 め ら れ て

い る 指 標 以 下 の 妊 婦 が 3 1 名 （ 1 5 . 9％ ） 存 在 し た 。  

 

２ ） 初 診 時 空 腹 時 血 糖 値 お よ び 5 0 g  G C T  1 時 間 値 の 結 果  

初 診 時 空 腹 時 血 糖 値 お よ び 5 0 g  G C T  の 結 果 を 表 2 に 示 す 。 初 診
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時 空 腹 時 血 糖 は 、 正 常 型 で あ る 1 1 0  ㎎ / d l 未 満 の 対 象 者 は 1 8 4 名

（ 9 7 . 4  ％ ） で 、 1 1 0 ㎎ / d l 以 上 は 1 4 0 ㎎ / d l 以 上 を 含 め て 5 名

（ 2 . 6  ％ ） で あ っ た 。 事 情 に よ り 6 名 の 患 者 は 該 当 期 間 中 に 測 定

で き な か っ た 。  

5 0 g  G C T  1 時 間 値 の 結 果 は 、 産 婦 人 科 診 療 ガ イ ド ラ イ ン に よ る

妊 婦 の 糖 代 謝 異 常 ス ク リ ー ニ ン グ の 指 標 に 基 づ き 1 4 0  ㎎ / d l 以 上

を 陽 性 と し て 分 類 し た と こ ろ 、1 4 0  ㎎ / d l 未 満 は 1 6 9 名（ 8 6 . 7％ ）、

1 4 0  ㎎ / d l 以 上 の 陽 性 者 は 2 6 名 （ 1 3 . 3％ ） 存 在 し た 。 こ の う ち 、

実 際 に 7 5 g  O G T T を 実 施 し て い る も の は 2 3 名 で 、 妊 娠 糖 尿 病 は 5

名 、 妊 娠 時 に 診 断 さ れ た 明 ら か な 糖 尿 病 は 0 名 で あ っ た 。  

 

３ ） 5 0 g  G C T  1 時 間 値 と 体 格 お よ び 生 活 習 慣 の 関 係  

 5 0 g  G C T  1 時 間 値 に よ り 1 4 0  ㎎ / d l 未 満 群 と 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 群

の 2 群 に 分 け 、 体 格 （ 体 重 、 筋 肉 量 、 体 脂 肪 率 、 B M I）、 年 齢 、 初

診 時 空 腹 時 血 糖 、 お よ び 骨 密 度 （ 音 響 的 骨 評 価 値 ： O S I） に つ い

て 比 較 検 討 し た 。 5 0 g  G C T  1 時 間 値 1 4 0  m g / d l 以 上 群 で は 、 年 齢

が 3 1 . 8±3. 6 歳 と 1 4 0 ㎎ / d l 未 満 群 と 比 較 し て 有 意 に 高 か っ た 。

体 格 、 初 診 時 空 腹 時 血 糖 、 食 事 に 関 す る 考 え に は 有 意 な 差 は 認 め

な か っ た （ 表 ３ ）。 ま た 、 骨 密 度 に も 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ

た 。  

 日 常 活 動 は 、 座 っ て い る こ と が 多 い 者 は 1 4 0  m g / d l 以 上 群 で 明

ら か に 多 か っ た 。 一 方 で 、 ダ イ エ ッ ト の 経 験 や サ プ リ メ ン ト の 使

用 、 運 動 習 慣 に つ い て は 明 ら か な 差 は 無 か っ た （ 表 ４ ）。  

  

４ ） 5 0 g  G C T  1 時 間 値 と 食 習 慣 の 関 係  
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5 0 g  G C T  1 時 間 値 に よ り 1 4 0  ㎎ / d l 未 満 群 と 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 群

の 2 群 に 分 け 、 食 事 に 関 す る 考 え （「 食 事 は 大 切 だ と 思 う 」、「 栄

養 は 大 切 だ と 思 う 」、「栄 養 素 の 知 識 が あ る 」、「好 き 嫌 い は な い 」）、

お よ び 食 生 活 （「 朝 食 事 を し な い 時 が あ る 」、「 昼 食 事 を し な い 時

が あ る 」、「夕 食 事 を し な い 時 が あ る 」）に つ い て 、主 食 の 摂 取（「 朝

主 食 が な い 時 が あ る 」、「 昼 主 食 が な い 時 が あ る 」、「 夕 主 食 が な い

時 が あ る 」） に つ い て 、 食 事 の バ ラ ン ス （「 朝 主 食 ・ 主 菜 ・ 副 食 が

そ ろ う 」「 昼 主 食 ・ 主 菜 ・ 副 食 が そ ろ う 」、「 夕 主 食 ・ 主 菜 ・ 副 食

が そ ろ う 」） に つ い て 比 較 検 討 し た 。 1 4 0  m g / d l 以 上 群 で は 、 朝 の

外 食 頻 度 に つ い て 、 4 . 6±0. 8 と 1 4 0  m g / d l 以 下 群 に 比 べ て 有 意 に

少 な っ た 。 食 事 に 関 す る 考 え 、 栄 養 素 の 知 識 に は 有 意 な 差 は 認 め

な か っ た （ 表 ５ ）。  

 

５ ） 5 0 g  G C T  1 時 間 値 と 栄 養 摂 取 状 況  

5 0 g  G C T１ 時 間 値 に よ り 1 4 0  ㎎ / d l 未 満 群 と 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 群

の 2 群 に 分 け 、 栄 養 摂 取 状 況 を 比 較 し た と こ ろ 、 1 4 0  ㎎ / d l 以 上

群 に お い て エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、 糖 質 摂 取 量 、 亜 鉛 の 摂 取 量 、 食 塩

相 当 量 が 有 意 に 少 な く 、 ま た 食 品 群 で は 主 食 芋 の 摂 取 量 、 魚 介 の

摂 取 量 お よ び 淡 色 野 菜 の 摂 取 量 が 有 意 に 少 な か っ た 。（ 表 ６ ）。  

 

６ ） 5 0 g  G C T  1 4 0 ㎎ / d l 以 上 に 関 連 す る 要 因  

 1 4 0 ㎎ / d l 以 上 群 で あ る こ と に つ い て 、 B M I 指 数 、運 動 習 慣 、糖

尿 病 の 家 族 歴 、 妊 娠 前 の 朝 食 事 を 欠 か さ ず 食 べ る 、 妊 娠 前 の 昼 食

事 を 欠 か さ ず 食 べ る 、 妊 娠 前 の 夕 食 事 を 欠 か さ ず 食 べ る （ 欠 食 は

１ ： ほ ぼ 毎 日  ２ ： 週 4， 5 回  ３ ： 週 2， 3 回  4： 週 1 回 程 度  
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５ ： ほ と ん ど な い と 評 価 し た ）、 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、 主 食 芋 の 摂

取 量 、 糖 質 摂 取 量 、 淡 色 野 菜 摂 取 量 、 日 常 活 動 で 座 っ て い る こ と

が 多 い で 調 整 し て ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 行 っ た （ モ デ ル １ ）。

そ の 結 果 、 年 齢 の オ ッ ズ 比 は 1 . 2 2 0（ 9 5％ C I 1 . 0 7 0 - 1 . 3 9 0）、 淡 色

野 菜 摂 取 量 の オ ッ ズ 比 は 0 . 9 5 6（ 9 5％ C I  0 . 9 2 5 - 0 . 9 8 9）、「日 常 生

活 で 座 っ て い る こ と が 多 い 」 の オ ッ ズ 比 は 0 . 0 4 8（ 9 5％ C I  

0 . 0 0 5 - 0 . 4 5 7） で あ り 、 年 齢 、 日 常 生 活 で 座 っ て い る こ と が 多 い

こ と 、淡 色 野 菜 の 摂 取 量 が 少 な い こ と が 要 因 で あ っ た 。ま た 、「食

事 を 欠 か さ ず 食 べ る 」 を 「 主 食 を 欠 か さ ず 食 べ る 」 に 変 更 し て ロ

ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 行 っ た （ モ デ ル ２ ）。 そ の 結 果 、 年 齢 の

オ ッ ズ 比 は 1 . 2 4 0（ 9 5％ C I  1 . 0 9 0 - 1 . 4 2 0）、 淡 色 野 菜 摂 取 量 の オ ッ

ズ 比 は 0 . 9 5 3（ 9 5％ C I  0 . 9 2 1 - 0 . 9 8 7）、「日 常 生 活 で 座 っ て い る こ

と が 多 い 」の オ ッ ズ 比 は 0 . 0 4 6 2（ 9 5％ C I  0 . 0 0 5 - 0 . 4 4 2）で あ り 、

年 齢 、 日 常 生 活 で 座 っ て い る こ と が 多 い こ と 、 淡 色 野 菜 の 摂 取 量

が 少 な い こ と が 要 因 で あ っ た 。（ 表 7）  

 

７ ） 年 齢 層 別 に よ る 食 生 活 ・ 栄 養 摂 取 量 の 比 較  

5 0 g  G C T の 結 果 に は 年 齢 に よ っ て 差 が 認 め ら れ た た め 、 対 象 者

の 年 齢 を 3 0 歳 未 満 、 3 0 歳 ～ 3 5 歳 未 満 お よ び 3 5 歳 以 上 の 3 群 に

分 け て 、 食 生 活 に つ い て み た と こ ろ 、 5 0 g  G C T  1 時 間 値 は 3 5 歳 以

上 が 最 も 高 か っ た 。「 栄 養 の 知 識 が あ る 」 に つ い て も 3 5 歳 以 上 が

最 も 高 く 、食 事 の バ ラ ン ス で は い ず れ も 有 意 差 は な か っ た が 、「夕

食 の 主 食 が な い 時 が あ る 」は 3 5 歳 以 上 の 人 で 有 意 に 多 か っ た（ 表

８ ）。  

ま た 、 食 物 摂 取 頻 度 を 比 較 し た と こ ろ 、 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、 糖
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質 、 タ ン パ ク 質 、 脂 質 、 主 食 芋 の 摂 取 量 に 差 は 見 ら れ な か っ た 。

魚 介 の 摂 取 量 が 3 5 歳 以 上 で 有 意 に 高 く 、カ リ ウ ム 、 P F C タ ン パ ク

質 も 高 い 傾 向 に あ っ た （ 表 ９ ）。  

 

８ ） 3 0 歳 以 上 妊 婦 の 5 0 g  G C T  1 時 間 値 1 4 0 ㎎ / d l 以 上 に 関 連 す る

要 因  

 妊 娠 糖 尿 病 の 実 態 を 調 査 し た 報 告 1 4 ） に お い て 、 妊 娠 糖 尿 病 は

2 0 代 で 1 0％ 未 満 、3 0 歳 以 上 は 1 0％ 以 上 で あ っ た と 述 べ ら れ お り 、

本 研 究 に お い て も 年 齢 が 高 い ほ ど 5 0 g  G C T  1 時 間 値 が 高 か っ た 。

そ こ で 3 0 歳 以 上 を 対 象 と し て 、 5 0 g  G C T 陽 性 に 関 連 す る 要 因 に つ

い て 検 討 し た（ 表 1 0）。1 4 0 ㎎ / d l 以 上 群 で あ る こ と に つ い て 、B M I

指 数 、 運 動 習 慣 、 糖 尿 病 の 家 族 歴 、 妊 娠 前 の 朝 食 事 を 欠 か さ ず 食

べ る 、 妊 娠 前 の 昼 食 事 を 欠 か さ ず 食 べ る 、 妊 娠 前 の 夕 食 事 を 欠 か

さ ず 食 べ る 、 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、 主 食 芋 の 摂 取 量 、 糖 質 摂 取 量 、

緑 野 菜 摂 取 量 、 淡 色 野 菜 摂 取 量 、 日 常 活 動 で 座 っ て い る こ と が 多

い で 調 整 し て ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 行 っ た （ モ デ ル １ ）。 そ

の 結 果 、 主 食 芋 の 摂 取 量 の オ ッ ズ 比 は 0 . 9 9 1（ 9 5％ C I  

0 . 9 8 3 - 0 . 9 9 9） で あ り 、 主 食 芋 の 摂 取 量 が 少 な い こ と が 要 因 で あ

っ た 。 ま た 、「 食 事 を 欠 か さ ず 食 べ る 」 を 「 主 食 を 欠 か さ ず 食 べ

る 」 に 変 更 し て ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 行 っ た （ モ デ ル ２ ）。

そ の 結 果 、 主 食 芋 の 摂 取 量 の オ ッ ズ 比 は 0 . 9 9 0（ 9 5％ C I  

0 . 9 8 2 - 0 . 9 9 9） で あ り 、 主 食 芋 の 摂 取 量 が 少 な い こ と が 要 因 で あ

っ た 。 ま た 日 常 で 座 っ て い る こ と が 多 い こ と は 、 ど ち ら の モ デ ル

に お い て も 1 4 0 ㎎ / d l 以 上 群 に な る 要 因 で あ っ た 。  
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４ ． 考 察   

本 研 究 で は 、 第 1 子 妊 娠 に 伴 い 受 診 し た 妊 娠 初 期 の 妊 婦 を 対 象

に G C T 陽 性 と な る 要 因 に つ い て 検 討 し た と こ ろ 、 年 齢 が 高 い こ と

と 日 常 で 座 っ て い る こ と が 多 い こ と で あ っ た 。 さ ら に 、 エ ネ ル ギ

ー 摂 取 量 や 主 食 芋 摂 取 量 が 少 な く 全 体 的 に 糖 質 の 摂 取 が 少 な い

傾 向 が あ っ た 。  

本 研 究 の 対 象 者 の 体 格 は 、 身 長 1 5 8 . 1±5 .4 c m、 体 重 4 9 . 8±6 .3  

㎏ 、 平 均 B M I は 2 1 . 0±1 4 .6  ㎏ /㎡ と 平 成 2 9 年 度 国 民 健 康 ・ 栄 養

調 査 報 告 2 7 ） と 比 較 し て 体 重 、B M I と も に 若 干 少 な い が 、大 き な 違

い は な く 、 日 本 の 若 い 女 性 の 全 体 像 を 表 し て い る と 考 え ら れ る 。 

本 研 究 で は 1 9 5 名 の う ち 1 3 . 4％ の 対 象 者 が G C T 陽 性 で あ っ た 。

日 本 糖 尿 病 ・ 妊 娠 学 会 は 2 0 1 0 年 に 国 際 基 準 に 沿 う 形 で 診 断 基 準

を 厳 格 化 し 、 2 0 1 5 年 に は 関 連 学 会 と 基 準 を 統 一 し た 。 そ の 結 果 、

妊 娠 糖 尿 病 の 頻 度 は 約 1 0％ と な り 以 前 の 約 4 倍 に な っ た 2 8 ）。 患

者 数 が 増 加 し た 要 因 と し て 基 準 が 厳 格 化 し た こ と は も ち ろ ん で

あ る が 、 社 会 で 活 躍 す る 女 性 が 増 え 、 晩 婚 、 晩 産 に 伴 っ て 妊 娠 糖

尿 病 は 増 加 し て い る と も 考 え ら れ る 。本 研 究 で は 約 1 3％ の 対 象 者

が G C T 陽 性 の 結 果 と な っ て お り 、村 中 ら 1 4 )の 妊 娠 糖 尿 病 の 実 態 調

査 報 告 に お い て 述 べ ら れ て い る 「 2 0 代 で 1 0％ 未 満 、 3 0 歳 以 上 は

1 0％ 以 上 」 と の 報 告 を 裏 付 け る 形 と な っ た 。 し か し 、 体 格 は 標 準

的 で あ り 、 遺 伝 的 素 因 と の 関 連 は 認 め ら れ な か っ た 。 5 0 g  G C T  陽

性 と な っ た 群 に つ い て 食 習 慣 を 見 て み る と 食 事 に 対 す る 考 え 方

や 食 事 の 欠 食 、 主 食 を 抜 く な ど の 食 生 活 ス タ イ ル で 差 は 見 ら れ な

か っ た 。 し か し 、 栄 養 摂 取 状 況 を 見 て み る と 主 食 芋 を は じ め と す

る 糖 質 の 摂 取 量 が 有 意 に 少 な か っ た 。  
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 一 方 、 5 0 g  G C T  1 時 間 値 は 3 5 歳 以 上 群 で 最 も 高 く な っ た 。 こ れ

は 加 齢 に 伴 っ て 内 分 泌 機 能 と し て の 耐 糖 能 が 低 下 す る こ と 、 妊 娠

ま で の 食 生 活 習 慣 が 影 響 を 及 ぼ す 期 間 が 長 い こ と が 糖 代 謝 異 常

に 関 与 し て い る 可 能 性 が 推 測 さ れ る 。  

食 生 活 習 慣 に つ い て 年 齢 に よ る 違 い を み る と 、 5 0 g  G C T  1 時 間

値 が 高 か っ た 3 5 歳 以 上 の 者 は 、魚 介 類 摂 取 量 、 P F C タ ン パ ク 質 の

摂 取 量 が 多 い 傾 向 に あ り 、「 栄 養 の 知 識 が あ る 」 と し た 割 合 も 多

か っ た 。 に も か か わ ら ず 、 夕 食 の 主 食 が な い 日 が 多 い こ と に 明 ら

か な 差 が 認 め ら れ た 。 年 齢 層 の 高 い 妊 婦 は 、 こ れ ま で 生 活 す る 中

で 栄 養 に 関 す る 知 識 を 持 っ て い る と 認 識 し 、 自 分 な り の 食 生 活 ス

タ イ ル を 形 成 し て い る と 自 覚 し て い る が 、 そ の 食 生 活 ス タ イ ル が

不 適 切 で あ っ た 可 能 性 が 高 い 。 す な わ ち 、 夕 食 は 主 食 な ど の 糖 質

の 摂 取 量 を 控 え る こ と が 望 ま し い と 考 え て い た と 推 測 で き る 。 し

か し な が ら 、 本 研 究 で は 、 実 際 に ど の よ う な 知 識 が あ る か は 把 握

で き て お ら ず 、今 後 、そ の 内 容 に つ い て 明 ら か に す る 必 要 が あ る 。

一 方 、 日 常 で 座 っ て い る こ と が 多 い こ と も 1 4 0 ㎎ / d l  以 上 群 に な

る 要 因 で あ っ た 。 1 4 0 ㎎ / d l  以 上 群 の ほ と ん ど （ 2 6 人 中 2 5 人 ）

が そ れ に 該 当 し 、 ま た B M I は 1 9 . 9±2 .0  k g / m 2 と 比 較 的 痩 せ て い

る こ と か ら 、 日 常 の 摂 取 エ ネ ル ギ ー 量 が 少 な い こ と や 糖 質 摂 取 量

が 少 な い こ と が 推 測 さ れ る 。 つ ま り 、 少 な い 摂 取 量 と 少 な い エ ネ

ル ギ ー 消 費 量 か ら 、 日 常 の イ ン ス リ ン 分 泌 量 は 少 な く な っ て い る

と 考 え ら れ る 。 こ の 食 生 活 習 慣 に よ っ て イ ン ス リ ン 分 泌 能 が 廃 用

的 に 低 下 し 、 糖 負 荷 試 験 に お い て 高 血 糖 に な る 可 能 性 が 考 え ら れ

る 。こ の こ と は 、わ れ わ れ の 先 行 研 究 2 1 , 2 2 )で 経 験 し た 糖 代 謝 異 常

が 認 め ら れ た 若 年 女 性 の タ イ プ に 類 似 す る 。  
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日 本 人 は 欧 米 人 に 比 べ イ ン ス リ ン 分 泌 能 が 弱 い 遺 伝 子 を 持 つ

者 が 多 く 、 わ ず か な 生 活 の 乱 れ か ら 容 易 に 高 血 糖 に な る 2 9 ） と 考

え ら れ て い る 。 若 い 時 に は 影 響 が 少 な か っ た 食 生 活 の 影 響 も 年 齢

が 上 が る に つ れ て 内 分 泌 機 能 の 低 下 に よ り 影 響 が 大 き く な る 。 ロ

ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 に お い て も 、3 0 歳 以 上 の 妊 婦 の 場 合 に 、5 0 g  

G C T の 1 4 0 ㎎ / d l 以 上 に 関 連 す る 要 因 と し て 主 食 芋 の 摂 取 量 が 少

な い こ と が 関 連 し て い た 。 わ れ わ れ の 若 年 女 性 を 対 象 と し た 第 3

章 の 研 究 2 0 ） の 結 果 に お い て も 、 夕 食 の 主 食 を 欠 食 す る こ と が 糖

代 謝 異 常 の 要 因 で あ っ た 。 こ れ ら の こ と か ら 、 主 食 を 抜 く よ う な

食 生 活 ス タ イ ル が 長 期 間 続 く こ と で 慢 性 的 な 糖 質 不 足 の 食 生 活

と な り 、 そ の 結 果 イ ン ス リ ン の 分 泌 反 応 が 低 下 し 、 急 激 な 糖 質 摂

取 に 対 応 で き な く な っ て い る の で は な い か と 推 測 で き る 。  

本 研 究 の 限 界 は 、 横 断 研 究 で あ る こ と 、 過 去 の 食 生 活 に 関 す る

調 査 が 対 象 者 の 記 憶 に よ る 回 答 で あ る こ と で あ る 。 若 年 時 か ら 定

期 的 な 食 事 調 査 を 行 う 前 向 き 研 究 に よ っ て 、 若 年 時 か ら の 食 生 活

ス タ イ ル と 妊 娠 時 の G C T 結 果 に つ い て 明 ら か に さ れ る こ と が 切 望

さ れ る 。 し か し な が ら 、 こ の 年 齢 層 の 前 向 き 研 究 は 極 め て 困 難 な

た め 、 本 研 究 の よ う な 横 断 調 査 で あ っ て も 貴 重 な 結 果 で あ る 。 ま

た 、 G C T 時 に 血 中 イ ン ス リ ン 濃 度 を 測 定 で き て い な い た め に 、 わ

れ わ れ の 先 行 研 究 を 基 に 、 欠 食 等 に よ り 糖 質 摂 取 量 が 少 な い こ と

で イ ン ス リ ン 分 泌 能 が 低 下 し て い る と の 推 測 し か で き な い こ と

も 限 界 の 一 つ で あ る 。 本 研 究 で は 、 A 病 院 の 通 常 診 察 と 並 行 し て

行 っ た 研 究 で あ る た め に 測 定 で き な か っ た が 、 今 後 、 G C T 時 の イ

ン ス リ ン 分 泌 能 と 食 生 活 ス タ イ ル と 関 連 に つ い て 検 討 が 必 要 で

あ る 。  
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現 代 の 若 年 女 性 の 食 生 活 ス タ イ ル は 、 痩 せ 願 望 か ら 欠 食 や 必 要

な エ ネ ル ギ ー と 各 種 栄 養 素 を 摂 取 で き て い な い 者 が 多 く 見 受 け

ら れ る 。 そ の 結 果 2 0 代 女 性 の や せ （ B M I＜ 1 8 . 5  K g /㎡ ） は 2 2 . 3％

と 高 い 値 が 約 1 0 年 続 い て い る 3 0 ）。谷 内 3 1 ） は 、2 0 歳 時 の 低 い B M I

が 妊 娠 糖 尿 病 発 症 リ ス ク に な る 可 能 性 を 示 唆 し て お り 、 痩 せ て い

る だ け で な く 、 栄 養 バ ラ ン ス が 悪 い 状 態 で 妊 娠 し た 場 合 、 本 人 だ

け で な く 低 出 生 体 重 児 出 産 リ ス ク の 上 昇 な ど の 次 世 代 の 健 康 へ

の 影 響 3 2 ） も 指 摘 さ れ て い る 。小 松 3 3 ） は 低 出 生 体 重 児 の 増 加 の 要

因 と し て 高 学 歴 化 に 伴 う 高 齢 出 産 の 増 加 と 、 一 方 で 非 妊 時 の 痩 せ

と 低 出 生 体 重 児 と の 関 連 に つ い て 述 べ て お り 、 痩 せ 願 望 の 強 い 日

本 人 の 生 活 習 慣 が 妊 娠 時 の 高 血 糖 に 関 連 す る 可 能 性 は 否 定 で き

な い 。 適 正 な 体 格 を 維 持 す る た め に 、 1 日 の エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 は

も ち ろ ん の こ と 、 主 食 で あ る 糖 質 の 摂 取 量 が 満 た さ れ る だ け で は

な く 、 欠 食 す る こ と な く 規 則 正 し く 食 事 を 摂 取 す る 必 要 が あ る 。 

本 研 究 で は 、 実 際 の 妊 婦 に 対 し て 妊 娠 前 の 食 生 活 や 生 活 習 慣 を

確 認 す る こ と で 、 現 在 問 題 と な っ て い る 妊 娠 時 の 高 血 糖 に は 、 高

齢 出 産 が 一 番 の リ ス ク で あ る が 、 年 齢 だ け で な く 主 食 を 摂 取 し な

い バ ラ ン ス の 悪 い 食 ス タ イ ル と 日 常 で 座 っ て い る こ と が 多 い 生

活 ス タ イ ル が 影 響 し て い る こ と を 明 ら か に し た 。 妊 娠 の 可 能 性 の

あ る 世 代 は 、 食 事 を 作 っ て も ら っ て い た 立 場 か ら 食 事 を 自 ら 作 る

立 場 に 変 わ る 時 期 で も あ る 。 こ の こ と よ り 、 妊 娠 の 可 能 性 の あ る

世 代 の 若 年 女 性 に 対 し て 、 若 い 頃 の 食 生 活 の 重 要 性 を 伝 え る こ と

が で き る 。  

 

５ ． 結 論    
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肥 満 で な い 妊 婦 の 妊 娠 糖 尿 病 ス ク リ ー ニ ン グ に お い て 、5 0 g  G C T

陽 性 の 者 が 約 1 3％ 存 在 し た 。そ の 要 因 と し て は 年 齢 が 高 い こ と 日

常 で 座 っ て い る こ と が 多 い こ と で あ っ た 。 さ ら に 、 エ ネ ル ギ ー 摂

取 量 や 主 食 芋 摂 取 量 が 少 な く 全 体 的 に 糖 質 の 摂 取 が 少 な い 傾 向

が 認 め ら れ た 。  
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図 表  

 

表 1  対 象 者 属 性  n= 19 5  

    平 均 ± 標 準 偏 差  

年 齢  （ 歳 ）  2 9 . 8± 4 . 5  

BM I  （ k g /m 2 ）  1 9 . 9± 2 . 7  

体 重  （㎏ ）  4 9 . 8± 6 . 3  

身 長  （ｃ ｍ）  1 5 8 . 1 ±5 . 4  

体 脂 肪 率  （% ）  2 9 . 6± 4 . 8  

骨 密 度 （ 音 響 的 骨 評 価 値 ）  
 

2 . 6 7 4 ±0 . 2 4 9  

筋 肉 量  （㎏ ）  3 2 . 7± 3 . 3  

初 診 時 空 腹 時 血 糖 値  （m g/ d l ）  7 8 . 1± 11 . 5  

5 0 g  GC T に お け る 1 時 間 血 糖 値  （m g/ d l ）  1 0 8 . 3 ±2 6 . 7  

初 診 時 空 腹 時 血 糖 値 ：  

妊 娠 判 明 後 は じめて 受 診 （ 妊 娠 ７ ～ 9 週 ） し、 実 施 し た 血 糖 検 査  

50 g  GC T ： g l u c o s e  c h a l l e n g e  t e s t  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



79 
 

 

 

表 2  初 診 時 空 腹 時 血 糖 値 お よ び 50 g G C T  1 時 間 値 の 分 布  

初 診 時 空 腹 時 血 糖 値 ( m g/ d l )  

n = 1 8 9  

< 1 1 0  1 1 0≦ ＜1 39  1 4 0≦  

1 8 4 （ 9 7 . 4 ）  4 （ 2 . 1 ）  １ （0 . 5 ）  

5 0 g  GC T に お ける 1 時 間 値 ( m g /d l )  

n = 1 9 5  
  

< 1 4 0  1 4 0≦  

1 6 9 （ 8 6 . 7 ）  2 6 （ 1 3 . 3 ）  

人 （％ ）    
 

  

5 0 g GC T ： g l u c o s e  c h a l l e n g e  t e s t  

 

 
表 3 50 g  GC T  1 時 間 値 と 体 格                                n＝ 19 5    

  （ 単 位 ）  

1 4 0  m g / d L  

未 満 群  

（n =1 6 9 ）  

1 4 0  m g / d L  

以 上 群  

( n = 2 6 )  

ｐ 値  

体 重  （ｋ ｇ ）  5 0 . 0± 6 . 5  4 8 . 4± 4 . 9  0 . 2 4 7  

筋 肉 量  （ｋ ｇ ）  3 2 . 9± 3 . 3  3 1 . 9± 2 . 5  0 . 1 7 6  

体 脂 肪 率  （％ ）  2 9 . 5± 4 . 9  3 0 . 2± 4 . 3  0 . 5 5 2  

BM I  ( k g /㎡ ）  2 0 . 0± 2 . 5  1 9 . 9± 2 . 0  0 . 7 9 7  

年 齢  ( 歳 ）  2 9 . 5± 4 . 5  3 1 . 8± 3 . 6   0 . 0 1 5  

初 診 時 空 腹 時 血 糖 値  （m g/ d l ）   7 7 . 7 ±1 1 . 6  7 9 . 2± 9 . 2  0 . 3 7 6  

骨 密 度  

（ 音 響 的 骨 評 価 値 ）  
   2 . 6 8 0± 0 . 2 4 6   2 . 6 3 3± 0 . 2 7 5  0 . 3 7 7  

平 均 ± 標 準 偏 差    
 

  （ S t u d e n t ' s  ｔ 検 定 ）   
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表 ４ 5 0 g  G C T  1 時 間 値  と 食 生 活 の 関 係  n＝ 19 5   

    な し  あ り  ｐ 値  

ダイ エッ ト の 経 験  14 0  mg / d l 未 満 群  9 ７ ( 5 7 . 4 )  7 2 ( 4 2 . 6 )  0 . 0 8 4  

  1 4 0  mg / d l 以 上 群  20 ( 7 6 . 9 )  6 ( 2 3 . 1 )    

サプ リ の 使 用  14 0  mg / d l 未 満 群  87 ( 5 1 . 5 )  8 2 ( 4 8 . 5 )  0 . 3 9 2  

  1 4 0  mg / d l 以 上 群  10 ( 3 8 . 5 )  1 6 ( 6 1 . 5 )    

運 動 習 慣  14 0  mg / d l 未 満 群  14 2 ( 8 4 . 0 )  2 7 ( 1 6 . 0 )  0 . 5 7 2  

  1 4 0  mg / d l 以 上 群  22 ( 8 4 . 6 ）  5 ( 1 9 . 2 )    

    多 い  少 な い    

座 って いる こ とが

多 い  
14 0  m g / d l 未 満 群  11 3 ( 6 6 . 9 )  5 6 ( 3 3 . 1 )  0 . 0 0 2  

  1 4 0  m g / d l 以 上 群  25 ( 9 6 . 2 ）  1 ( 3 . 8 )    

人 （％ ）    （ F i s h e r の 正 確 検 定 ）  
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表５　50gGCT　1時間値と食習慣の関係 N=195

（単位） 140 mg/dL未満群140 mg/dL以上群 ｐ値

（n=169） （n=26）

食事は大切だと思う ％ 86.6±17.4 89.8±13.8 0.376  a

栄養は大切だと思う ％ 85.6±18.4 91.1±11.9 0.148  a

栄養素の知識がある ％ 39.5±28.0 39.4±24.4 0.983  a

好き嫌いがある ％ 41.6±37.0 37.4±34.9 0.591  a

食事をしない時がある　朝 5段階※ 3.7±1.5 4.0±1.5 0.239  b

食事をしない時がある　昼 4.8±0.6 4.7±0.8 0.508  ｂ

食事をしない時がある　夕 4.9±0.5 4.8±0.8 0.776  ｂ

外食することがある　朝 5段階※ 4.9±0.4 4.6±0.8 0.015  ｂ

外食することがある　昼 3.6±1.3 3.6±1.3 0.925  ｂ

外食することがある　夕 3.8±0.9  3.9±0.9 0.634  ｂ

主食がない時がある　朝 5段階※ 3.4±1.6 3.4±1.7 0.919  ｂ

主食がない時がある　昼 4.7±0.7 4.7±0.9 0.844  ｂ

主食がない時がある　夕 4.0±1.3 4.0±1.4 0.963  ｂ

主食・主菜・副食がそろう　朝 3段階※ 2.6±0.6 2.6±0.5 0.946  ｂ

主食・主菜・副食がそろう　昼 1.9±0.7 1.9±0.7 0.784  ｂ

主食・主菜・副食がそろう　夕 1.7±0.6 1.7±0.6 0.645  ｂ

平均±標準偏差　※好ましい回答の点数が高い　 Student's検定a　Mann-WhitneyU検定ｂ

※食事欠食・主食欠食は１：ほぼ毎日　２：週4,５回　３：週2,３回　４：週1回程度　５：ほとんどないと評価
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表6　50g GCT　1時間値と栄養摂取状況
（単位） 140mg/dl未満群 140mg/dl以上群 　ｐ値

（ｎ＝169） （ｎ＝26）

エネルギー （kcal） 1642.6±511.9 1416.5±306.2 0.030
タンパク質 （g） 52.4±18.4 45.5±11.6 0.067
脂質 （g） 45.2±19.1 39.6±11.3 0.143
糖質 （g） 244.3±71.3 213.4±52.5 0.039
PFCタンパク質 （%） 12.7±1.9 12.9±2.1 0.619
PFC脂質 （%） 24.3±5.0 25.1±4.5 0.469
PFC炭水化物 （%） 63.0±6.3 62.0±6.0 0.470
カルシウム （mg） 400±234 377±195 0.644
鉄 （mg） 15.7±2.1 4.9±1.5 0.057
カリウム （mg） 1747±674 1538±418 0.127
マグネシウム （mg） 186±63 162±38 0.063
亜鉛 （mg） 6.6±2.1 5.7±1.3 0.039
ビタミンA （μｇ） 340±164 306±116 0.317
レチノール （μｇ） 164±97 137±71 0.182
カロチン （μｇ） 2074±1297 2005±1079 0.796
ビタミンD （μｇ） 4.0±3.0 2.8±2.0 0.066
ビタミンE （mg） 5.5±2.2 4.8±1.3 0.142
ビタミンB1 （mg） 0.6±0.25 0.52±0.12 0.188
ビタミンB2 （mg） 0.78±0.39 0.70±0.28 0.295
ビタミンC （mg） 75.2±50.0 69.8±41.9 0.608
飽和脂肪酸 （ｇ） 13.0±6.3 11.7±3.8 0.286
一価不飽和脂肪酸 （ｇ） 15.2±6.3 13.1±3.9 0.104
多価不飽和脂肪酸 （ｇ） 9.7±3.8 8.3±2.5 0.071
コレステロール （mg） 224±131 181±85 0.107
食物繊維総量 （ｇ） 9.8±3.7 8.8±2.8 0.186
食塩相当量 （ｇ） 6.3±2.5 5.3±1.4 0.033
主食芋 （ｇ） 508.4±155.1 422.8±151.4 0.009
油脂 （ｇ） 16.3±8.7 14.0±5.8 0.206
大豆類 （ｇ） 36.2±32.8 28.5±20.6 0.219
魚介類 （ｇ） 25.1±18.9 17.2±17.1 0.047
肉類 （ｇ） 45.6±25.4 38.6±17.8 0.181
卵類 （ｇ） 28.0±24.8 20.2±17.1 0.123
乳類 （ｇ） 129.0±169.2 138.5±132.6 0.784
緑野菜 （ｇ） 38.2±61.0 65.1±47.2 0.807
他野菜 （ｇ） 69.1±42.5 48.3±20.7 0.016
果物類 （ｇ） 163.2±195.9 165.1±198.1 0.964
砂糖類 （ｇ） 2.7±2.2 2.2±1.6 0.314
菓子類 （ｇ） 183.2±197.5 150.8±168.2 0.429
平均±標準偏差（Student's ｔ検定） ＊ｐ＜0.05 vs 140未満群　（Student's ｔ検定）
食物摂取量は食物摂取頻度調査（FFQ）を用いて算出した
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表７　ロジスティック回帰分析における50g GCT 140mg/dl以上に関連する要因

モデル１ モデル２

  オッズ比　 （95%CI）  p   オッズ比　 （95%CI）  p

年齢 1.220（1.070～1.390) 0.003 年齢 1.240（1.090～1.420） 0.001

BMI指数                               0.928（0.724～1.190） 0.558 BMI指数 　0.920（0.716～1.180）　 0.515

運動習慣  1.340（0.361～4.960） 0.664 運動習慣  1.510（0.428～5.300） 0.524

エネルギー摂取量 1.000（0.997～1.000） 0.851 エネルギー摂取量 1.000（0.997～1.000） 0.894

家族歴(DM) 0.969（0.524～1.790） 0.919 家族歴(DM) 0.917（0.494～1.700） 0.784

主食芋摂取量 0.995（0.989～1.000） 0.121 主食芋摂取量 0.995（0.989～1.000） 0.092

糖質摂取量 1.010（0.984～1.030） 1.030 糖質摂取量 1.000（0.980～1.030） 0.737

淡色野菜摂取量 0.956（0.925～0.989） 0.009 淡色野菜摂取量 0.953（0.921～0.987） 0.007

食事をしない時がある　朝 1.200（0.860～1.680） 0.280 主食がない時がある　朝 1.170（0.854～1.610） 0.323

食事をしない時がある　昼 0.913（0.425～1.960） 0.816 主食がない時がある　昼 1.150（0.531～2.480） 0.726

食事をしない時がある　夕 0.884（0.308～2.530） 0.818 主食がない時がある　夕 1.120（0.725～1.720） 0.614

座っていることが多い 0.048（0.005～0.457） 0.008 座っていることが多い 0.046（0.005～0.442） 0.008

（Logistic regression analysis）

欠食・主食欠食は１：ほぼ毎日　２：週4，5回　３：週２，３回　4：週1回程度　５：ほとんどないと評価
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表８　年齢層別による50gGCT・食生活習慣の比較

（単位）　 29歳以下 30歳～35歳未満 35歳以上 p値

n＝94 ｎ＝70 n＝31

初診時空腹時血糖値 ㎎/dl 77.4±12.3      79.1±11.1 77.9±10.3 0.667

50g GCTにおける1時間値 ㎎/dl  103.2±22.6    112.5±31.2 114.7±24.1 0.031

食事は大切だと思う ％ 85.1±17.9 89.6±13.3 87.3±21.1 0.244

栄養は大切だと思う ％ 84.0±18.6 90.0±13.0 85.4±22.8 0.093

栄養素の知識がある ％ 34.4±24.9 44.3±30.5 44.6±25.6 0.039

好き嫌いがある ％ 43.8±36.9 36.7±37.5 41.4±34.2 0.473

食事をしない時がある　朝 5段階※ 3.5±1.5 4.0±1.5 3.9±1.5 0.097

食事をしない時がある　昼 4.8±0.7 4.9±0.5 4.7±0.7 0.409

食事をしない時がある　夕 4.8±0.5 4.9±0.6 4.9±0.5 0.953

外食することがある　朝 5段階※ 4.8±0.5 4.9±0.3 4.8±0.7 0.452

外食することがある　昼 3.6±1.3 3.6±1.4 3.7±1.3 0.931

外食することがある　夕 3.8±0.9 4.0±0.8 3.8±1.0 0.463

主食がない時がある　朝 5段階※ 3.3±1.6 3.6±1.6 3.3±1.7 0.398

主食がない時がある　昼 4.7±0.8 4.8±0.6 4.9±0.5 0.288

主食がない時がある　夕   4.2±1.2 a     3.9±1.4 ab    3.4±1.5 b 0.015

主食・主菜・副食がそろう　朝 3段階 1.4±0.6 1.4±0.6 1.5±0.7 0.616

主食・主菜・副食がそろう　昼  2.1±0.63 2.1±0.6 2.1±0.8 0.983

主食・主菜・副食がそろう　夕     2.4±0.7 2.3±0.6 2.3±0.7 0.572

平均±標準偏差　　 　（Tukey-Kramer検定）　
※欠食・主食欠食は１：ほぼ毎日　２：週4，5回　３：週２，３回　4：週1回程度　５：ほとんどないと評価
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摂取量 （単位） 29歳以下 30歳～34歳未満 35歳以上 p値

n＝94 ｎ＝70 n＝31

エネルギー （kcal） 1571.0±536.9 1640.4±448.9 1662.5±461.2 0.552

タンパク質 （g） 49.6±19.1 52.1±16.2 55.9±16.6 0.217

脂質 （g） 43.0±19.2 44.7±16.8 48.3±18.4 0.374

糖質 （g） 236.6±75.4 246.7±69.3 234.2±50.8 0.582

PFCタンパク質 （%） 12.5±1.8 12.7±1.9 13.5±2.0 0.063

PFC脂質 （%） 24.2±5.1 24.2±4.6 25.8±5.2 0.291

PFC炭水化物 （%） 63.2±6.4 63.1±5.8 60.8±6.8 0.152

カルシウム （mg） 372±189 405±208 451±349 0.240

鉄 （mg） 5.41±2.3 5.7±1.8 6.1±1.4 0.228

カリウム （mg） 1641±647 1740±648 1967±690 0.057

マグネシウム （mg） 175±66 185±57 202±53 0.101

亜鉛 （mg） 6.2±2.2 6.6±1.9 6.8±1.8 0.287

ビタミンA （μｇ） 316±156 349±160 385±189 0.101

レチノール （μｇ） 150±80 166±97 180±124 0.253

カロチン （μｇ） 1952±1334 2164±1291 2420±1624 0.233

ビタミンD （μｇ） 3.4±2.7 4.0±3.2 4.7±2.4 0.086

ビタミンE （mg） 5.2±2.2 5.5±2.2 6.2±2.5 0.098

ビタミンB1 （mg） 0.55±0.25 0.58±0.23 0.63±0.21 0.233

ビタミンB2 （mg） 0.72±0.34 0.80±0.37 0.89±0.48 0.095

ビタミンC （mg） 69±43 80±59 84±47 0.215

飽和脂肪酸 （ｇ） 12.2±5.3 13.1±5.9 14.2±8.0 0.214

一価不飽和脂肪酸 （ｇ） 14.36±6.12 15.04±5.84 16.20±04 0.325

多価不飽和脂肪酸 （ｇ） 9.22±3.91 9.59±3.49 10.46±3.36 0.271

コレステロール （mg） 205±106 225±153 246±112 0.249

食物繊維総量 （ｇ） 9.1±4.10 9.6±3.2 10.6±3.0 0.253

食塩相当量 （ｇ） 6.1±2.8 6.1±2.1 6.6±1.8 0.648

主食芋 （ｇ） 496.5±176.6 510.7±145.5 456.0±121.4 0.277

油脂 （ｇ） 15.0±7.9 16.8±9.1 17.2±7.8 0.297

大豆類 （ｇ） 32.7±33.2 36.2±29.7 43.0±29.2 0.284

魚介類 （ｇ） 21.2±16.0 24.1±21.0 33.3±19.5 0.007

肉類 （ｇ） 43.7±25.6 43.8±23.1 48.9±24.5 0.572

卵類 （ｇ） 25.3±18.3 28.6±31.7 29.4±19.1 0.592

乳類 （ｇ） 112.8±120.7 139.4±128.2 160.8±298.4 0.310

緑野菜 （ｇ） 67.0±60.4 69.9±66.8 84.6±112.6 0.509

淡色野菜 （ｇ） 63.4±48.1 64.9±33.2 78.4±28.6 0.195

果物類 （ｇ） 139.7±157.7 190.7±240.0 174.2±182.7 0.241

砂糖類 （ｇ） 2.4±1.9 2.8±2.5 2.9±2.0 0.435

菓子類 （ｇ） 183.7±209.6 170.3±166.4 180.9±204.2 0.906

平均±標準偏差   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Tukey-Kramer検定）

食物摂取量は食物摂取頻度調査（FFQ）を用いて算出した

表９　年齢層別による栄養摂取量の比較　
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モデル１ モデル２

  オッズ比　 （95%CI）  p   オッズ比　 （95%CI）  p

BMI指数                                         0.970（0.799～1.180）　 0.760 BMI指数                                         1.000（0.825～1.220）　 0.966

運動習慣  0.776（0.152～3.960） 0.760 運動習慣  1.010（0.216～4.690） 0.995

エネルギー摂取量 0.998（0.994～1.000） 0.300 エネルギー摂取量 0.999（0.995～1.000） 0.602

家族歴(DM) 1.060（0.497～2.280） 0.874 家族歴(DM) 1.070（0.469～2.430） 0.874

主食芋摂取量 0.991（0.983～0.999） 0.035 主食芋摂取量 0.990（0.982～0.999） 0.029

糖質摂取量 1.020（0.991～1.050） 0.173 糖質摂取量 1.010（0.982～1.040） 0.454

淡色野菜摂取量 0.971（0.938～1.010） 0.095 淡色野菜摂取量 0.969（0.935～1.000） 0.086

緑野菜摂取量 0.998（0.990～1.000） 0.506 緑野菜摂取量 0.997（0.990～1.000） 0.434

食事をしない時がある  朝 0.716（0.239～2.150） 0.551 主食がない時がある　朝 1.160（0.329～4.090） 0.818

食事をしない時がある  昼 1.180（0.780～1.770） 0.439 主食がない時がある　昼 1.210（0.783～1.870） 0.392

食事をしない時がある　夕 0.737（0.114～4.760） 0.749 主食がない時がある　夕 1.470（0.852～2.540） 0.166

座っていることが多い 0.026（0.001～0.537） 0.018 座っていることが多い 0.025（0.001～0.638） 0.026

（Logistic regression analysis）

  ※欠食・主食欠食は１：ほぼ毎日　２：週4，5回　３：週２，３回　4：週1回程度　５：ほとんどないと評価

表10　ロジスティック回帰分析における50gGCT 140 mg/dl以上に関連する要因（30歳以上）
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第 ５ 章  研 究 の 総 括  

 

日 本 人 の 食 生 活 は 豊 か に な り 、 肥 満 を 根 源 と す る 生 活 習 慣 病 患

者 や そ の 予 備 軍 が 増 加 し て い る こ と が 大 き な 問 題 と な っ て い る 。

一 方 で 、 世 界 に 類 を 見 な い ほ ど 日 本 人 若 年 女 性 の 痩 身 願 望 が 強 く 、

過 度 の ダ イ エ ッ ト 思 考 の た め 健 康 的 な 食 生 活 を 送 る こ と が で き

て い な い 。 そ の 結 果 と し て 、 栄 養 素 バ ラ ン ス の 不 均 衡 や 健 康 不 良

の 出 現 も 報 告 さ れ て い る 。 し か し 、 若 年 者 を 対 象 と し た 健 康 診 断

は 積 極 的 に は 行 わ れ て お ら ず 、 糖 代 謝 異 常 に つ い て の 報 告 は ほ と

ん ど な い 。そ こ で 、研 究 １ と し て 若 年 者 を 対 象 に 7 5 g O G T T を 行 い 、

糖 代 謝 異 常 と 体 格 や 性 別 の 関 係 を 検 討 し た 。  

そ の 結 果 、平 均 年 齢 は 2 0 . 4±0 . 6 歳 、平 均 B M I  2 0 . 5±2. 4 k g / m 2、

平 均 体 脂 肪 率 は 2 5 . 9±5 . 9 %の 肥 満 で な い 若 年 者 の 約 4 割 に 糖 代

謝 異 常 が 認 め ら れ た 。 B M I を 1 8 . 5 ㎏ /㎡ と 2 5 ㎏ /㎡ で 3 部 位 に 分

け た と こ ろ 、 痩 せ 型 を 示 す 者 1 8 . 5 ㎏ /㎡ 以 下 の 者 は 男 性 1 6 名

（ 8 . 0％ ） に 対 し 女 性 2 6 6 名 ( 1 6 . 9％ ） で あ り 、 や せ 型 を 示 す 者 の

割 合 は 女 性 の 方 が 有 意 に 高 か っ た 。 糖 代 謝 異 常 と B M I お よ び 体 脂

肪 率 に 関 連 は 認 め ら れ な か っ た が 、 男 性 に 対 し て 女 性 の 方 が リ ス

ク が 高 か っ た 。 ま た 、 わ れ わ れ は 、 一 連 の 他 の 研 究 に お い て 高 リ

ス ク 者 は イ ン ス リ ン 分 泌 量 が 少 な い こ と を 確 認 し 、 糖 質 を 適 切 に

摂 取 す る 介 入 試 験 を 行 っ た と こ ろ 、 糖 負 荷 後 の イ ン ス リ ン 分 泌 能

は 改 善 し た 。 さ ら に 、 正 常 に イ ン ス リ ン 分 泌 さ れ て い る 被 験 者 に

低 糖 質 食 の 介 入 試 験 を 行 っ た と こ ろ 、 3 か 月 後 に イ ン ス リ ン 分 泌

は 低 下 し た 。 そ こ で 、 研 究 ２ と し て 若 年 女 性 を 対 象 に 糖 代 謝 異 常

と 食 生 活 や 、 活 動 量 の 関 連 に つ い て 検 討 し た 。  
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 平 均 B M I は 2 0 . 8±2 .7  ㎏ /㎡ 、 体 脂 肪 率 は 2 7 . 2±5 .5  ％ と 標 準

的 な 体 格 の 若 年 女 性 に 7 5 g O G T T を 行 っ た 結 果 、 7 5 g O G T T  2 時 間 値

に つ い て 、2 0 0  ㎎ / d l 以 上 の 糖 尿 病 型 は 5 名（ 2 . 6  ％ ）、1 4 0  ㎎ / d l

以 上 2 0 0  ㎎ / d l 未 満 の 境 界 型 の 者 は 7 0 名 （ 3 5 . 7  ％ ） 存 在 し 、 研

究 1 と 同 様 に 約 4 割 に 負 荷 後 高 血 糖 が 認 め ら れ た 。  

7 5 g O G T T  2 時 間 値 を 1 4 0 未 満 群 と 1 4 0 以 上 群 に 分 け 、 体 格 、 食

物 摂 取 頻 度 や 食 生 活 と 比 較 し た と こ ろ 、 1 4 0 以 上 群 で 、 体 脂 肪 率

が 2 5 . 4  ％ と 有 意 に 低 か っ た 。 ま た 、 食 物 摂 取 量 に 明 ら か な 差 は

な か っ た 。 同 様 に 生 活 習 慣 と の 関 係 を み る と 1 4 0 以 上 群 に な る 人

は 、 夕 主 食 を 欠 食 す る こ と が 多 い 人 や 夕 食 を 食 べ て も 主 食 が な い

こ と に よ り 習 慣 的 に 少 な い 糖 質 摂 取 の 可 能 性 が 明 ら か と な っ た 。

そ こ で 、 若 年 女 性 は 妊 娠 の 可 能 性 の あ る 世 代 の た め 、 研 究 ３ と し

て 実 際 の 妊 婦 を 対 象 に 5 0 g G C T 結 果 と 食 生 活 と の 関 連 を 検 討 し た 。 

対 象 者 の 平 均 年 齢 は 2 9 . 8±4. 5 歳 、 平 均 B M I は 2 1 . 0±1 4. 6 ㎏ /

㎡ 、体 脂 肪 率 は 2 9 . 6±4 .8  ％ と 標 準 的 な 体 格 で あ っ た 。 5 0 g  G C T  1

時 間 値 の 結 果 を 産 婦 人 科 診 療 ガ イ ド ラ イ ン に よ る 妊 婦 の 糖 代 謝

異 常 ス ク リ ー ニ ン グ の 指 標 に 基 づ き 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 を 陽 性 と し て

分 類 し た と こ ろ 、1 4 0  ㎎ / d l 未 満 は 1 6 9 名（ 8 6 . 7％ ）お よ び 1 4 0  ㎎

/ d l 以 上 の 陽 性 者 は 2 6 名 （ 1 3 . 3％ ） 存 在 し た 。  

1 4 0  ㎎ / d l 未 満 群 と 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 群 に 分 け 、 体 重 や B M I、 食

物 摂 取 頻 度 や 食 生 活 と 比 較 し た と こ ろ 、 食 生 活 ス タ イ ル で 差 は 見

ら れ な か っ た 。 し か し 、 1 4 0  ㎎ / d l 以 上 群 の 栄 養 摂 取 状 況 で は エ

ネ ル ギ ー 摂 取 量 、 糖 質 の 摂 取 が 有 意 に 少 な か っ た 。 ま た 、 年 齢 が

3 1 . 8±3 . 6 歳 と 有 意 に 高 く 、 日 常 活 動 と し て は 、 身 体 を 動 か す よ

り も 座 っ て い る こ と が 多 い 人 で あ っ た 。  
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5 0 g  G C T の 結 果 は 年 齢 に よ っ て 差 が 認 め ら れ た た め 、 対 象 者 の

年 齢 を 3 0 歳 未 満 、 3 0 歳 ～ 3 5 歳 未 満 、 3 5 歳 以 上 の 3 群 に 分 け て み

る と 、 5 0 g  G C T  1 時 間 値 は 3 5 歳 以 上 が 最 も 高 か っ た 。 食 生 活 に つ

い て み た と こ ろ 、「 栄 養 の 知 識 が あ る 」、「 夕 食 の 主 食 が な い 時 が

あ る 」 は 3 5 歳 以 上 の 人 で 有 意 に 多 か っ た 。  

3 0 歳 以 上 妊 婦 の 5 0 g  G C T 陽 性 に 関 連 す る 要 因 に つ い て 検 討 し た

結 果 、主 食 芋 の 摂 取 量 の オ ッ ズ 比 は 0 . 9 9 1（ 9 5％ C I  0 . 9 8 3 - 0 . 9 9 9、

ｐ ＝ 0 . 0 3 5） で あ り 、 主 食 芋 の 摂 取 量 が 少 な い こ と が 要 因 で あ る

傾 向 が み ら れ た 。 ま た 、「 食 事 を 欠 か さ ず 食 べ る 」 を 「 主 食 を 欠

か さ ず 食 べ る 」 に 変 更 し て ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 行 っ た 結 果 、

主 食 芋 の 摂 取 量 の オ ッ ズ 比 は 0 . 9 9 0（ 9 5％ C I  0 . 9 8 2 - 0 . 9 9 9、ｐ ＝

0 . 0 2 9） で あ り 、 同 様 に 主 食 芋 の 摂 取 量 が 少 な い こ と が 要 因 で あ

る 傾 向 が み ら れ た 。 ま た 、 日 常 活 動 が 無 い こ と は 、 ど ち ら の モ デ

ル に お い て も 1 4 0 以 上 群 に な る 要 因 で あ っ た 。  

現 代 社 会 は 、 も の に あ ふ れ 食 事 に 困 る こ と が 少 な く な っ た 半 面 、

生 活 習 慣 病 が 社 会 的 に 大 き な 問 題 と な っ て い る 。 国 は 壮 年 期 の 対

象 者 に 対 し て 健 康 診 断 を 推 奨 し 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 基

準 に 基 づ き 特 定 保 健 指 導 を 実 施 し て い る 。 一 方 で 、 若 年 者 の 健 康

に 関 し て 詳 細 な 健 診 等 は さ れ て い な い が 、 痩 せ 願 望 の 強 い 日 本 の

若 年 女 性 は 栄 養 バ ラ ン ス も 悪 く 、体 脂 肪 率 も 低 い 。し か し な が ら 、

本 研 究 に お い て 糖 代 謝 異 常 の 若 年 者 が 多 く 存 在 し た 。 こ の こ と か

ら 、 壮 年 期 だ け で な く 、 若 年 者 で あ っ て も 糖 代 謝 異 常 な ど の ス ク

リ ー ニ ン グ を 行 っ て い く 必 要 が あ る と 考 え る 。 中 で も 、 着 目 す べ

き は 女 性 で あ り 、 男 性 に 比 べ て 女 性 は 糖 代 謝 の リ ス ク が 大 き く 、

さ ら に は 妊 娠 す る 可 能 性 が あ る た め 、 次 世 代 へ の 影 響 も 大 き い と
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考 え ら れ る 。  

若 年 女 性 の 糖 代 謝 異 常 に は 欠 食 、 さ ら に 食 事 を 食 べ て い て も 十

分 に 糖 質 が 摂 取 で き て い な い こ と が 要 因 と な っ て お り 、 こ の こ と

が 体 脂 肪 が 少 な い こ と に 関 与 し て い る と 考 え ら れ た 。 こ れ ら を 考

慮 す る と 、 欠 食 せ ず 、 主 食 で 穀 類 を 摂 取 し 、 副 菜 を 摂 取 す る バ ラ

ン ス の と れ た 食 事 を す る こ と が 、 正 常 な 糖 代 謝 を 維 持 す る た め に

重 要 で あ る と い え る 。 こ の こ と が 妊 娠 糖 尿 病 予 防 に も つ な が る と

考 え ら れ る 。 現 代 は 、 食 生 活 ス タ イ ル が 多 様 化 し 、 個 食 や 欠 食 の

問 題 も あ る が 、 妊 娠 の 可 能 性 の あ る 若 年 女 性 を 対 象 に 幼 少 期 か ら

成 長 発 達 段 階 に 応 じ た 食 育 を す る こ と や 継 続 し た 健 康 教 育 を 行

う こ と が 重 要 で あ る 。 さ ら に は 食 事 だ け で な く 、 バ ラ ン ス よ く 運

動 な ど の 身 体 を 動 か す こ と を 日 常 生 活 の 中 に 取 り 入 れ る 生 活 ス

タ イ ル を 促 す こ と も 重 要 で あ る 。  
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